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序

この報告書は、筑後西部第2地区の県営担い手育成基盤整備市業によっ

て、平成8・11年度に筑後市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査の

成果をまとめたものです。

当追跡は、筑後市の南西部に位置した標高7,-...;8m位の低位段丘上にあ

り、これまでの調査成果によって、周辺には縄文時代から中世までの複合

遺跡が多く点在していることが知られていました。今同報告する調査地か

らは、弥生時代を中心とする遺構や遺物を確認したことによって、貴重な

調査成果を新たに加えることができました。

本報告書が地域における文化財保護思想普及の一助として、また、学術

研究の資料としてひろく活用されることになれば幸いと存じます。

おわりに、本報告書の刊行にあたり、発掘調査から整理報告に至るまで、

多大なこ協力を頂きました関係者並びに作業参加者の方々に厚くお礼申し

上げます。

平成16年3月

筑後市教育委員会

教育長城戸一男



例 に

l. 本心は t厨常担い手育成枯盤整fj冊J~業に係る筑後西部第2地区のT'1.~に伴い、福岡県筑後川水系J塁地開発

•J.i: 務所の委託を受けて、筑後市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調杏．報1•和界である。

2発掘調行及び出 l辺物の整理は筑後市教育委員会が行い、出 I:辿物 ・ 似l 而 • 'IJ.. 貞等は筑後市教育委具

会において所蔵 ・保管をしている。なお、発掘調杏，並びに整理作業の関係者は 「［．瀾杏経過と組織j に

祀したとおりである。

3調査に用いた測即t座標は国ヒ調杏法第「Ni椋系を址準としているため、心りにぷされる方位はすべて

G.N. (P哨椋北）を示し、本文巾に記される追構の角度はこれを基準としたものである。また、水準は

T.P. を即邪としている。

4本占に使川した図而のうち、迫構実測I剖は永見秀徳、小林刃作、柴1±1剛、 m中剛、野ITI洋子、江崎員

浩、奥村太郎、未吉隆弥 （現川崎町教育委具会）、大塚恵治（現八女市教育委員会）、迫物実測図は平塚

あけみ、仲文恵、横井理絵、幅J判り、佐々木寿代が作成し、図版の浄内は1巾、佐々木、横井が行った。

また、辿棉全体実測圏のうち、 ‘常1TJ1:1田行迫跡（第1・2次）、常川長1:11迫跡（第l次）はアジア航測株式

会社に委託した。

5本苫に使用した写真のうち、辿構は永見、小林、柴田、田中、野ltl、迫物は水見、小林が撮影した。

また、追構の全体写真撮影は有限会社空中写具企画に委託した。

6本 2fに使ff)した追構番号で、迫構の種別記号は下記の略号で表示し、種別記号の前に記した数字は調

査次数を表わす。

·0SA000—柵列 ・OSBOOO―掘立柱建物 ・OSDOOO一洲

· OSIOOO—咆穴式住居 ・OSKOOO一土坑 ・OSTOOO一糀棺地 ・上堀硲

・OSPOOOービット · OSXOOO—不明以降

7本書に使川した迫構の地区は各迎跡の迫構略測図に表す地区番号を使川し、原則として辿構に対して

南束隅の測屈杭を晶部として使川した。

8本卦に使用した迫物図版において、迫物番号の後に（）で表した数値は迫物の縮尺率を表す。

9本占の執策は 「[l]. 調介．成果」 4・5を永見、その他は小林が担当し、令ての編集は小林が行った。
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111-2 常用日田行遺跡（第2次調査）
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I . 調査経過と組織

筑後西部地区辿跡群は、柘ll/!;J恥の南部、筑後rfJの南西部に位附する。 この地区は米やよを中心とした

稲作股耕が盛んに行われており、近年では1裳業経党の多様化によってハウスでの間芸や栽培といった施

設I湖芸が羽人されるようになった。 しかし、近代化I塁業のIりl'l;;要因である排水不Lしゃ追路の狭小かつ未

整備などにより J謀業機械の打入が困難な状況のままであった。 このため、耕地の集団化、区画の幣耶、

股迎の整備、 Jl]排水の分離をして耕地の汎川化を図り、大咽機械の羽人による常農体系を確立し、作11

選択のl'.J山化、股業経営の近代化と合珊化によってJ塁業所得の削大を図ることを目的とした1JJ業が行わ

れることとなった。

この事業に伴い、エ ·J~によって破壊される恐れのある期蔵文化財の取り扱いについて、平成7年度に

福岡県筑後川水系股地開発事務所から筑後di教育委具会へ照会があった。これを受けた筑後di教育委H
会では、 -C·J~沿手前の平成8年股に試掘澗ftを開始し、その結果をもとに協議を行った。 協議の結果、

埋蔵文化財が確認された場所において掘削 .j'jlJ平の及ぶ箇所を 「筑後西部第2地区辿跡群埋蔵文化財発

掘調介」として実施することになり、発掘調鉦はT~JJの進行状況に応じて平成8年度・ 10年度まで実施

された。なお、埋蔵文化財発掘調行に係る役川は、国・福岡臥から一部の補助を受け、受益者負担分に

ついては筑後Iiが負担し、残る費川については福岡県筑後J11水系股地開発1J:i:務所において負担した。

発掘調代で出 I:.した辿物の整狸と報告淋作成については、随時筑後di役所内文化財幣理宅で行った。

調杏組織

報告する調査が多年度にまたがるため、ここで一括して調杏体制をあげる。

1. 平成8年炭調杏体制（常川I1111行迫跡第l・2次調代、常用長111辿跡第1次調ti)

総括 教育長 森川枯之

庶務

2平成10年度調杏体制

総括

庶務

教育部長 津留忠義

社会教育課長

社会教育係長

社会教育係

11げ1 逸郎

本村花哨

永兄秀徳

小林勇作（調肖担,,,)

田中 剛(")

柴ni 剛 (I駈~l:)

（水1±1I: 平霊イ遺跡第 I・3次潤:#.)

教育長 森m 騒之 (-4/6)

教育部長

社会教育課長

文化係長

文化係

牟111n禾[I良 (4/7-)

下JII Jffr晴

山「l 逸郎

Ul'11 m通

永見秀徳（調杏担''r)

小林刃作

ヒ 村 炎l:
柴 111 剛 (I~託）

立石真二 (II)

発掘調否参加者 (II偵不同、敬称略）

澗行補助員 野「nff f・ 永Ill 佳 f
発掘作業貝 浅山頼子 ・ 池末桂—f · JI: I-: むつ r-.)I: I・: 正治 ・

牛島笞(・太川黒二枝 • 大塚政）~ . 奥村太郎 ・
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小野カトリ ・小野 梢次• 小野ミノプ• 加藤礼子 ・

椛島美恵(・ 北,I~り 消• 古r~11n11 ・近藤 部・

城崎マス代・角 りt {-. 瀬｝「八if(f'I介j野奈緒芙 ・

州ちゑ f. J-JJ: 八屯 f・'l':J J: rf. 芳 • 深町順(-. 

深lllfスミチ・馬場学riJ・ 束 木—f· 平ftl 仁チ ・

松水 nじ幹・村」: • :t-f ・村 I芦(J I\ f・ 室I刈 求子・

本村修一 • 吉1m 哨If
3. 平成15年1文体制（報f氾1作成）

総括教育長 和 LI「l相良 (-9/30)

り戊Ji -リJ(I 0/ I --..) 

教育部長 菰I原 修

庶務 社会教育課辰 4公ノk屈t四且IS

文化スポーツ係艮 成泊平tll

II 係l:ti 人島鉗i彦

＂ 係 i, I叶l 純彦

永見秀徳

小林リ］作

k村英 I:

立石真....:..(嘱託）

幣狸作業参加者 (/1肌不佑l、敬称略l

整理補助貝 平塚あけみ

江藤玲f

仲 文恵

整理作業U 野IHI「l靖千、馬場敦[-、野11 Iiiり香、湯川 琴美、

淡 まど香、佐々木寿代

なお、発掘澗行及ぴ報街1'}作成に際しては、以下の方々にこ甘指祁、こ教示を賜った。記して感謝の意

を表したい。

佐111茂（作賀大学）、小林博昭、白イi純、（以 t:岡山雌科大学）、佐々木l径彦、 ljI tAJ研i{、小IJI和利、小

川泰樹 （以 K福岡県教育庁）、城戸康利、中島恒次郎、山村（出榮、 ）1: 上,.f if.、宮崎・必ー、似j橋学、森Illレ

ィr・（以,-.太宰l伯IT教育委具会）、訂永直樹（久留米rli教育委具会）、赤崎敏男、大隊忠治（八女iii教ft

委貝会）、 1娯坂災｛呆（岡山理科大学院牛）、狭/II真一 (;c穂年文化財研究所）
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ついて概観する。分伍状況をFig.IヽtfrぴにTab.Iでポすとおり、 '''1地区ではこれまでに多数の調介成果が

報告され、各11寺代における多帷類の追跡が点在してしヽることがわかってきた。時代別にみると、‘り地区

での111イ社器時代の痕跡は木だ確認されていないが、縄文時代になると早期の石組炉が検出された「ぷ前

1-1・1追跡」「志西野々迫跡」等、志地区を-u本として分布しているようである。弥屯時代では前期の稽間を

確認した I津島）し）又坪迫跡」、中期の集落跡である 「渾閲]Illヶ1111追跡」と岡じく後期の集落跡である「津

島北石伏追跡」、更に弥牛終未～古れ1時代にかけての集落跡である 「沖島南佛化迫跡」や「rltJ泣南笹原辿

跡J等、各期における主要な調介成果が得られてしヽる。占瑣時代以降、次にl!lii期を迎えるのは下及荘 ・

水111荘が栄えた中llt以降と想定されるが、,1,該期の調査成果は僅かに「志野添辿跡J「尾島下町災迎跡」

等での報告に 1I・. まっている。

さて、今回報告する「常川辿跡」の発見は昭和44年 (1969)に遡る。当時、筑後di内の「狐塚迫跡」

を発掘調f"f.~1·1 であった小 Iiii~{ I: 雄氏、藤「l健―」氏の両氏らは、当地から迎棺が発見されたとの報告によ

り踏杏を実施したことに始まる。報告71Fによると、板付 「b期に相当する壺棺が斜めに埋祥されている

状態が観察され、付近からは前期～叶1期に及ぶ賓料が認められたことから住居跡と瑣船が項複する追跡

であることが知られたとある。一方、今阿報告する「水川J:'I湿t石迫跡」のメインである 巨伍の支石磋

（ドルメン）は以前から地元で「いぽ観音」と呼ぱれィもられていた。詳細が記されている「水III校区郷上

史」によると、長さ2.4m、幅1.8m、イ:j質は筑JJせI.Li塊の石堤）「岩打で、昭和29年 (1954) に下部を掘

削したところ人骨が一部確認されたとある。更にドルメンの一部は江戸時代末に巾折地八幡宮槌内西南

拙に巡ぱれていることから、他に幾基か仔在していた可能性があることをボ唆している。

mt:) 

I. r水[II)沿籾本貶」 V,! 指定文化財 f.11杉文化財・仕追物 昭和36年4)11811指定

2 f水IllKil≫ 宮4填澱保(t條理.T •Jt報-l'i','!J 筑後rti文化財武fi報代:,り第53集 筑後,J;教f1委u会 2003 

3. rti・ 造狛犬J 県指定文化財 "形文化財・彫刻 11/l相36年l0112111指定

4. f/, 氾晶,.~!l 虹桁定文化財イj形又化財・述迅物 ll/{11136年I()月2111指定

5 「 ,+;;~鵜r頭J 県指)t文化財イ.j)f~民俗文化財昭和36!「l)J1411指定

6. 「木辺火 FJlcEr葡J \~ 湘定文化財 f1 I杉民俗文化財 昭租36年IJI 1411指定

7 「椎児風流J 貼指定文化財無形ll!ft以化財 ll{J-11131lf,J J JI 911指定

8. 「水111;:.満出千燎lリl」 県指定文化財無形民俗文化財 昭和35年 12)12111指定

9. r水HIの森J 県Iii定 kltlU J、然、,,念物昭和361110月2111指定

I 0. 111直窟j 県指定文化財史跡 1111k144りIOJ12011指走

11. 「水Ill校1"-冠土史J 筑後,Ii教n委U会・筑後郷 l史研究会 昭k156年12JJ

｛参考文献）

『筑後西部第2地lメ:m跡肝 (I)I 筑後巾文化財，関付柑i'紅9第21染 筑後巾教付委U会 1999 
『筑後州部第2地区辺跡群 (II)J 筑後,1;文化財潤代報告，り第26集 筑後iii教灯委H会 2000 
「筑後西部りil2地I幻必I跡fif.(ffi)J 筑後iii文化財渇fi報り;..'f第27染筑後•Ii教ff 委U会 2000
f筑後西部第2地区迫跡柑 (IV)J 筑後11,文化財，,.,介報省，リ筍34巣筑後iii教f1灸u会 2001 
r筑後西部第2地区迫跡群 (Vl, 筑後rh文化財，関代消H'1,り第43集 筑後rh教汀委LI会 2002 
r筑後西部第2地I,(氾跡肝 (vllJ 筑後1IJ文化財，渭代音i;'f,IJ第50集筑後1!1教fl委は会 2003 
f筑後西部~2地k.辺跡群［＼叩J 筑後iii 文化財~j咤骨l:'i,'f;;fl51 集 筑後,1,教f1委J..l会 2003 
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常用日田行迫跡（第1次調査）

m調 査成果

l. 常用日 田行遺跡 （第1次調査）

(1)はじめに (Pig.2)

'ヽ'1追跡は筑後市大字祁川字I1111行706外に所任し、椋閻7-8m位の低位段斥 I:にある。県営担い F育

成枯盤整備事業に伴う筑後西部第2地区のT.! ドによ って、即蔵文化財が破壊を受ける祁分について発掘

調査を実施した。 今1111 は、新設の追路及び排水路の設間予定箇所に而工 •J{ によ って削 'I;: される部分を調

杏対象範阻として調査区を設閥した＾なお、調査‘り時は周辺で行われていた発掘調査を含めて「常川辿

跡群」として実施していたため )~辿跡は「Bl~ 」 と称し 、 迫構仮番号はS-00 I -S-199を使用した。

また調査lヌは現況道路を境に「北部」並ぴに 「rh部Jとした。

調牡而積は北部と南部で4、185nfであり、調代は平成8年8月からlriJ年12月までの間実施した。この間、

考占学(Iり手法による表 t除ム ({j限会社福，I;,~ 建設に委;m、迎構検出、掘削、実測、 'Lj'. 真撮影等の作業を

行った。調査は小林勇作が担‘りし、柴IU剛（現： {Jt万黒l『教委） 、ITI中剛、野ITI洋子の協力を得た。

調代の結果、竪穴住）所 ・湖 . l洸廣溢 • 上坑 ・ピット節多種における追構が確詔され、弥生 l灌村 ・」：師

堺• 石製品 ・鉄製品等の辿物を得ることができた。以下は調育．区内で確認された t要な追構や辿物につ

いて慨述する。

Fig.2 常用日田行遺跡第1次調査地点位屈図 (1/2,500) 

(2)検出遺構

竪穴住居

1 S1040 (Fig.3、Pla.3)

北部潤住区の曲端、 YIO地区に位ii11する。追樅は ISK080・090・127・158に切られ、南西端部は

削'f.されてし 、た。平而プランはほぼ円形状を足 し、径は6.15m前後を測ることからJ未而禎は約29.7m'が

予測される 。 検出面から住J~片底而までの深さは約0.10m程度と残存状況は悪く、 J禾而の状況もイ召安定で

あった。fl:届底面の巾央部からはttIPl形状の炉が検出され、長軸 1.05m、短軸0.60m、住届底面からの

深さは0.30mを測る。主柱穴はP1-7の計7穴が検出され、炉を中心にほぽ等間隔で周囲を巡る。規模

は径0. 30~0 .55m 、住居底面から柱穴底而までの残邸は0.47- 0 . 54m を測る 。 住/AIJ,.J及ぴ炉からは弥

生じ根（認、石器 (11鏃）等の迫物を認めている。

-5-
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常用日田行遺跡（第1次調査）
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Fig.3 竪穴住居 (1S1040・050)実測図 (1/ 40・1 /80) 
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1 S1050 (Fig.3、 Pla.3) 1STI 12 

北祁調代1メ．のljI央部、 Tl5地区に位fttする 'I確耐プランが栢Iり形状 ,・-・ 

を堪するfU.ifを検Illしたが、調佑前は灯II地であったため耕作時の粒乱

を杵しく受けていた。長軋IIは5.45m、短軸は4.85mを測ることから床

而梢は約20.8m'が 釘l!llされる ＂検出而から /Ur片底而までの深さは約

0 . 06m程度と残存状況は極めて悪く、 I~而の状況もイヅ安定であった。

住），叶底而の巾央部からは桁Iり形状の炉が検廿iされ、炉内の底部では炭

化物を含む l消りが確認されている＾炉の規校は長軸I.15m、短軋110.90

m、'l:J沿底面からの残店jは0.25111を測る 。 E柱穴はPl-13の計13穴

が炉を,,,心に周囲を巡るように検Illされたが各々の柱穴における切り

合いはない．柱穴の祝骰状況からは全てがr,,1一時削に設titlされたもの

とは考え難いので、幾度かの建て替えによる柱穴が含まれていると息

われる。柱穴の規校は径0.25-0.50m、住居底面から柱穴底而までの

残i¥';jは0.38-0.74mを測る。fl:居I人］からは l=.柱穴以外で浅し、ピッ トを

確認したが、掘方による痕跡又は別の性格を11・する追構であるかはイ；

IVJである。fl:)対内及ぴ炉からは,;:1i,-1=_ I灌村 (J'i.)、f,器（イ~,錐）等がIllI・. O 

した。

土塙墓

1 ST112 (Fig.4、Pla.4)

北部調肉I?(の南端部、 02地区に位ll'tする。規校は長軸 1.28m、短

i抽0.87m、残科0.46mを測り、 1濯lはN-37°46132" -Eを示す。

硲堀の平而プランはl偶丸長方形状で咽iniは斜方へ線やかに立ち 1-:がり、

如和面は ti' 程がオ'fT窪んだ状態で検出された。 頭位は伽形1~,iのややJ公

い北側が想定される。.l!lLIこ中からは副葬i'1111と息われる日磁 (!Ill) の完

形晶が出 1-.したが出」：状況についてはイ珊1である。

溝

1S0010・100 (Fig.5) 

1SD010は北部調森lメ．．の西側、 WIO地区付近に位附する。Iii西―北

束方向へほぽii'(線的に延びる洲で、長さは約31.5m分を確認したが、

洲の両端部は地形の影親（調介前は畑地であったため周冊よりも 1段似i

かった）により分断された状態で検廿＼された。洲幅は南西滞に従って

徐々に広がり l:fl大で 1 .05m を測る 。 溝の断面Jf~は逆台形状を呈し、黙

茶色粘'tlI: を基調とするJ:IJ!I・. が確認された。追構の先後関係（新一llll
はJSD010→ ISD020、 ISK003・J 20である 。一方の1SD100は

W26地Ii.付近に位岡する。,1,溝は ISDOIOから北束方向へ延長した位

i汽にあたり、 lSDOIOと1,,1位をぷしていることから同一溝である可能

性が考えられるのでここで報布することとした。長さ約14.5m分を検

II¥したが、残存状況は極めて悪い状態であ った。111I: 辿物はlSDOIO

で弥牛'.I濯甘 U'i・）、上師器 (IIJL・坪）、イW料()'.・)が認められたが

JSDIOOは皆無であった。

1 SD020 (Pig.5) 

北部閥釦和の西側、 Vl9地区付近に位Wlする。北西一m東方向へ忙(

線的に延ぴる洲であるが、前i述の ISDOI0と[1.i]じく現況が灯II地であっ

たことから長さ約28m分しか確認できてし＼ない。升泄は JSDOIOにl;/J

' 
常用日田行遺跡（第1次調査）

標高 ：7.30m 

21 

Fig.4 土爛墓 (1ST112) 

実測図 (1/40) 

1$0010① 

憬高： 7.9{)m 

~ 
●’● 9 ● I 
~’’ • ．．．，．． 

...... ● 

1SD010② 

頃高： 7.90m 
a , a' 

1SD020 
憬高： 8.QQm 

冒
I ，... , ●● . . ●，し● .... . 

.... ●●,9● .... ,., 

0 1m 

られ、溝幅は0.40-0.75m、残幅は約0.18mを測り、溝の断而形はu Fig.5 溝 (1SD010・020)
土層断面実測図 (1/40)
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常用日田行遠跡（第1次調査）

字状を堪する。烈荼色粘flI.: を基調とする.l!V.I: で辿物は弥佑げH(糀 .)j-)、石tl:i(I砥石 .)',・)がin・l:したc

1SD030 

北部調介区の西側、 Zl4地区付近に位骰する 束西方1,りの滴で長さ約16.5m分を確認し、雌 L:は淡、~1:し

荼色 Kの消ーmであった。追構の先後1i1係（新→lrJ) はlSP J 18一ISD030→!SKOi i・070・110と

なる。追物は弥牛 l湘．器（甕．）ヤ）、イ――澤（石斧）が出 Lした。

1SD119 

南部誰l代区の北側、 AA2地区付近に位開する。南西ー北束方向の溝で、 i,¥'jの北束部はほぽ直線的に延

ぴるが南西部は幅広く乱れた状態で検ILIされた。長さは約 18m分を検出し、残闘は0.16----0.J Smを測

る。底洲は11.!間が著しく断面形は緩やかなU字状を堪する 。 追物は弥生 I一．器（糀• 片）、石:l*(片）がIll
」．．．した。

1SD121 

南部調行区の北側、 .AAl地区付近に位四する。南西―北東方向の溝でやや蛇行しながら延ぴている。

長さ約 l 8m分を検出し、幅0.45~0.70m、残翡0.18~0.21 mを測る。底部はほぼフラッ トで断而形は

緩やかなU字状を足する。迫物は弥1-J:.t. 器()~)、 ~J ·.師器 (n) が認められている。

1SD123 

南部調往区の北側▲A9H地区付近に位附する。南西ー北束方I句を示し、長さ約9.2m分を検ti¥した。

幅0.50~0.70m、残闘0.05~0. 1 2m を測り、残仔状況は極めて悪い状態であったc 追物は弥生 l湘．器

（片）、上師器（片）が出 tした。

1SD174 

南部調査区の酎側AH2地区付近に位骰する。南西ー北束方向の溝でほぽuT線的に延ぴる。長さは約

19.4m分を検IUしたが、残付状況が悪く部分的に途切れた状態であった。LIU:迎物は皆無であった。

土坑

1 SK001 (Pig.6、 Pla.4)

北部調行区の北西部、 219地区に位附する。平而プランは梢JLJ形状で底面はやや凹凸を認め、咽而は

ほぼ罪匝に立ち tがる。規模は長軸J.79m、短軸1.50m、残邸0.75mを測り 、主軸はN-69°37'

25" -wをホす。焦荼色上を晶調とする!IUI: で、辿構の構造からは貯蔵穴或いは廃棗上坑として使川さ

れた可能性が考えられ、弥'tj滉:{ (甕 .I俎 • 片）、石僻（片）等の辿物が多数II¥上している。

1 SK002 (Pla.5) 

北部調杏区の北西邪、 YI7地区に位間する。平而プランは縦長のI偶丸長方形状を甚する 。上軸はN-

38°05'20" -Eを示し、長軸3.82m、短軸0.95-I .42mを測る。上坑内の底部は南部方向に従って

徐々に落ち込み、残益は0.40-0.90rnを測る。且I!1-. は煤茶色 J-.を韮調とし、南部方向へ流れ込むように

堆禎していた。追構の梱造からは1rr蔵穴として使川された可能性が考えられ、弥牛:}・. 器（盗 ． 甕 • 片）、

イ澤()',・)等の迫物が多く II¥I孔．していることから廃絶後は廃菜J.:坑であった可能性も考えられる。

1 SK003 {Fig.6、Pla.5)

北部調行区の北r）り祁、 Wl5地区に位附する。平面プランは隅丸艮方形状を限し、迫構の先後関係（占

→新）は1SK056一1SK003→lSDOIOとなる。規校は比JillJl.95m、短軸1.30m、残邸 1.05mを測り、

主．軸はN-44• 25'58" -Wを示す。南束の底部にはテラスを打し、底而はほぼフラットな状態である。

屯而は斜方へ緩やかに立ち上がる c 埋 l:は黒茶色 J・.をJi!';調とし、迫構の構造からは貯蔵穴或いは廃菜 I:

坑であった可能性も考えられ、弥生土器（益・迎 .+・. 錘 ・支脚• 片）、イ~i器（すり ,(-j . g・)等の辿物が出

tしてし Iる。

1 SK005 (Fig.6) 

北部調杏区の中央部、 Pl9地区に位li'lし、平而プランは隅丸長方形状を堪する。規校は長軸2.48m、

短軸 1.13mを測り、 ヒ軸はN-18°IO'41"-Eを示す。南西の底部にはテラスを有し、残高は南部

で0.31m、北部で0.60mを測る。底而はほぼフラットで、 4町面iは斜方へ立ち卜．がる。哩土は県荼色上を

Jt. 調とし、弥生t岱（甕 ． 壺 • 片）、イ丑器（イi鏃 . ) ',・)等の辿物が出 L:した。

-8-



ー！

常用日田行遺跡（第1次調査）

.
a
-
b
 （口乙□~:>

1SK002 

a
-
b
 

1SK001 

e口 e
山 09L :'l'lf 

戸— ---. 
構高： 8.00m 

a' 

昌
e
 

，
 

b
-> /

/
~
、

b
e
,
 

憬高： 8.00m 
b' b

 

．． 

.......... .¥( 

.......... ●9●● ................ 
'....  亀●l..... ....... 

..  , ..  , ...  , ●● 

標高： 7.80m 
b' b

 

憬高 ：8.00m 

b b' 

雪,;:, 
•>•I I cl c.. o ,,. I● " ..... ● ....、●-~·...... .. 

b
 

1SK005 

b
 

l竺

e》

...、................. 1 •• ~ 鑢●量・皇9鼻●●

1SK022 

。
憬高： 7.60m 

｀ 

1SK011 

E5D// 憬高 :7.90m 
a・ a

 

2m 

標高 ：7.90m 
b' .. .. 

i●●● .. ● , . ・・・"負9 ●賣......, ..... , 
"●●●鑢r•●● ~••9 ... ,. .• , ●，....... 
贔｀●●轟..● H ● ,., ~ ● ●'"' 

'...  ,,  ● 

b
 

土坑 (1SK001-003・005・011・013・015・022)実測図 (1/60)

-9-

Fig.6 



常用日田行遺跡（第1次調査）

1 SK011 (Fig.6) 

北部調付区の北西部、 Yl4地区に位ii'.t し、 ,,~面プランは削丸長）'j形状を堪する" I S0030に切られ、北

西の底部にはテラスを1iする 更に深くなった作i東部は行1-:til鉢状を用し、咽而は緩やかに立ち卜.がる 。

規校は長軸1.90m、短軸0.76m、残祐jは北部で0.22m、南祁で0.45mを測り、 l滑llはN-39゚ 48'20"

-wをぷす。黒荼色 I:を比淵とする雌 I・.で弥牛 I僻（甕• 片）、 {1附（イi鏃.)','}等の迫物が出 I北． した。

1 SK013 (Pig.6) 

北部調査区の北西部、 Yl4地区に位記iする 。'I渾ITプランは梢円形状、底部は拙鉢状を 同し、培而は紡

やかに立ち 1-:がる。規校は長軸1.61m、短軸0.82m、残翡は般大で0.45mを測り、 ド軸はN-35°23'

4111 -Eをぷす。県荼色 Lを枯調とし、レンズ状に堆梢してしヽた。＇如l:_l盟 （甕棺 • 片）が/l¥I: したc

1 SK015 (Fig.6、 Pla.6)

北部調介傘区の北西部、 Yl4地IX:に位ii"lし、‘ド而プランは隅丸長方形状を堪する。北西の底部はテラス

を打し、南束部は更に深くなる。底面はフラットで堕而は斜方へ毅やかに立ち上がる。規校は長軸 1.71

m、短軸0.92m、残高は0.54mを測り、主軸はN-54゚ 14'46"-wを示す。 辿物は弥牛 l濯｝（悩 •

疑 ・ 支脚 • 片）、イ滑~(fl鏃・紡錘111 . 片）が多数出上した

1 SK022 (Fig.6) 

北部調査15-(の巾央部、 Ml7地区に位附する平而プランは隅丸方形状を足し、底邪の西はテラスを有

する 。 南東部は更に深くなり竪而は斜方へ吃ち tがる 。 規模はI~蘭1.36m、残裔はテラスで0.50m、中程

で0.71mを測り、主軸はN-46.41'05" - Wを示す。追物はf侑かにT澤 （）ヤ）が認められた。

1 SK023 (Fig. 7、Pla.6)

北部調癒lえの巾央部、 JL6地区に位附する。'V面プランは桁円形状を 閑し、底部中央はその周囲より

も一段深くなっている。底而はほぼフラットで咽面はほぽ垂11'(に立ち I:がる。規換は長軸2.10m、短軸

1.72m、残閻は0.99mを測り、 ーヒ軸はN-22°45'04"-Eを示す。追描の構造から貯蔵穴或いは廃

巣上坑として使用された可能性が考えられ、辿物は弥生 I灌甘（糊 ・壺 ・ 」：錘 ・ 支脚 • 片）、石甜（イi包
丁 • 片）が多数II¥上している。

1 SK025 (Fig. 7、Pla.7)

北部調脊:~の北西部、 Wl9地区に位骰する。平而プランは隅丸方形状を皇し、底而はフラット、咽而

はほぽ垂直に立ち上がる。規模は長軸 J.48m、短軸1.23m、残邸はl.OOmを測り、 t軸はN-35°

05'45" -Eをポす。 埋上は黒茶色粘ti上を枯調とし、最下崩からは炭化物が少 ~:t認められている 。 貯

蔵穴として使Jllされた可能性が考えられ、迫物は弥生」：器（幾 .)',)、 ti器（片）が僅かにII¥J-_してしヽ る。

1 SK027 (Fig. 7、Pla.7)

北部潤杏lメ．の巾央部、 Nl3地区に位訳する。'I勺而プランは縦lもの桁lり形状を堪し、底面はほぽフラッ

トな状態である 。煎面は袋状をはすることから貯蔵穴として使川された可能性が埓えられる。規校は長

哨Ill.96m、短軸 I.I Om、残裔は 1.35mを測り、 t軸はN-26°0l'47" -Eを示す。迫物は,;fJi't-J: 器

（猥 ・ 壺• 片｝、石閤()',)が出上した

1 SK028 <Fig. 7、Pla.8}

北部調杏区の中央部、 Mil地区に位附する。平而ブランは隅丸長方形状を望し、南西の底部にはテラ

スを有する。北部は更に一段深くなり、底面はほぽフラットな状態である。テラス部側の壁面はほぽ垂

直に立ち Kがるのに対し、 一段深いエリアの壁面は袋状に袂れていることから隣接する 1SK027とlriJ様

に貯蔵穴である可能性が考えられ、テラスは貯蔵する際のステップとして造られていた事が窺える。規

校は長軸2.01m、短軸 1.37m、残邸はテラスで0.50m 、 中程で0.70m を測り、セ~II はN-34°09'

35" -Eを示す。.uu上は県茶色粘質上を基調とし、第 10/0にあたるI陪黒茶色粘上からは炭化物及ぴ多く

のヒ器片がII¥l::. してしヽ る。辿物は弥牛'.I灌．器（甕 .I: 錘 ．）ヤ）、石淵（石鏃 • 石包丁 ・紡錘車 • 石斧 • 片）

が多数認められた。

1 SK029 <Pig. 7、 Pla.8)

北部調ffl?Iの南部、 M8地区に位ii11する シ、IL面プランは隅丸艮方形状を用し、底而は中央がやや窪んで

-10-
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常用日田行道跡 （第1次調査）

しヽるがほぱフラットな状態てある"4柊而はほぼ稲直に1'f.ち I:がる へ規校は長軸2.32m、短軸 l.41m、残

絲は0.62mを測り 、 暉11 は N-59• 49'35" - Wを小す JlH上は黒荼色 lを枯調とし、辿物は弥'LI・ 

憐f(糊．壺. r',Jj杯 ・ 支脚 • 片） 、 イ I~{ (石包丁）が111I: した

1 SK035 (ドig.7)

北部訊げt区の北部、 Tl9地区に位阻［する。 平面プランは縦長のti1I I I形状を堪し、底部は南西から北束

方Iiりにかけて徐々に深くなってしヽる 。規校は長軸 J.89m、短軸0.83m、残佑iはl立大で0.40mを測り、

蹟 hはN-36°52'12" -Eをぷす。埋 I疇．は黒茶色粘質 kをJ駐調とし、追物は弥'I:I淋片().,.)が｛惰かに

認められた。

1 SK036 (Fig. 7) 

北部調r1:区の南邪、し4地区に位iittする ‘ド而プランはイ＜幣桁lり形状を＇且し、底 {t訓 l程は窪んでし lる。

規校は長軸2.60m、紅lqf1I. 15m、残婦は最大で0.39mを測り、 l訃idiはN-59°37'15''-Wを小す。

罪 Lは黒荼色粘質 L を),~調とし、辿物は僅かに弥生」船（別）が認められた

1 SK038 (Fig. 7、Pla.9)

北部瀾~,かのIY'j部、 L6地区に位ii'lする。 平而プランはl偶丸艮方形状を 111し、北束部にはテラスを打す

る。南西洲は史に一段下がるが底而はほぱフラットな状態であった・- 規佼は長軸2.00rn、短軸 1.17m、

残砧jは0.2l -0.26mを測り、 E軸はN-31°22'29"-F: をホすし凩荼色上を址瀾とするより!l: が流れ

込むように堆禎しており、弥'1::.I: 器（迎 ・ 壺．迎棺• 片）の辿物が多く認められた。

1 SK039 (l:."ig. 71 

北部調杏区の南部、 LS地I><:Iこ位附し、 1SP049を切るように検 /I\ した。 ~,[r伺プランは拙丸長方形状を

堪し、底而の西部にはテラス状の段沿を認めるが底而はほぼフラットな状態を',}.する＾規模は艮軸2.18

m、短傭 I.2J m、残閻は0.63mを測り、 朽lql1はN-53°23'35"-Eをボす。埋 Lは茶色上及び黒荼

色 kを基調とし、追物は弥'I=.I: 湘（望~ . )ヤ）、仏盟（紡錘巾・ ・ イi枠）がIll I・. した。

1 SK041 <Fig. 7) 

北部潤介区の南滞、 03地区に位沢する。平lfliプランは隅丸lり方形状を ',lし、底面はやや111111りが認めら

れる。規校は長軸2.02m、短軌 I.I Om、残贔は0.41mを測り、 I~ 軸はN-62°39'-Wを,1可＼す。雌 L

は県荼色 I:をJ紅瀾とし、追物は弥't.I'. 閉~(迎 · ：ヽ位）、イ澤（サヌカイト J',・・ ~.IJ, ntH i片）がIlll: したピ

1 SK042 (Fig.8) 

北部調牡l区の南部、 015地lメ．．に位憫し、平而プランは縦貶の朴1r1形状を堪する。底而の面西部ではテ

ラスを認め、北束方向に向かって落ち込んでしヽる。規校は長軸2.13m、短軸0.92rn、残料は南西部で

0.48m、北束部で0.72mを測り 、 じ軸はN-26°0I'47" -Eを示す" tに黒茶色上を駐瀾とする雌

上は北束部の深し 、方向に拍1かって流れ込んでおり、迫物は弥't上閉:{ (甕 .Ji. 脚 .J 「)、イ i~(砥イ' . サヌ

カイト）',・ .;、l{ll?i!イj)'j') が認められた。

1 SK045 (Fig.8) 

北部調代Iiの中央部、 R19地区に {i",:ii'l し、,,~面プランは縦長のm円形状を汎する。底,mの北東部及び

中央部からは別辿構と息われるピットが認められたが、辿構掘下げII寺では『IJ¥JIJできておらず、また大りIJ

できるような即 Iこではなかったのでr,;J迫構として掲載した。規校は長哨h2.3Jm、短軸0.98m、残揺は浅

い部分で0.36m、深い部分で0.60mを測り、 I:: 1!ghはN-33°41'24''-Eをぷす。埋 L:は黒荼色粘灯

」：をJili調とし、追物は弥'tt湘（糊 .J',・)、石器（サヌカイト片）がIf¥,~. した。

1 SK046 (Fig.8) 

北部瀾if.l::Zの南祁、 N5地区に位附する '1渾iプランは桁1.1.1形状を '11.し、底而はフラットな状態である。

規校は輻 I.16~ 1.26m、残料は0.85m を測る 。 第8}\vi から 1-. 位では限荼色枯灯 Lを枯澗とする判上がレ

ンズ状に堆柏し、これより下位では黄白色 I・.の雌 ,-.が折り mなるように堆梢していた。追物は弥生日料

（壷）、｛澤（イi包丁 ・fl'Iイcj. サヌカイト）rJ がIII I: した。

1 SK048 (Fig.8、Pla.9)

北部瀾杏 Iiの北西部、 AA l 2地 1~に位Wtする。 'I嘩iプランは桁JY形状を'Jし、底而はほぼフラッ トな
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常用日田行遺跡（第1次調査）

状態であった。咆J(rjは斜位方向に 立ち卜がる ，規校はr.a111.93m、短軸 1.33m、残料は0.43mを測り、

t軸はN-27゚ 15'19" -Eをぶすa J:EP. 1-: はよしt荼色粘灯 I:を枯瀾とする2/f.1りが認められ、辿物は弥'I:J::. 
湘（抱．）ヤ）、イi憐i(イi鏃・サヌカイト片）が11',Lした

1 SK055 (Fig.8) 

北部調ft区の巾央部、 Ql9地区に位置し、'I勺niプランは隅丸長方形状を湛する ，底而はほぽフラット

な状態であるが、中央部では0.32m翡iの小ヒットが詔められた。規校は長軸 1.55m、短軸0.83m、残

点iは0.31mを測る ',jヽ ピッ トの残閻は0.48mを測り、 J~ 軸はN-34°01'JO" -Eを示す。埋 Kは県

荼色：帖質 1-.をJよ調とし、追物は弥生 J僻 （片）が多く出 l.した。

1 SK060 (Fig.8、Pia.I 0} 

北部調ff.区の北西部、 Yl3地区に位il'lし、 'I勺而プランは長方形状を情する。迫構l村の北東部及び北西

部には階段状のテラスを認め、南西部は史に深くな っている テラス ・底l面はほぼフラットな状態を小

してLヽる 規校は長軸3.02m、短傭 1.66m、底面の残科は0.62mを測り、第1テラスの残泊jは0.11m、

第2テラスの残閻は0.44mを測る 。 杓1411はN-48°28'05"-Eをぷす 雌上は黒荼色粘質 I:を基調と

し、辿物は弥牛 t湘（班・壺• 片）、石描 （石包1・ ・ イi鏃 ・ サヌカイト片 • 黒11,闇イiJ',・)が多く ll't」：した。

1 SK065 (Fig.SJ 

北部調代区の中央部、 Ql7地区に位間し、 iJ勺而プランは縦長の桁1.c1形状を'"Jするゞ底而の中央部には

束西2穴の小ヒットが並列して検111され、幅は0.37-0.54mを測る。規校は長軋Iii.90m、短軸0.91m、

底面の残翡は0.58mを測り、ヒットの残絲は0.82m程度を測る。屯軸はN-5・24'34"-Wを示す。

雌上は黒色 I:及び黒荼色粘烈 I・.を J,~調とし、第I-3Jfviでは炭化物が含まれていた。辿物は弥生 I沿．器

（糀 .J;・)、石器 （サヌカイト）「）がII¥t. した。

1 SK070 (Pig.8、Pia.I 0) 

北部調行区の北西部、 212地区に位i~1 し、辿構の北部は J SD030に切られる へ 平而プランは不整桁 11"1
形状を'r±し、底面はjll間が滸しし 1。規校は長軸3.04m、短軸 1.40m、残料は0.75m前後を測り、中軋11

はN-37°52'30''- Wを示す。黒茶色枯質 kを基調とする埋 I沢．で、第 1-3.8f11りでは炭化物が含まれ

ていたこと、また1N束部の壌面が袋状に挟れていることなどから貯蔵川施設として（史川された可能性が

考えられる 。 辿物は弥生 I冴サ（毀•閑棺片）、 (j湘（邪み石）が/l't上した

1 SK075 (Fig.8) 

北部調代区の中央部、 R17地区に位ii'iし、 JSKOJ9を切るように検ll'rしたe ,・I勺iriプランは隅丸方形状

を囁し、規校はtll/iil.03---1. IOm、残翡は0.31mを測る。思荼色粘ir:lJ: を枯調とする妍lI: で、辿物は弥

屯 I灌M(糊 ・泊i. I: 錘 • 片）が出 I:した。

1 SK080 (Fig.9、Pia.I I) 

北部調til>(の北西部、 XII地区に位附し、辿構の西部は ISJ040を切るように検ll'iした。平而プランは

拙丸長方形状を清し、底而の中央部に向かって浴ち込む 規校はL乏軸2.45m、短軋l1J.58m、残沿rn.98

mを測り、 ―t軸はN-48°48'51., -Wをふす。黒茶色‘枯府 I:を枯調とする刑上で、第I・3・6Jf7では

炭化物が含まれてしヽた。 追物は，；加ti湘~(梨 ・ q悠 • 投弾. I: 錘 .}',・)、石器（サヌカイト片 .),I、しII胤行）¥・) 

が出 Kした。

1 SK085 (Fig.9J 

北部調在lがの北西部、 Rl7地区に位附する。平而プランは隅丸且方形状を恨し、底面の1ti西部ではテ

ラスが認められた。規校は長軸 1.77m、短軸 0.80m、残iれi0.40mを測り、 i:.軋11はN-45°-Eを示す。

咽而は斜方向へ親やかに 立ち上がる。黒茶色粘質 I:を枯調とする埋 I・.で、追物は弥生 t湘（甕 .}~)、 イ i

器（サヌカイト）',・)がll'i上した。

1 SK090 (Fig.9、Pla.I l) 

北部調森lえの北西部、 XIO地区に位間し、迫構の西部はJSI040を切るように検II¥した。平而プランは

縦具の桁lり形状を星し、底面はほぼフラットな状態であった。規校は長軸2.00m、短軸 1.50m、残研

1.23mを測り、 t軸はN-23°51'37"- Wをぶす。咽而は帷直に立ち上がり、埋 I・.は県茶色粘質 1-.
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Fig.9 土坑 (1SK080・085・090・101・102・105・106)実測図 (1/60)
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常用日田行遺跡（第1次調査）

を枯澗とする。追物は弥生 I:淵（迎• 片）、イi湘（イi徹・サヌカイト）',・.黒H1Rィl片lがII¥L~ した。

1SK101 (Fig.91 

北部調査区の北部、 Xl2地区に位iiりする Q , ,z面プランはイ,111~朴111=1形状を堪し、底而の西部にはテラス

を認め、束部は史に洛ち込むと規校は長軸l.55m、短軸 I.IOm、残砂0.4I -0.45mを測り、 t:: 軸はN

-66゚ 15' JS''-Wを示す。 迎物は弥'I~. I盟 （礎 .\J屈 • 投弾 • 片）、｛澤 ({j剣・イi斧.~J、し II祉イ j)ヤ）が

出上した。

1SK102 (Pig.9) 

北部調森lメ．．の北祁、 U22地lメ．に位iil/し、平而プランは隅丸長）'.i形状を堪する。底而はほぼフラットで

あるが南束部には径0.53m、深さ0.20m柑疫の小ピットが検出された 規校は1と軸2.39m、短軸0.85

m、残邸0.66mを測り、 J: 軸はN-36°09'29"- Wを小す。咽而はほぽ派直に立ち卜がる。追物は

弥't:.I灌~(乳E . J',・J、イ澤（紡錘,11・サヌカイト片）がIII I疇．した。

1SK105 (F'ig.9、Pla.12)

北部 ~Iげ1介区の北西i倣 214地区に位 ii'I し、 1勺面プランは隅丸長方形状を見する ． 咽而は袋状をはし、
底linは中央部に向かって徐々に深くなってしヽる。規校は長軸J.77m、短帷11.21m、残翡 1.00mを測り、

l: 軸はN-51゚ 20'25"-wをぷす地 I・.は黒茶色粘質Lを枯調とする"j出物は弥牛 I:附（紐 ・猥 .)',)、

ィi附（石鏃 • 砥イi)がIllI: した。

1 SK 1 06 (Fig. 9) 

北部調 ff.I-?<~の北邪、 Vl7地I人．．に位附する"'I':而プランは隅丸長方形状を惜し、底而はほぼフラットな

状態を示しており、隈面は統やかに立ち tがる。規校は長軸2.07m、短軸 1.21m、残邸0.65rnを測り、

J.j4!1はN-4J゚ 11・09"-wを示す。埋上はほぼ黒茶色粘質 I:を枯調とし、第3/¥Y/上位堆柏/l"iと第4彬

下位堆梢）付では大分される 。第 I・ 4・6Jriでは炭化物が含まれていた"迫物は弥'tI灌}{ (盗 • 純• 高

杯•片）、石淵（サヌカイト）ヤ）が多く 11\ I・. した。

1SK107 (Fig. I 0) 

北部調査区の北涸 V27地区に位Wl.し、平而プランは桁円形状を ＇社する<A柊而は斜方向へ立ち上がり、

底曲はほぱフラットな状態をぷす、． 規校は長軸J.50m、短軸0.62m、残闘0.35mを測り、」こ軸はN-

19°26'24" -Eを示す。jりtI.: は県茶色粘fI上を駐調とし、第2Mでは炭化物が含まれていた。追物は

弥生上器（片）が1り1かに認められた。

1SK108 (Fig. I 0) 

北部調ff.Ii. の北部、 V28地区に位間し、平面プランはffWJ形状を'itする。咽而はほぼ脈直に立ち卜が

り、底而はフラットな状態をホす。規校は長軸 1.33m、短軸0.71m、残闊O.J2mを測り、 E軸はN -

78°4-l'24" -Wをぷす。埋上は黒爺色粘質 Li訊調とし、辿物は弥'tJ灌~(猥 • 上錘.H・)が認め

られた。

1SK109 (Fig.10、Pla.12)

北邪調査区の北部、 V28地区に位骰する 。平而プランは隅丸艮方形状を＇孔し、堅而は飛 iれにり：ち I:が

る。底面はほぼフラットな状態をポす。規校は長軸 1.64m、短帷11.12 rn、残硲 1.42mを測り、主軸は

N-62°42'02''-Wをボす。 束側底而に近いレベルでは木）ヤが出 1→．し、第 1~3Wiでは少凩の炭化物

が含まれていた。更に第4/r'iでは樹皮と枝を重ね合わせた炭化物Irりが確認されている。追物は弥生 l滑科

澤 ・ t錘 • 片）、石器（石鏃）が各/Mから散在的に認められた。

1 SK 110 (Fig. I 0、Pla.13)

北部調行区の北部、 Y15地区に位四し、 ISD030に切られる。平而プランはl偶丸長方形状を堪し、底

I前の中央部に小ピットを検出した。底面はピットに向かって徐々に深くなっており、規校は長軸1.J 6m、

短軸 1.22m以 lて、残輝0.67mを測り、 N-56°55'46"-Wを示す。 追物は弥生」瑚~(毀 . )',·)が多

く出 1-:した。

1 SK 115 /Fig. I 0、Pla.13)

北部調査区の北部、 XJ4地区に位憫し、平而プランはイ湘各*11I「J形状を閲する 陪而は緩やかに立ちト
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常用日田行遺跡 （第1次調査）

がり、底面の南西部にはテラスを認めた。規校は長刺11.66m、短軸 I.OOm 、残i~·;i0.69m を if!IJ り、 杓lq!J

はN-27"04' 19" -Eを示す， 辿物は弥11~.士化甘（甕• 片）が（惰かに認められた C

1 SK 116 <Pig. I 0) 

北部調杜区の"I央部、V28地lぶこ位;r1し、']哺ifプランは隅丸長方形状を堪する。底1/ITの束部にはテラ

スを認め、中央部には3穴の小ヒットが確認された，規校は長軸1.67 m 、短軸 1 .35m、残砂0.39~

0.81 mを測り、）：軸はN-46°35'28"- Wを示す-!Ill 1-. は黒茶色 I:を括調とし、迫物は弥'tt附

（益 ・悶 • 上蹄 .J「）が出 I・した。

1 SK 11 7 (Fig. IO) 

北部調行区の"I央部、 M20地区に位ii侶する ,,r: 而プランは桁円形状を',tし、僅而は唯直に立ち卜がる。

底而はほぼフラットな状態をぷし、規校は長軸1.45m、短軸1.06m、残邸0.80mを測り、上軸はN-

39°48'20" -Wを示す。 追物は弥牛七器（糊 • 壺 ．），1．）、青磁 (Jヤ）が出 I・.した。

1 SK 118 {Fig. I 0) 

北部調性,~の中央部、し21地区に位訳する。'I哺iプランは桁円形状を',-lし、南西部にはテラスを認め

る。底而はほぼフラットな状態を示し、規校は長軸 1.38m、短軸0.87m、残高0.1o-0.40mを測り、

主軸はN-28°29'44"-Eを示す。 辿物は弥生日歴（甕 • 片）が僅かに認められた。

1 SK 135 (Fig. I 0、Pla.14)

北部瀾杏．区の巾央部、 Vl3地区に位祁し、平而プランは不整円形状を望する。辿構内はlr.111!転で段差

を生じ、最深の底而は緩やかに窪む。規校は径1.50-l.56m、残隊0.62mを測り、 ]Jl上は黒茶色 I::.を

基調とする。 辿物は弥生上湘（片）、石鼎（サヌカイト片 • 烈ll!'r!石片）が認められた。

1 SK 140 (Fig. I 0、Pla.14)

北部調杏区の中央部 Vl4地区に位附し、平面プランは不整杓iドl形状を星する。底面は北西部と南東

部に区分されるように級やかに窪んでおり、規校は長軸2.13m、短軸0.92m、残糾rn.39mを測る。上

軸はN-46°07'24"- Wを示し、坤 I::.は黒荼色粘釘 I:をJk調とする。追物は弥生士器（甕 .J'i')が僅

かに出上した。

1 SK 145 (Fig. I l、Pla.15)

北部調Th:Ix. の中央部、 Vl5地区に位散し、,,£面プランは隅凡長方形状を 1lする 。 底而では径0.40~

0.53mの窪み状のピットを検出した。規校は長1!ijlJI.37m、短叫11.oom、残閻0.52mを測り、 主軸はN

-59°02' 1 O" -Wを示す。雌上は黒茶色上を基調とし、第 I・ 2府では炭化物が認められた，迫物は

弥生 I:'1:{(別 ．）＇，．．）が僅かに出上した。

1 SK 150 (Fig. l l) 

北部調杏区の中央部、 Vl5地区に位附し、辿構上部は損乱を受けている。平而プランは隅丸長方形状

を堪し、底面はほぼフラットな状態である。規校は長軸1.36m、短抽0.75m、残翡0.74mを測り、 主

軸はN-22°02'LO" -Eを示す。追物は弥'I:.I: 器（片）が僅かに出卜した。
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Fig.11 土坑 (1SK 145・150・158)実測図 (1/60)

-18-



常用日田行遺跡（第1次調査）

1 SK 1 58 (Fig. I I) 

北部瀾代区の中央部、 YII地区に位間し、 1Sf040を切るように検U¥した。平而プランはイ冴笠if'flJJ形状

を'"j]_し、辿構内にはテラスや小ピット状の痕跡を認める。規松は1むjqlJ1.56m、短軸0.87m、残翡0.46

mを測り、 t: 軸はN-47°57'03" -Wをポす。埋 L:は黒茶色粘府1I: を:1-1t調とし、追物は弥牛．上湘

濃 • 投弾 ． ）ヤ）、石淵（サヌカイト） ，1．．思II囮イi片）が（侑かに出 I : した，，

(3)出土遺物

竪穴住居

1 S1040 (Fig.12、Pla.16)

石器

敲石 (Il 女111府製のFl礫を利JTJしたもので表災而の中央部及ぴ周縁の一部に敲打痕が認められる。

mさは840.0gをfitる。

石鏃 (2) 石材はサヌカイト製で片脚端部を欠肌しているもののほぼ足形品である。1川枯式の扶りの

あるイi鏃であるが両脚部は大きく開き長さも異なって lヽる。市さは0.9gをlitる。

柱穴

1SP161 (Fig.12、Pla.16)

石器

ィi鏃 (3) {i材は黒11/i(石製で屯さは0.5gを以る 完形品のIリ11.li式で1E三角形状を＼けする。
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Fig.12 竪穴住居 (1S1040、1SP161・162・167、1S1050、1SP151)

出土遺物実測図 (1/2・1/3・1/4)
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常用日田行遺跡（第1次調査）

1SP162 (Fig.12、Pla.16)

弥生土器

壺 (4) 底祁の糾llr'で底径は7.6cmを測る。1村而及ぴ底部はナデ、外而は刷毛11後ナデの調整を施す，

1SP167 (Fig.12、Pla.16)

石器

石10.r <5) J弁製で布材は貞府製かと．思われる 大祁分が火狽した紅IJ片で背部側にfrl,jrfliから穿孔され

た糸It部から割れている C }-)部は両l面からliJf磨されたI.Li}]クイプで、紐滞の内孔径は0.7cmを復原し、 t
さは24.lgを憎る。

1 S1050 (Fig.12、Pia.l6) 

石器

ィi錐 (6) 打製の‘必形111111でti材はサヌカイ ト製である 頭部の表面には浪I]片索材II寺のネガティヴ而、

災而にはポジティヴ而を大きく残し、長めの錐部を湛する。重さは 1.7gをIJる。

石鏃 (7・8) 7・8は横長の．．等辺二角形状を開した柳薬系イi鏃である。 ともにイi材はサヌカイト製で

片脚部はク＜狽し、周縁には細かtヽ 一次fillT: を施して刃部を作り IJ¥してしヽ る。屯さは7が0.6g、8が0.7g

をLJ:る。

柱穴

1SP151 (Fig.12、 Pla.16)

弥生土器

甕 (9) 11緑部から｛本部にかけての破）tで「l径は35.0cmを復/J1{する c

n緑端部及びその下位には貼付突帯を施し、調整は外而が粗い/ijjlJ毛II、

11緑部内外而はヨコナデ、内而はナデである。

土囁墓

1 ST112 (Fig. I 3、Pla.17)

白磁

IIIl (I 0) 完形の輸花白磁llllで、「l径 12.0cm、,¥1i台径4.7⑳、湘傾3.4

cmを測る 素地はやや粗い乳(I色で、釉潤は不透lリJな乳緑色釉を1村而及

ぴ外而のf本部まで施釉する 。底部は紺胎で1111転ヘラケズリを施し、一部 。
IOcr, 

では裔台付近まで利lダレを認める。輪化の尖り部分は釉が閉耗しており、

兄込みには3ヶ所の11跡を認める。李軋IJJ面かし
Fig.13 土堀墓 (1ST112)

出土遺物実測図 (1/3)
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Fig.14 溝 (1SD010・020・030)出士遺物実測図 (1/3)
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常用日田行遺跡 （第1次調査）

溝

1SD010 Wig. 14、Pla.17)

土師器

小llll(l l) I I径8.6cm、底径6.4cm、盟船;l .6cmを復)fj[する 底部外面iは糸切りで底部内rmから体部外

而にかけてはヨコナデ、底部［）ヽJ(iii中央はナデの調幣を施す 胎 I:、統成は良好である。

1 SD020 (Fig. J 4、Pla.17>

石器

砥イi(J 2) イ淋は砂む製で表而及ぴ(ijl[IJ [(fjを1i1x而として使川してしヽる 枠状にTiJf)科された脹跡からは

金屈湘が使川された可能性も名えられる

1 S0030 (Fig. 14、Pla.17)

石器

ィi斧 (13) 太咽蛤刃(j斧で1店['illは欠肌している。イi材はIi少府製でメj緑11間は7.3cm、財さは4cm前後にな

るものと思われる if(さは445gをli.tる＾

土坑

1 SKOO 1 (Fig. 15、 Pla.17・18)

弥生土器

喪 (14-20) 14-18は何れも11綽端部に断i面 ：．角形状のI!,り付突帯を施し、 15・17ではn緑滞ド位

に一条のl!i'i付突惜を巡らせてしヽる ~ 14 は「l 径25.7cm、底径6.0cm、器佑126.3cmを復l以する イ本部と底部

の炭には,,ヽl孔径1.3cmを測る穿孔を一ヶ所で認め、穿flは内外面から焼成後に穿たれて lヽた。11綽部内

外而はヨコナデ、｛本部内外I前はナデで、（本部外雁には煤が付灼してしヽた。 15は「l径35.6cmを復）原し、 n
緑部内外而はヨコナデ、イ本部はナデの澗整である。 16は1・1径30.0cmを似厭し、 11緑部内外面はヨコナデ、

船邪外而は1孤IJ'fiil、内I前はナデの調幣である 17は口径26.0cmを復原し、「l緑部内外rfli及ぴ貼付突術rm

はヨコナデ、イ本部外Jfiiは1贔IJ毛JI、｛本部11、J而はナデの調整である。外面には僅かに煤が付沿していた。 18

は「l径25.0cmを復JJj!し、 n緑部下位には一条の沈線を施して lヽる。調整は11緑i邪内外f(Ljはヨコナテ、体

部内外rfriはナデである,, 19・20は底洲の細片で底部外而の中央部は僅かに I・.げ底状をりtする -19は底

径7.4cm、20は底径8.0cmを測る

咄f(2l-23) 21・22は11緑部の紅II片で「l縁部は大きく外反する Q 21はn径23.0cmを復原し、 11緑

部内外而はヨコナデで指頭11:痕を認める。22は「I径18.0cmを復脱し、 Irf iYISにはプ条の沈線が施される。

盟表は風化が許しいが「l緑端部内外而はヨコナデ、口緑部ド位の内外Jfliはミガキの潤招が施されている

ようである。23は底祁の破片で底径9.0cmを測る ，｛本部は底部から統やかに 1/.ち1-:がり、｛本部内而はナ

デ、体滞外面は縦）り向に序llいミガキ、底部外而はナデの調整を施す。

石器

敲イi(24) 如11岩製のl'l礫を利川したもので屯さは715.0gをr,tる）表面の巾央滞及び）関緑に敲打痕

が認められ、災而中央祁のやや I.:位部においては}ff痕が認められる。

1 SK002 (Fig. 16、Pla.18)

弥生土器

紐 (25) n径27.4cm、つまみ部径6.5cm、}怜r•~~13.2cmを測る 。 つまみ部上端而はやや邪み、）く井部か

ら11条球部にかけては「ハ」字・状に開く 調整はつまみ部ヒ端面はナテ、つまみ部外面及ぴ夭）1: 部内外而

は1以ナデ、 n緑部内外而はヨコナデである。

庇 (26----28} 26はn綽降の紅II片で11径26.2cmを1W駁し、 11縁部端部には断Jfii三角形状のllr'i付突布を

施す。27は口緑部の細J',・で II径23.6cmを復）~;[する 。 n緑部端部には断而逆台形状、 II縁部下位には断而

：：：角形状のの貼付突惜を施すc 外面iは1胤l毛fI、内而はlこ具ナデの調照である C 28はII径23.8cm、底径

7.4cm、湘邸27.1cmを測る。 口綽端部及びそのド位には断而三角形状の貼付突術を施し、底部は 1-.げ底

状を＇古する 。「l緑r111外而はヨコナデ、 11、JJttiは指押さえ後ナデ、（本部IAJJfri及び底部外而はナデ、｛本部外而

はT.具ナデの調幣である。
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常用日田行遺跡（第1次調査）
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常用日田行遺跡（第1次調査）

1 SK003 (Fig.16、 Pla.18・ J9) 

弥生土器

蓋 (29) 口径28.0cm、つまみ部径6.25cm、;m,•t:i7 .95cmを測る。つまみ部上端而はやや判み、）辺l魯r;
から「l縁部にかけては「ハ」字状に大きく ,mく。調整はつまみ部い端而はナデ、「1縁部内外而はヨコナ

デ、その他はT具ナデである。

糊 (30-35) 30はn径26.6cm、底径7.2cm、器糾28.0cmを測る。口緑部の断而形はやや亜れ下がっ

た鋤先状をほし、底部外面はやや窪んでいる。n縁部内外而はヨコナデ、 ft部外而は刷毛目、体部内面

はナデで、口縁部外面には煤が付滸している。31はII径24.4cmを測る。n綽端部は断而三角形状を堪し、

湘Jばはn縁部から体部にかけて）J~ 肛している。32は11径30.15cmを測り、口縁端部は断而三角形状を呈

する 。n縁祁下位には一条の沈線を施し、 r1縁部内外r面はヨコナデ、（本部外而は刷毛H、内面はナデの

調整を施す。外面には煤が付消してしヽる。33は11径21.1cm、底径7.1cm、？ふ心i22.9cmを測る。口縁端部

は断而三角形状を 限し、底部外面iはやや窪んでいる。仏l而の一部には煤が付計している。34はやや小型

の甕でn径16.6cm、底径6.5cm、器闘17.3cmを測る rI緑端部は外方へややつまみ111したような如意n
緑を望し、底部は平底である。胴部が張らないタイプであり、口緑部内外而はヨコナデ、イ本部内面はナ

デ、外而は刷毛[1を施す。35は底部の破片で底径7.5cmを測る。｛本部外而には刷毛11が施され、薄く煤

が付桁している。

土製品

器台 (36) 上端部径5.1cm、下端部径6.7cm、凶さ9.8cmを測る Iリ柱状の器台である。甘む表は苔しく風

化しているため調整は不明瞭であるが、俺かにナテが石収される。

上錘 (37) 下陥及び側部を欠似した破片で、原)~は方柱状を足していたものと思われる。中央部には

焼成前に穿たれた穿fLを認め、内孔径は7-9を測る。表面の調整はナデ後ミガキを施し、 一部で指頭

JT:痕を認める。

1 SK005 (Fig.17、 Pla.19)

弥生土器

壺 (38) 「I 径 1 3 . 9cm、 •（本部M大径22.4cmを測る 。 「I縁部はId部からほぼ胆直に立ち卜がって外反し、

) ri部には二条の沈線が施されている。風化が署しく調整は不iリI瞭であるがイ本部外面には細かなミガキ、

内而には粗いミガキを僅かに認める。また1」緑部外而の一部にn裕りの痕跡を認める。

石器

イi鏃 (39) 石材は砂岩製の磨製石鏃である。先端及ひ側綽を僅かに火損した二等辺三角形状を恨した

凹抽式で、現存長は4.5cmを復原し、屯さは2.4gを凪る。著しく風化している。

1SK011 (Fig.17、Pla.19)

石器

1i鏃 (40・41) 40はサヌカイト製で表而左側の）「脚を火担する。正三角形状を唱し、扶りは比較的

浅い。tさは l.j gをl.1.tる。41は焦曜石製で先端及び表而右側の）ヤ脚を欠似する正三角形状を団し、

両面には細かな二次整形}Jll工を施している。ff(さは l.1gを凪る。

1 SK015 (Fig. J 7、Pla.19・20)

弥生土器

蓋 (42) n径27.0cm、つまみ部径6.6cm、鼎悩9.3cmを測り、 n縁部内側には煤が付灼している。調

整はつまみ陥から天）1: 部はナデ、 n縁部はヨコナデである。

壺 (43・44) 43はほぼ完形品でn径 11.4cm、底径6.2L'1Tl、器高 16.2cmを測る。n縁部は如意状に大

きく外反し、底部はt=底を星し、やや肥似する。調整についてn縁部内外而はヨコナデ、（本部内而は指

頭IE痕がmかに残るナデ、｛本部外面は横方向の「廊なミガキ、底部l刈外而はナデである。44は111部の科[J

片で、外而には一条の沈線と屯，；瓜文が描かれてLヽる。

土製品

上錘 (45) 上下部が火似した細片で、 Iり柱状を堪するものと思われる。穿fLの内孔径は1.0cmを測り、
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常用日田行遺跡（第1次調査）

焼成前に穿たれたものである。器表而は ：U! ナデによって丁i釦こfl:I→．げられている。

石器

紡鐙p:(46) ィj材は片府製で外径5.0cm、鼎lリ:o.3cmを復J瓜し、『［さ3.6gを11る。表而はliJrJ弁されて

tヽ ると思われるが狽跡は確認できないe

小型fj柱状片刃行斧 (47) イi材はiiビ府製と思われ、坂{i-長は2.7cm、幅は 1.2cm、l',fさは0.65cm、屯

さは3.7gである。 ド部は欠担し、 fi)f,ttによる整形/JllCが施されてし Iる。

石鏃 (48) 石材は黒flt'IHT製で先端部は(11.かに欠拍する 。―．等辺三角形状を浪した{j鏃で、快りは比咬

的浅い。表災而には孔次）/flエ整形を細かく施しているが、災面にはポジティヴ而を残す。

1 SK017 (Fig. 17、Pla.20)

弥生土器

猥 (49} n縁部の条UIJ',・で、「l綽端祁及びその下位には断rf『=.角形状の貼付突閉を施す＾先端部のl!Ji付

突常にはヨコナデ後にやや深11の刻み11を施し、 二条の貼付突楷部はヨコナデ、 9本部外而は縦方ji1Jの刷

毛 fl 、内面はナデの調~である。

石器

石鏃 (50) 石材はサヌカイト製で両脚部が欠狽する c 表災而は二次）JII工が施され用さは0.5gをlil:る。

1 SK021 (Fig. I 7、Pla.20)

弥生土器

鉢 (51, nt忍20.7cm、底径6.5cm、器研13.2cmを復原する。11縁端部には断而三角形状の貼付突常を

施し、底部はやや窮んでいるがほぼ'll底を湛する。「l緑部内外面はヨコナデ、その他はナデである。

糊 (52・53) 52は口径23.4cm、底径7.4cm、憐},1'1i24.8cmを測る。 11縁端部は断而二角形状、（本部は

ラクピーボール状、底祁外而は平底を塩し、底淵iは強いナデにて絞り込んでいる。53はII径26.6cm、底

径7.0cm、湘贔29.5cmを測る。日緑端祁は断r蘭二角形状のl!i'i(,t突術を施され、内側に.nr: 突II¥する。1村

外而はナデの調幣で外［前下部には薄く煤が付杓する。

1 SK022 (Fig.17、Pla.20)

弥生土器

迎 (54} 底部の細片で底径6.8cmを測る。外I面は縦）11r,1の強いT具ナデでその他はナデの調招である。

咄~(55) 底部の破片で底径5.6cm、最大｛本部径J5.8cmを復原する 。｛本部外而は斜め方向のミガキ、 1本

部l刈而はエ具ナデ、底部,,、1外而はナデである。

1SK023 (Fig.18・19、Pla.20-23)

弥生土器

甕 (56-76) 56は大甕でn綽端部は緩やかに外反する。 口径54.0cmを復）原し、風化が名：しく調整は

4珊1である。57は口径28.0cmを復原し、口緑端部は如、意状に外反する。n緑部下位には断而三fり形状の

貼付突帯が施され、 n縁部内面から（本部外 I面にかけてi燎＜煤が付滸してしヽる 。 11綽部内而は横方I•りの刷

毛II、n縁部外面はヨコナデ、体部外而は縦方101の/,1ilJ毛「I、（本部内而はナデである。58-65は「l緑部の

破片でl―l舷端部には断而三角形状の貼付突幣を施す。更に59-61・63ではn縁部下位に断面三角形状

の貼付突帯を、 62・64は沈線を一条ずつ巡らせており、 64の口縁部内外面には煤が付n・（1する 58・59 

は11径31.0cm、60はn径28.0cm、61はn径27.4cm、62はn径27.Ocm、63はn径26.8cm、64はn径

24.0cm、 65は24.8cmを復原する 。 66 · 67は破片であるが、ほぼ令体を似l瓜 • 図ぷすることができた。

n縁端部及びその下位には断而三角形状の貼付突俯を一条施し、底部は平底を開する。66は1-:-1径27.Ocm、

底径7.0cm、湘邸32.0cmを復原し、 n縁部,,、J外而はヨコナデ、 ・1,11:部内外面はナデt『しくは「．具ナデであ

る。口縁部及び底邪には煤が付灼し、底部内而では炭化物が厄く付沿している。67は「I径23.4cm、底径

6.8cm、格札点126.8cmを測り、 口縁部1JヽJ外而はヨコナデ、 f本部内外而はナデ行しくはエ具ナテである。68

-75は底部の細片で、上底を堪するものは69・70・74である。68・69は底径7.8cm、70は底径7.5cm、

7 lは底径7.6cm、72は底径6.7cm、73は底径7.2cm、74は底径6.6cm、75は底径7.2cmを測る C 76は小

咽捉でn径 18.3cm、底径4.0cm、器翡8.6cmを測り、 n緑部下位には細い沈線が施されている。「l緑部は

-27-
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常用日田行遺跡（第1次調査）

緩やかに外J又し、底部は平底を堪する。 「I縁部内外而はヨコナデ、体部内外而はナデ、底部I人」外jfffはt
具ナデの調幣である。

戒 (77-79) 77は口縁部のI波）tでrI径26.0cmを復原する。II緑部l人）外而はヨコナデ、 （本部外面iはナ

デ、（本部IA)而は横方向のミガキである。78・79は底部の細片である。78は底径7.2cmを測り、底部の器

fie/は比較的I'丸ヽ 。潤整はH,部外l面は縦方1,,1、(,t,:部I入国は横方向のミガキで、底湘JJ..]Jiiiはナデ、外而は粗

いナデである0 79は底径7.4cm、最大（本部径31.3cmを復原し、体部1J..1r1fi及び底部外而はナデ、｛本部外面

はミカ‘キの調整である。

土製品

甜台 (80) I●●部が欠拍した破片でlり柱状を'iするものと思われる。下端祁径は6.0cmを測り、調整は

ナデで、 一部に指頭ff痕が残る。

頃 (81) 上端邪長4.1cm、 ド端部艮5.4cm、幅4.3⑳前後、佑iさ9.5cmを測る方柱状の 1-.製111111である。

焼成前に穿たれた穿孔が巾央部に施されており、内孔径は0.9cmを測る。著 しく風化しているが潤整は

ミガキによるものと息われる

石器

1遁 丁 (82} { i材は片府製で片側'I',分以上が火狽してtヽる。刃祁は両而から研磨された両刃タイプで、

紐部はやや刃部に近し1位附に仙i面から穿たれているし仏J孔径は0.5cm、重さは26.9gである。

1 SK024 (Fig.20、Pla.23)

弥生土器

提 (83・84) 83はII緑部の破片でl―l径31.0cmを復原する。n緑端部には断面三角形状の突術を貼付

け、 L端部はややi''I状を'-,±する。11緑部内外而はヨコナデ、 ｛本部外面はt具ナデ、 ｛本部l刈面はナデであ

る。84は「l緑部の破片で、「l径26.0cmを復原する。日緑端部及びその下位の外而には断而三角形状を限

する貼付突帯が施され、門縁端部内而はやや突出する。外而は縦方向の刷毛H、内而はナデの調整である。

1SK024 

I 

＼ I 

I I 

＇ ヽ
， 

0 '。叩

Fig.20 土坑 (1SK024・027)出土遠物実測図 (1/4) 
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常用日田行遺跡（第1次調査）

1 SK027 (Fig.20、Pla.23)

弥生土器

糊 (85・86) 85は「l緑部の糾l片である 。 「l緑端部及びその Iヽ•位の外而には断面三角形状のl!~ f寸突沿

が施され、史に端部の突術及ぴ2条のI村の I.:t邪突帯には刻みLI文が施されているが、下部突堺は無文で

ある。86は底淵Sの糾l片で底径8.6cmを測り、底部は上げ底状を 'i:とする。外而には刷毛IIが施される。

咄~(87) イ本部から底滞にかけての破片で底径9.9cmを測るe :,f,{J川内外rtITの調整はT.具によるナデが丁

i択に施されており、外而下位には煤が付沿している。

1 SK028 (Fig.2 I、Pla.23・24)

弥生土器

炭 (88~93) 88~9 lはほぽ完形111111で「I縁端部には断而二角形状の貼付突帯を施す。88はn径27.4

cm、底径7.9cm、器絲29.35cmを測る。口緑上端部はほぽ平用而を皇し、一部で煤が付許している。底部

は行 F上げ底状を＇辻し、潤整は n縁部内外而はヨコナデ、｛本部外而はt貝ナデ、体部内面はナデである。

89はn径24.6cm、底径7.2cm、鼎i;;:j2 9. 8cmを測り 、外面のn縁部から（本部にかけての広い範囲に煤が付

沿する 。 11 緑部はヨコナデ、体部から底部外而は刷毛 11 、内而はナデである ~ 90は n 径24.6cm、底径

6.2cm、湘高25.1cmを復J原し、体部外而には煤が付灼する。底部は‘ド底を閑し、口縁邪外面はヨコナデ、

体部から底部にかけての外而はT.具ナデ、内而は全てナデの調整である。91はn径26.0cm、底径7.3cm、

器i~:.~26. 5cmを測り、底部は上げ底を浪する。口縁部内外而はヨコナデ、（本部から底部にかけての外而は

刷毛目、内面はナデの調整である C 92は口緑部の破片で口径26.0cmを復原する。11縁端部は如忍状に外

反し、 n綽部の下位には断而三角形状の貼付突帯を施す。口緑部l村外而はヨコナデ、 9本部外而は1贔lj毛 l」、

内而はナデの調幣である。93は底部の細片で外底はn「窪んでいるがほぽ平底状を'Jし、底径7.1cmを測る。

~·~i (94) 底部の細），1-で外底は若干判んでいるがほぼ平底状をほする。底径8.2cmを測り、内外面はナ

デ、外底は木調整である。

土製品

紡錘車 (95) ほぽ完形品で外径は4.3cm、内孔径は0.4cmを測る。

石器

石鏃 (96) fl材はサヌカイ l、製で正三角形状を堪する 。 扶りは若—f浅く、先端邪及ぴ表面の石 !JIil片脚

部は欠狽する 。 及面には旅l片 If寺のネガティヴ面、災而にはポジティヴr面が残仔し、周縁には一~-次1111 T. を

施して刃部を作り出している。項さは0.8gを屈る。

ィi庖丁 (97) 磨製で石材は粘板料製かと思われる。表面右側の紐部から欠狽した破片で、紐部は両面

から穿孔されている。刃部は両面から研）粁された両刃タイプで、紐部の内孔径は0.5cmを似原し、用さ

は24.0gを恥る。

扁平）i刃石斧 (98) 暦製でイl材は泥岩製かと思われる。枯部を大きく欠相し、左側而は采IJ離しており、

断而形は長方形状を望する J 刃綽術は2.2cm、屯さは9_5gを凪る。

1 SK029 (Fig.22、Pla.24・25)

弥生土器

批 (99-I 09) 99---l 03は口緑部から体部にかけての破片で、 n縁端部及ぴその下位には一条の三角

貼付突術が施されるがIOIは端部のみである。99は口径28.9cmを復原し、口縁部l刈外而はヨコナデ、体

部外而はT.!↓ナデ、イ本部内而上位はナデ、イ本部内面下位はエ具ナデ後指押さえである。 JOOは口径

28.15cmを測り、内而は風化のため調幣不明である。口縁部外而はヨコナデ、｛本部外而は斜め方向の刷

毛目である。 IOlは「l径24.25cmを測り、内而は風化のため澗整不明である。n緑泄はヨコナデ、体部

外而は刷毛Hである。102はn径26.2cmを測り、外而の一部に煤が付倍する 。調整はn緑部ヨコナデ、

体部外而は縦方向の刷毛n、（本部内而はナデである。 103はn径22.4cmで序耗のため調整不明な部分が

多いが、 ｛本部外而に刷毛Fl、内面に指頭托痕及ぴナデ痕が行取される。104はほぽ完形品で口径21.7cm、

底径7.0cm、湘醤23.0cmを測り、口縁端部及ぴその下位の外而には断面三角形状の貼付突帯が施される。

底部中央には焼成前に内外面から穿たれた穿fLを認め、内孔径は0.6cmを測る 。口緑部pg外而はヨコナ
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Fig.21 土坑 (1SK028)出土遺物実測図 (1/2・1/4)
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Fig.22 土坑 (1SK029)出土遺物実測図① (1 /4) 
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常用日田行遺跡（第1次調査）
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Fig.23 土坑 (1SK029)出土遺物実測図② (1 /4) 

デ、イ本部外而は刷毛l」、体部内而はエ具ナデの調整である。105-l 07は底部の糾l片である。 105は底

径7.7cmを測り底部は平底を！出する。イ本部外面は刷毛11、1本部内而及び底部外面は L具ナデで、底部外

而下位には指頭圧痕が残る。106は底径 12.15cm、107は底径8.0cmを汎ljり、ともに外底はやや,-.げ底状

を里する。 108は小型の迎で口径7.5cm、底径5.3cm、湘絲10.7cmを測る。11綽部は直立気味にやや外反

し、外底はほぼ平底状をりけする。「l縁部内而はヨコナデ、口縁祁外r前はt具ナデ、体祁外面は刷毛「I後

に粗<T具ナデ、｛本部内而及び外底はナデの調整である。

壺 (109-I I I) J 09は底部の破片で底径7.4cm、（本部最大径30.5cmを測り、調整は1本部外面は刷毛

11後工具ナデ、 IA」而はエ具ナデ後指押さえ、底部外而は刷毛「Iである。110・IIIは底部の糾I片で‘ド底

を混する。IIOは底径9.1cm、II Jは8.05cmを測る。

鉢 (112) ほぼ完形1'11~で口径21.6cm、底径6.2cm、器邸 12.5cmを測る。n緑端部には断而二角形状の

貼付突帯を施され、底部は甕と111)様の絞り込んだ平底を展する。「l緑部内外r面はヨコナデ、｛本部から底

部にかけての外而は[具ナデ、内面は指押さえ後ナデの調整である。

土製品

湘台 (I13) 円筒形状を呈した糾l片で J:半部は欠狽する。底径は6.4cmを削ljり、調整はナデである。

石器

石庖丁 (IJ 4) 磨製で石材は粘板府製かと忠われ、表面左側端部及び右側半部はクく似する。刃部は両

而から研磨された両刃タイプで重さは37.1gを見る。紐部は両而から穿孔されており、紐部の内孔径は

0.6cmを測る。

1 SK034 (Fig.24、Pla.25)

土師器

小UIL(1 I 5) 完形晶で口径7.0cm、底径4.1cm、器高2.1cmを測る。外底は糸切りで、底部l村面はナデ、

その他はヨ コナデの調整である。

杯 (」16) 完形昂の小咆杯である。外底は糸切りで、口径8.7cm、底径6.0cm、器研3.8cmを測る。[J

緑部から底部にかけての内外而はヨ コナデである。

-34-



ゴ

常用日田行遺跡（第1次調査）

1SK034 1SK039 

‘
 

ヽ

1SK038 

ごニエニ）
ISK041 

128(1/4} 

ヽ

゜
1/2スケー／し

泣

゜
1/3スケール

1--」¥J130( 1/4) ~ 

IOCl!I 

゜
1/4スケー）レ

10Clll 

Fig.24 土坑 (1SK034・037-039・041・042)出土遺物実測図 (1/2・1/3・1/4)
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常用日田行遺跡 （第1次調査）

1 SK037 (Fig.24、Pla.25)

弥生土器

烈 (II 7) I I縁部の糾IJ',・ でII径28.0cmを復原する。 口緑部はクII意状を混し、そのド位には断雁三角形

状の貼付突術を2条施す l―l縁端淵S及び貼付突術には細かい刻みIIを施す。

1 SK038 (Fig.24、Pla.25・26)

弥生土器

甕 (l18) 底部の細片で底径7.7cmを測る。外底は平底で底部外而iは刷毛II、内面はナデである。

・,i茂 (119・120) ll9は小咽の4位で11径9.7cm、底径4.0cm、？甘科12.1cmを測る。n縁部は朝顔型に外

反し、 H部には2条の沈線と頃弧文を施す。 門縁部l人j外面はヨコナデ、体部,,、1外rmは横方向のミガキ、

底祁IAJ外而はナデの調整である。 120は大界Y.-J.格の底部糾l片で底径16.6cmを復｝原する。内而はナデ、底部

外而の日立は[具ナデ、下位はヨコナデである。

1 SK039 (Fig.24、Pla.26)

弥生土器

迎 (12I・122) 12 I は,~,縁部の細片で11径26.4cmを復原し、断而三角形状の刻IJ突術を口緑部及び

その下位に施す。 122は如意状口縁を皇し、内而は表而剥離のため調整イ~UfJ である 。 11 縁部外而はヨコ
ナデ、体部外而は)1鉗IJ毛目である。

石器

紡錘車 023) 石材はI「岩製で片側,,,,部を欠狽する。外径4.8cm、)1'/.さ0.9cm、内孔径0.3cm、外孔径

0.9cmを復原し、重さは18.0gを凪る。

敲石 (124) 行材は安111岩製である。長さは 12.8cm、重さは400gで 1-.下端部に敲H痕が残る。

1 SK041 (Fig.24、Pla.26)

迎 (J25-127) J25はn縁部の破片でn径25.6cmを似原する。断而三角形状の刻目突術をn縁部及

びその下位に施し、 n緑部内外而はヨコナデ、 1本部外而は刷毛I」、体部内而はナデの調整である。 126

はn緑部の細片でr:-1緑部及びその下位に断而三角形状のJ!,り付突・堺を施す。調整は磨耗のため不明である

が、外而には薄く煤が付沿してtヽる。 127は底部の破片で底径は8.65cmを測る。平底を望した底部には

IAJfL径 1.0cmを測る穿孔が焼成後に内外而から穿たれている。外i面は刷毛LI、内面はナデの調幣で、体

部外而には煤が付滸する。

t蔽 (I28・129) 128はn縁部の細片で「I径I5.2anを測る。11緑部は大きく外反し、府部と口縁部の

炭では浅い沈線が一条施されている。調整は磨耗のためイ澗明である。 129は底部の糾l片で底径 12.6cmを

測る。体部外面は丹塗りの痕跡が残り、内面はミガキ、外底はナデ後ミガキの調整である。

1 SK042 (Fig.24、 Pla.26)

土製品

器台 (130) 完形111111で上端部径6.0cm、下端部径6.0cm、湘似Il 0.65cmを測り、器而の調整はイ況定方向

のナデである。

1 SK044 (Fig.25、Pla.26・27)

弥生土器

糊 (131,.._136) 131は「l径26.6cm、底径7.6cm、湘閻27.8cmを測り、口緑部は端部が平坦而を呈す

る三角突帯を施す，n緑部内外而はヨコナデ、体部から底部にかけての外面は刷毛n、内而はナデであ

り、外而には煤が付柑する。 132はI1径23.6cm、底径7.3cm、器科25.5cmを測る。口緑部には断面三角

形状の突術を施し、端部は指押さえにて調幣する。体部外面は刷毛11、体部l刈而及ぴ「l縁部外面はナデ、

底部l人j面は指押さえである。 133は「I緑音11及ぴ底部の破片をlfi]一個体として認識し図而 I::で復原した。

やや小さめの艇でn径 17.2cm、底径6.4cm、淵悩18.0cmを測る。11縁部は断而三角形状の突柑を足し、

n緑部l人1外而はヨコナデ、体部外面は刷毛 l」、｛本部内面及ぴ底部外面はナデの調整である 。 134~136

は底祁の細片で全て上げ底状を且する。134は底径7.0cm、135は底径9.0cm、136は底径7.4cmを測る。

壺 (137-140) 137は口緑部を欠狽した破片で、底径8.7cm、体部似大径30.0cmを測り、同部には2
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Fig.25 土坑 (1SK044)出土遺物実測図 (1/2・1/4)
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常用日田行遺跡 （第1次調査）

状の浅い沈線が施される。器rmは杵しく磨耗しているのため調幣不明である。 l38-I 40は底inSの細片

で138は底径7.9cm、139は7.2cmを測る。140は底径6.3cm、イ本部最大径15.6cmを測り、底部は極端に

絞り込まれている f本部外面iは1贔I]毛11後r.具ナデ、（本部内面は横方柏lのミガキ、底部内外而はナデで、

芹秤内外面には煤がJl,i.<付杓している c

石器

紡鐙l'l: tJ 41・l42) Fi材はともに片府製で、 141は外径4.5cm、)!,[さ0.65cm、I村孔径0.4cm、重さ

22.8gで中央部の穿孔は内外面から穿たれている。 142は未製品で中央部には内外而から穿孔が施され

て lヽ るが貫通はしてし、なしヽ 。外径5.0cm、f'Jさ0.5cm、,nさ23.3gである。

砥石 (143) 1i材はIi少府製で表而、側而、下端而を砥而として使/IJし、部分的に細かな線条痕が認め

られる。頂さは380gを凩る。

1 SK046 (Fig.26、Pla.27)

弥生土器

甕 (144) 底部の細）tで底径8.8cmを測る。外底は I:げ底で1村而はナデ、外而は刷毛r-1の調幣である。

り他<145l n縁剖知の細片で口径 19.0cmを復原する。11緑部は大きく外反し、 Ji-I部に貼付二角突帯を施

す。11緑部外而はヨコナデ、日緑邪内面の 1-.位は刷毛「l、下位は横｝り向のミガキである。

土製品

投弾 (146) 下半部を欠拍した紅IJJヤである。色調は荼褐色、 I恰!・.及び焼成ともに艮好である。

石器

敲石 (147) 安山岩のIり礫を利用したもので、及炭而の中央部及び周緑の一部に敲打痕が残る n if(さ

は1.04gをほる。表而の一部に二次焼成の煤が付杓する。

1 SK048 (rig.26、Pla.28)

石器

石鏃{148) 完形晶で石材はサヌカイ l、製である。縦長の二等辺三角形を惜し、袂りは深くないタイ

プで両側緑はやや和111する 。用さは 1.7gを州り、表面には甜11ヤ素材時のネガティヴ而、災而にはポジ

ティヴ面を大きく残す。

1 SK053 (Fig.26、Pla.28l

弥生土器

糊 (I49) n径19.7cm、底径6.1cm、器閥23.5cmを復原し、「l縁部及ぴその下（立には断而三角形状の

突術を施す。底部外面にネ'fT-刷毛目痕が残っているが、全体的に風化しているため潤整は心り1である。

石器

ィi鏃 {J 50・I 51) I 50はイi材はサヌカイト製で二等辺二角形を星する。袂りは非常に浅く、表而中

央に>FJJ片索材時のネガティヴ・1面を残す。項さは0.6gを-Ii{る。151は先瑞部を僅かに欠狽し、石材はサヌ

カイ l、製である。縦艮の二等辺三角形を＇心し、 1,J,j側緑はほぼ,a:線的で快りは深い。-:次幣形}JIIT.は粗く、

屯さは2.0gを鼠るこ

1 SK060 (Fig.26、Pla.28)

弥生土器

甕 (I52 ....... I 54) I 52はlコ緑部と底部の破片を同一個体として詔識し、図頂ii-:で接合l裂lぷしたもので

ある 。断而三角形状を堪した刻H突堺をJJ緑部及びその下位に施し、「l径20.2cm、底径8.0cm、湘縣

24.2cmを復原する。 153は11緑部に断而三角形突席を施され「l緑端部は平坦面を旦する。口径25.0cm、

底径7.9cm、闊·.~~27.2cmを測る 。 154は断而二角形状の貼付突席・を口緑部及ぴその下位に施し 、口径

29.6⑳、底径7.9cm、化甘絲32.2cmを測る。

土製品

描台 (155) 」ク・半部が欠狽した1波）ヤで形状は1り柱状を足するものと思われる。調整はナデで重さは

220.0 gを恥る 。

石器

石鏃 (156) 完形品でイ「材はサヌカイ l、製である。二穿辺三角形状を ＇点し扶りは浅い。表災而に粗く
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常用日田行遺跡（第1次調査）
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Fig.27 土坑 (1SK061・070・073・075)出土遺物実測図 (1/3・1/4)

二次幣形hll工が施されているが、表裏而中央には研磨された痕跡が残る。it[さは2.4gを凩る

円盤 (l57) 杵n• 1 形状を 屯 した）i岩製の円盤である。 使川の111途についてはイ~II)」で周縁はかなり風化、

暦耗してtヽる。径は4.4-5.4cm、Jff.さ0.5cm、巾さ l6.6gである。

1SK061 (Fig.27、Pla.28)

土師器

小llll(] 58) 口径 11.0cm、底径6.6cm、器閥2.5cmを測る。外底は糸切 りでそれ以外はヨコナデの調整

である。
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常用日田行遺跡 （第1次調査）

1 SK070 (Fig.27、Pla.28・29)

弥生土器

甕 (l59・l60) 159は底部の（波片で底径は6.2cmを測る 。 1人］外 1mには I~具ナデの調幣痕がr.:しく残る J

160は大咽糀の底部細片で底径は 13.0cmを測る。1人1面はナデ、外ifliは刷毛「Iである

壺 (161) 11径10.4cm、底径5.4cm、湘研 13.6cmを測る小咽の壺である。外而は1粁耗のため調整不IIJ-J

であるが内而上位はミガキ、 卜.位はナデの調幣である。

石器

敲石 (162) 安iJI岩製のIサ礫を素材とし、表裏而の中央部及び周緑部に細かい敲fl痕が行取される。

屯さは 1.122kgを見る。

1 SK073 (Fig.27、Pla.29)

弥生土器

抵 (163) 断而三角形状の貼付突帯を口糸球部及びその下位に施され、 n緑端部は •ji.Jl!面を坦する 。n
径28.2cmを測り、「l緑部内外而はヨコナデ、 1本部外面は縦方向の刷毛H、体部内面はナデである。

1 SK075 (Fig.27、 Pla.29)

弥生土器

殿 (164) 断而三角形状の貼付突惜を11緑部及びその下位に施す。口径30.4cmを測り、「I縁部内外而

はヨコナデ、イ本部外而」:-.代はエ具ナデ、下位は刷毛n、体部l刈面はナデである。

土製品

」：錘 (165・166) ともに台形状の方柱型を星した上製晶で、中央部には焼成前に穿たれた穿イLを認

める。底祁は凹状に判んでおり、調幣は r*なナデである。165は上端部幅6.0cm、上端部奥行き4.0cm、

底部幅7.5cm、底部奥行き6.0cm、器祝12.0cm、穿孔の内孔径 1.3cm、田さ635.0gである。 166は 1渭．端

部船5.1cm、 K端部奥行き4.0cm、底部111蘭7.2cm、底部奥行き6.8cm、器扁 12.5cm、穿孔の内孔径L.6cm、

重さ610.0gである。

1 SK080 (Fig.28、Pla.29・30)

弥生土器

糀 (167....... 17[) 167は口縁部の破片でII径36.0cmを測る。「I縁部及びその下位に断而三角形状のWi

付突帯を施す。168-l7 Iは底部の乱IIJ',・ で168は底径9.5cm、169は底径6.8cm、170は底径6.7cm、171

は底径7.3cn1を測る。

土製品

投弾 (172) 完形品で I::下部の先端は尖ってしヽる。長さ3.5cm、lil大径1.8cm、重さ8.0gである。

上錘 (l73・17 4) 形状はともに方柱形状を足した上製i'11'1で上端而部には浅い凹状の滴が施されてい

る。中央部には焼成前jに穿たれた穿孔を認め、調整は「寧なナデである。173は表而の左下側邪を欠損

し、 Iご端部幅4.8cm、上端部奥行き4.2cm、底部奥行き5.0cm、器邸10.7cm、穿flの内孔径0.9cm、屯さ

260.0 gである。174は I:端部幅5.1cm、上端部奥行き4.8cm、底部幅5.2cm、底部奥行き4.3cm、器i篇

L0.5cm、穿孔の内孔径0.9cm、屯さ305.0gである。

石器

ィi鏃 (J75) 石材は黒II札石製で二等辺三角形状を旦する。袂りは浅く及而の左側縁の一部を（植かに欠

狽するc 災而の中央部に剥片素材時のポジティヴ面を大きく残す。

1 SK084 (Fig.28、Pla.30)

弥生土器

掘 (176) 底部の破片で底径6.7cmを測る。）孤化のため調整はイく明であるが、底部中央には焼成後に外

側から穿たれたと思われる穿fLを認め、 fAJ{L径は I.2-I .4cmを測る。1本部から底部にかけての外而には

煤が薄く （寸消する。

1 SK086 (Fig.28、Pla.30)

弥生土器

甕 (177) 口緑部の破片で口径26.0cmを復原する。口緑部及びその下位には断而=:角形状の刻fl突術
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常用日田行遺跡（第1次調査）
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常用日田行遺跡（第1次調査）

を施し、 II縁部[)、l外而はヨコナテ、体部内外rmはナデの調照である。

1 SK090 rFig.28、 Pla.30)

弥生土器

糀 (I78) 破片で11径18.4cmを測る。n縁陥はりII意状に外収し、 n緑湘内外r(riはヨコナデ、 f本部j)、］外

而はナデの調幣である 外面には煤が付沿する＾

石器

イi鏃 (I79) (j材はサヌカイト製で花=rり形状を堪する。t<.IOiのイi側脚部を欠狽し、屯さは1.5gをlit

る。袂りは浅く、災而には求IJJ',・索材時のポジテイヴlfliを大きく残すc

石錐 (180) 頭msの一部を欠狽したほぼ完形の石錐で、サヌカイ l、製の錐部が糾l長いタイフである。

頭部災而にポジティヴ rmを大きく残し、 ,n さは2.4g を~,しる

1 SK093 (Fig.29、 Pla.30)

弥生土器

甕 (l8Jl 「I緑i)i激ぴそのド位に断而三角形状を'rlした亥I]II突術を施し、日径26.75cm、底径7.5cm、

岱翡31.05cmを測る。！こl縁端部及ぴその外而はヨコナテ、 rI縁部11、J而は指押さえ、体祁から底祁にかけ

ての外而は刷毛11 の調幣が行取されるが、それ以外は風化のため調整イ~IIJ 」 である 。

1 SK099 Wig.29、Pla.30)

石器

{i鏃 (182) 原製のイi鏃で石材はiiむ府製である。,,,u脚部をクく担し、もとは一．等辺三角形を'1tしていた

ものと息われる。if{さは2.1g を l~t{ る 。

1SK101 (Fig.29、Pla.30・31)

弥生土器

盤 (183-185) 183はn縁端部に貼付突堺を施し、 11径28.0cm、底径7.2cm、堺似i3I. I cmを復厭す

る。口縁部l人1外価はヨコナデ、｛本部から底部の外而はJiijl]毛II、内面はナデである。184は11縁部の紅II片

で、口径36.0cmを復I原し、 II綽端部及びその F位には断i面て角形状のll,り付突帯が施される。185は卜．げ

底状を堪する底部の紆IIJヤで底径7.6cmを測る＾

土製品

投弾 (186) 完形.'1111で ,-.下滞の先端は尖ってし Iる。長さ4.8cm、最大径2.5cm、if(さ20.4gである。

石器

イi剣 (187) 鉄剣形を用した）料製イi剣でイi材は砂府製である。 l.:半部を大きく欠狽し、 iT(さは32.0g 

をhtる。器而は著しく l秤耗しているため鉛をイiするか否かはイく明であるが断而形は菱形状を堪する。

小咽方柱状片刃石芹 (188) イi材は粘板打製かと思われる。J甚部を火狽し、両側面は剥離する。表災

而は研磨されており、メJ縁は1秤耗によって先端が丸くなってtる 。用さは 14.4gをl'jlる。

1SK102 (Fig.29、 Pla.31)

弥生土器

蓋 (l89l r1錐形を?.した完形の低でII径9.8cm、湘砧i2.6cmを測る 夭井部に焼Jぬ'jijに穿たれた穿孔

を4孔認め、 IAJ孔径は0.4-0.6cmを測る。調幣はナデである。

糊 (I90-l 92) 190はn緑部及ぴその下位に断而三角形状を',lした亥IJ11突術を施す。n縁端部は平

肌頂i符しくはやや11'1状を閉し、 11径30.0cmを復原する。191は190とIii)じく刻11三角突術を施し、口径

は27.8cmを測る。192は平底の底滞細片で底径7.0cmを測る＂

土製品

把千 (193) rr情ねで作られた把手部の細）'iで把F径は I.7cm前後を測る。杓-fJf~ になると思われる。

石器

紡錘,11(194) ほぼ'1'.c形で外径4.5cm、/',[さ0.8cm、11、HL径0.8cmを測る。頂さ26.3gで伍材は），(府製

である。
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常用日田行遺跡（第1次調査）

1SK093 1SK101 

¥]--『三
•-
••• 

k
 s
 

ー

¥
¥
|
'
 

＼
〗
こ
ゆ

ー（
 

2
 

8
 

馴．
1

-

/

'

 

＼ 

186(1/2) 

185(1/4) 0 

ヽヽ

如

゜ l知

Fig.29 土坑 (1SK093・099・101・1 02)出土遺物実測図 (1/2・1/4)
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Fig.30 土坑 (1SK 1 05・1 06)出土遺物実測図 (1/2・ 1/4)

1SK105 (Fig. 30、Pla.31・ 32)

弥生土器

蓋 (l95~197) 195はつまみ部径6.6cmを測る。内外而は丁釈にミガキが施され、天）1: 部内面の一部
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常用日田行遺跡 （第1次調査）

に煤か付灼する 196はつまみ部rt5.4cmを測り、内外l面の，J,¥J幣はミカキである 1 97はほぼ:;o~o) 益で

11径21.3cm、つまみ淵沼6.2cm、は•::i9.0cmを測る I村而は横）・'l••lのミカキが施されるが、外頂iは風化の

ため，J,'I1!'-(イミlVIてある 11縁部11ヽII川の部に楳が付沿する。

迎 (198・199) とらに11緑部及びそのド位に断rfliそfり形状の刻11突術を施す。 198はrlf126.0cm、

199は27.0cmを復原する

壺 (200・20I) 200は「l絲部、 201は底部の破片で,,:し¥(こl1iJ-個（本の11J能性がある..200は11径

18.0cmを復J以し. I 1縁(笛11、Ii面及びIii部外liliはミカキ肌か．認められる 他の淵炉は風化のためイ,IIJjである

201は政径7.8cmを測り、（柘部のはりが大きく底部は'I'・底を＼！する ＾

石器

fi鍬 <202l 1E ~ft1Jf~~ 人を堪するi}.Jf:,cl){熾でlh りはややi~し》 サヌカイト製でiゅ~1friの刹）は叶1時

のめんは除ムされてし Iるか、 •松整形）111 I. はfillヽ.I「（さは 1.0gをiltる

砥イi(203) Ii少府製で火如(IT及ひfUIJ『Iiの31t11を砥1(11として(112川してし Iる 爪さは400.0gをlitる

1SK106 (Fig.30、Pla.32>

弥生土器

益 (204) 人）1: 部を人きく欠肌した紅IIJ', でfI径24.0⑳を復/J1tする 内外面iはナデ後ミカキの，J,\J~名で1J、1

rfliの部に煤か（寸{fする

鉢 (205) 111も28.0cmを復J以し、 11緑端部は内側に屈1111する。r1緑部1J..J外lfliはヨコナデ、 1本;'fll内外而

はナデの，凋幣てある 胎 I・.は糾l砂和を多く含み、燎成はイ＜艮てある。

災 (206-208) 206は11緑部の紅IIJ'iて IHf: 16.0cmを復I以する o I I縁端部及びそのド位に小規校の断

面こ角形状を',l.した貼付突堺を施し、口綽端 1・祁から（本部外1t1iにかけてはヨコナデ、内1(riはナデの調整で

ある 207・208は底部の細Hて‘ド底を,,.する 207は底径8.0cm、208は底径7.2cmをillllり、内外rfiiか

ら統成後に穿たれた穿孔が底部巾央に施されるソ

1SK108 (rig.31、Pla.32)

弥生土器

猥 (209) 11緑滞及びそのド位に断rni: rり形状のll,り付突堺が施されている _11径は28.0cmを1W瓜し、

11縁部外面はヨコナデ、 (,t,;f; 砂~,,11 は刷 t:11、内面はナデである

土製品

l競 (210) 卜部を）＜きく欠札lした11J柱形を間した I・.錘で I・.端面は1111状を',lする。址）＜径は6.0cmを測

り、 卜了邪には~ill戊前に穿たれた穿イLの一部が認められる

石器

ィi鏃 (21I) { i材はサスカイト製で正ザり形状を'1l.する 災rfiiには水ljJ¥索材II、'iのポジティヴ1fiiを残し、

全体の改整Jf~JJII T. はやや柑い~ I「[さは4.1 gを:,~ ろ

1SK109 (Fig.31、Pla.32)

弥生土器

庶 (212) 11縁溜及ひその F位に断面 ．．角形状の貼付‘知;,が施されてしヽる l'I径25.0<.'ITI、底径7.0cm、

沿佑~27.Ocmを復J駁し、 11緑祁外1r11はヨコナテ、体滞から底部の外而はh1lllf: 11、内而はナデである

1SK110 (Fig.31、Pla.:32・33)

弥生土器

姫 (213-215) 213は小咽迎の底部と思われ底径は4.6cmを測る。214は如忍状の11綽部をほし、端

部に亥IJ11を施す 11縁部卜位に Jり突術を貼り付け、 1ltf.26.0センチを復J原する 日舷部l刈面は横Ii柏l

の刷e:I I、「l緑部外1l1iは,{oj離のためイ,(IJj、9本部外J(lfは縦方向の刷1?:11 、内面はナデの，J,11~である 215 

は11桑虹IS及びその下位にIWi1iffニfり形状のl!,り付突佑が施され、「l緑端部はほぽ'l;_Jll而を＇，！ ．する。 11径は

28.0cmを復J以し、口縁部外r面はヨコナデ、 f{.部外 rfiiは刷 ~II 、内而はナデ杓しくは l頂ナテである

1 SK113 (rig.31、Pla.33)

土師器

小IIIL(216) 「l径9.6cm、底{f7 .Ocrn、if.{,・,":j1.4cmを復/fi(する 外底は糸切り、 n緑部内外而はヨコナ
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Fig.31 土坑 (1SK108-110・113)出土遺物実測図 (1/2・1/3・1/4)

デ、底部内而はナデである。

1 SK 116 (Fig.32-35、Pla.33-35)

弥生土器

盆 (2I 7-242) 2 I 7はつまみ部径5.6cmを測る 。 K端而はほぽ平坦面を晶し、犬JI:部は外方へ反る 。

火）卜部外而は/nlU毛11、内而はエ具ナデである。218はつまみ部径5.6cm、口径22.0cm、淵揺10.0cmを測

る。 K端面はフラ、ソトで天）1: 部外面は刷毛「I、I村而はナデで他は磨耗のため調整不明である。219はつ

まみ部径6.6cm、「l径30.0cm、器高11.7cmを測る。上端l面は窪み、「l縁端部には 1条の沈線が巡る。犬

井部はほぱ直線的にひらく 。220はつまみ部径6.6cm、n径32.Ocin、器翡l1.5cmを測り 、天井部は緩や

かに外反する。内面及びつまみ部外而はナデ、 {t部から「l緑部にかけての外而は刷毛LIである。口緑部

内而にば煤が付沼する。221は「l縁部及びその下位に刻H三角突常が施され口径29.7cmを測る。222は

11縁端部を逆L字状に外反させ、「l緑部下位には三角突術を施す。「l径は28.3cmを測る。223は11径

28.6cmを測り、口緑部及びその下位に三角突堺を施す。224は口径32.6cmを復原し、口緑部に三角突帯

を施す。225は11径30.0cm、底径8.1cm、湘i碕31.45cmを復原する 底部は平底で11縁部にはやや匝れ

下がった三角突帝、 11縁部下代には 1条の沈線が施される。226は日径28.2cmを復J原し、「l縁部には三

fり突常、口緑部下位には 1条の沈線が施される。227は27.6cm、底径6.6cm、湘閥28.05cmを測る。「I縁

部とその下位には三角突帯を施し、{~部外而には煤が付紆する。228は底部を欠狽し、口径26.6cmを測

る。口縁部とその F位には三角突術が施されるが、口緑部下位の二角突帯は途中で終息する。229はロ
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Fig.32 土坑 (1SK116)出土遺物実測図① (1/4) 
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常用日田行遺跡（第1次調査）
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常用日田行遺跡（第1次調査）

径26.7cmを測り、「l絲部にはやや匪れドがった二fり突間が施される。230は11緑部とそのド位に二角突

堺を施し、 11径は25.95cmを測る。231は11径24.0cm、底径6.3cm、芹林訟4.95cmを復l以し、「l緑部と

そのド位には 三角突術が施されるc 底祁近くにtriIり状の穿孔が施され、穿イLは焼成後に穿たれたものと

判断する 。11縁部外面には煤が付祈し、体部外面には作成時の粘 lこ在 kけ痕が認められる 232は「Ii全

25.2cmを測り、外lfiiには（情かに煤が付沿する 。233は11縁部とその下位には＝．角突術が施され、「l径

23.5cm、底径8.l 0cm、湘f;j24.5cmを測る _234は11径22.8cm、底径7.25cm、a;{,'ふ24.6cmを測り 、（木

祁外面に煤が付沿する u I I緑祁に三角突堺を施し、底部は I:げ底を関する 235 · 236は口緑部に ~角

突帯を貼付け、 235は口径21.8cm、236は22.0cmを測る u 237は三角突術をn縁陥とその下位に施し、

n径21.15cmを測る v 238はク11怠状に「I緑祁が外）又し、外而には薄く煤が付計して Lヽる。239-242は

底部の細）tで、 239は底径 I0.0cm、240は底径7.6⑳、 241は底径6.8cm、242は底径6.0cmを測る。

壺 (243-246) 243は底部の細片で底径8.7cmを測る 244は11径 16.0cm、i本部般大径25.0cmを復

/Jit し、 hf部外而にはヘラ描きによる 2条の沈線や屯弧文が施される 。 1 1 緑部 l人~lfiiはヨコナデ、外面は強

し、T.具ナデ、訂部iJ、J而は横方向の粗いミガキ、｛本部内而はナデの調整である。245は11縁部から1本部に

かけての細片で体部凪大径は14.6cmを復原する （本部外面にはヘラ描きによる2条づつの沈線と爪形文

が施され、調整は序耗のため心U'l瞭である。246は完形の無頸泄で、「l縁部の2ヶ所（対柑j) に2.fLの穿

孔が焼成前に穿たれて tヽる。底部はP-1盤状の)',(ぃ平底を'ilし、「l径8.1cm、底径5.3cm、i本部最大径13.2

cm、~{佑f J3.3cmを測る。11緑部外而及びI)ヽJ而はナデ、体祁外而はミガキ、底部は粗いナデの調昭である。

外而の一部に煤が付がtする。

土製品

湘台 (147・248) 24 7・248はIJ.J柱状を閲した土錘で K位の lヶ所に焼成前の穿孔が施される。とも

に表而はナデの調整で247は僻幅 I0.5cm、外径約4.6cm、内孔径0.7cm、248は閉杯裔 I0.5cm、外径約

5.05cm、内fL径0.7cmを復/J;(する。

I: 錘 (249-251) 249-251は 1-.部が1澤よりやや絞られたド1柱状を！立する 。上部は1111状を堪し、

焼成(Jtjに穿たれた穿孔が巾央部を貫迎する。表而はナデの調整で、 249はWふ碕8.0cm、内孔径0.9cm、屯

さ320.0g、250は器靡9.3cm、IJ..JfL径0.9cm、用さ370.0g、251は湘科8.8cm、内孔径0.9cm、 if[さ

372.0 gを測る。

1 SK117 (Fig.35、Pl.a.35・36)

弥生土器

蓋 (252) 「l魚球部は火損する。つまみ部径は7.3cmで1村而には煤が付11'1する。つまみ祁はナデ、 .R..)1: 部

外而はナデ後粗いミガキ、火）I=祁内面はナデの調整である。

甕 (253~258) 全て日緑部には三角突僭が施され、254は刻11突柑が11縁邪とそのド位に施されて

しヽる:,¥. 却1!は、 253はn径23.0cm、254はn径21.0⑳、255は11径21.4cm、256は11径 18.0cm、底径

7.0cm、？ふ苅19.5cm、257は「I径21.4cm、底径7.0cm、器絲25.4cm、258は口径25.2cmを測る。257の

底部には焼成後に内外而から穿たれた穿孔が施されている。

漁 (259) 底部の紅IIJ;・ で、底部は似く平底を•,tする。底径I0.0cmを測り、内外I前は粗いミガキの調整

である。

1SK125 (Fig.36、 Pla.36)

石器

-fi鏃 (260} サヌカイ l、製で袂りの浅い一．等辺＝．角形を堪する 。 J~t:Jf:クで表災面は二次加1靡を形を粗く

施す。頂さは3.0gを凩る"

イi錐 (261) ほぼ完形であるが錐部先端を仰かに火樹する。石材はサスカイ l、製で、頭邪の表災而に

は叔JJ'.-素材時の~I離而を大きく残す。 錐部は希111 1支 く、打ifiiを完全に除去している 。 屯さは6.0g を 11.t る 。

1 SK 1 27 (Fig. 36、Pla.36)

弥生土器

糊 (262-264) 262は11緑部の細片で如怠状1-1緑に亥IJ11が施される。「l縁部下位には亥IJ「I::::_角突術
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Fig.35 土坑 (1SK 116・117)出土遺物実測図 (1/4) 
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が施され、 II緑部内外而はヨコナデ、｛本部内外而はエ具ナデである。263は口径は30.4cmを復原し、 n
緑部とその下位に亥IJf=I三角突布が施される。264は手柑ねの小咆疵で底径2.4cmを復原する。

壺 (265) 底部は円盤状の形い,y底を呈 し、底径は8.2cmを測るっ調整は）仔耗のためイ珊1である。

石器

石鏃 (266) 石材はサヌカイト製で市さは 1.6gをhはる。 下部が欠狽し形状は不明である。表災而は剥

片素材時の剥離而を除去されている c

1SK128 (Fig.36. Pla.37) 

弥生土器

疵 (267-269) 全て底部の破片で、 267は底部に内孔径0.6cmを測る穿孔が施され、穿孔は焼成前に

内外而から穿たれている。外面の一部にJ!l-く煤が付沿しており、底径は8.0cmを測る。268は底径12.8

1SK125 1SK127 
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Fig.36 土坑 (1SK 125・127・128・130)出土遺物実測図 (1/2・1/4)
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常用日田行遺跡 （第1次調査）

cm、269は底径J2.1cmを測る

1 SK 130 (Fig.36、Pla.37)

弥生土器

甕 (270) 底部の細片で底{tflrl I央に焼成Iiiiに穿たれた穿.fLが施される 底径は5.15cm、1人lfl径は0.6

cmを測る。

1 SK 152 (Fig.37、Pla.37)

石器

扁'I,:J-'1・ガイ 1斧 (27l) iiビ料製で表而のイi軋IJl(tif席を僅かに欠fJ1する。長さ3.4cm、幅J.5cm、/')さ 1.65⑳、

重さ6.5gで全而が研I併されている。

1SK155 (Fig.37、Pla.37)

弥生土器

甕 (272~275) 272は如意状n緑に亥IJllを施した「l糸球部の糾l片である シ「l緑部下位には二fりl!,り付突

帯を施し、「I径は 18.0cmを復加する。273は「l径24.5cmを測り、 n条球部付近に煤が付柑する "r I綽部と

その下位に刻11突術を施すが、「I縁端部は平fl[而を'・,lする。274は大咆迎の11緑部糾I片で端部の 1-:下部

に糾Iかな亥IJIIが施される。275は大咽姫の底部糾I片で底径は 10.4cmを測る。

咆 (276・277) 276は大きく外J又したn緑祁を',lする 。277は底径7.0cm、lil大)II酎侶径22.5cmを測

り、胴部は偏球）fjをり内する。hI部にヘラ描きによる線刻文と 1T[弧文を施す。澗整は閉耗のため,flリl瞭で

あるが、 M部l村而と（本部外面に横方向のミガキが認められる

石器

イi鏃 (278) イi材はサヌカイト製で扶りの浅lヽIF.三角形を！仕する。表面Jr:軋IJにネガテイヴrfli、必而に

ポジティヴ而を大きく残し、周緑は二次）~11 ·r.幣形を施して刃部を作り 111す;屯さは0.9gをほる。

1 SK 158 (Fig.37、 Pla.37)

土製品

投弾 (279) 長さ4.9cm、般大径2.7cmを測り、重さは29.8gである。

1SK159 (Fig.37、Pla.37)

石器

石鏃 (280) イi材はサヌカイト製で先端部と t<Tfff布側片脚部を欠似する。快りは汲く 二等辺三角形を

堪し、重さは1.0gを1,tる。），収J縁には粗い二次加[整形を施す。

1SK160 (Fig.37、Pla.37)

弥生土器

鉢 (281) 「I緑端部に ご角突僭を貼り付ける。1-::-1径 17.5cm、底径7.0cm、附似II 1.9cmを測り 、底部は

やや絞り込まれた,~げ底を消する「I絨祁外而はヨコナデ、内而はナデ、（本部外rfiiは強いT.具ナデ、底

部外rtfiはナデである

その他の出土遺物

撹乱・包含層 (Fig.37、Pla.38)

石器

{j鏃 (282) 恨乱からのIllIこの完形111111でイi材はサヌカイト製である。快りの深い二＾序辺三角形のイi鏃

である。表面左側にネガティヴ面を残し、表災面には粗く二次）ill I→→整形を施して周緑の刃部を作り II¥し

ている。mさは2.1gをi,1る。

石匙 (283・284) 283は撹乱からの11¥ t. で石材はサヌカイ l、製である。表11iiにはネガティヴ而、必

而にはポジティヴ而を大きく残し、周縁には一．次）JII T. を施してメJ部を作り IJIしてtヽる。汀iさは21.7 gを

-fitる- 284は包含MからのIl'i・l:. で介材はサヌカイト製である。表面の中央陥と災riri左側部にはn然而、

災面にはボジティヴ而を大きく残していることからファーストフレークを素材としたイi匙であることが

わかる。二次)ill工を施して刃部を作り出し、 if(さは23.9gをi1tる。
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(4)小結

‘り調titlKからはI.LI形の竪八:H:JA2~ifをはじめ多くの貯蔵穴やJ発窟 l疇．坑等が確認され、 I I\ 上辿物から弥

生時代前期後 ·1~-r11期間l'を中心とした集洛跡であることがわかった。 I: 湘ではクII滋形「l縁の板付系 Iこ

盟または)!~付三角突帯の（Uノ巾式 l:器系統の批が 1-:体であり、この他壺 • 蔽 • 附台 .J: 錘等の貧料も得

られた。また上甘，4以外では多屈のイilf;{も/l¥r. し、他種製晶が製作されていたことがlリlらかになった。

ISTI 12からは「l磁（輸花IUl)が淵l保11111として出 1-.し、中111;硲 地の仔在も確認された。

なお、辿跡の全体像については周辺追跡とあわせて後敬において記述する。

271
⑮
 

O
CJ
 

「

_lJ

279(1/2) 

゜
゜

1/2スケール

C>  

5Clll 

゜
113スケール

1知

戸~===三
''274(¥/4) 1 rf :';~6 (1/4 ) 

・，，

△ム275(1/4) 278(1/2) 
＜ 

鼻贔
＜ 

280(1/2) 

＜二二＞
282(1/2) 

ハ日日リ
a． 

J
.L
• 

八
日
日
日

J183

A 。
284(1/2) 

＜二＞
Fig.37 土坑 (1SK152・ 155・158-160)、撹乱、包含層出土遺物実測図 (1/2・ 1/4)
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常用日田行遺跡第1次調査遺構略測図 (1/300)
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常用日田行遺跡（第2次調査）

2. 常用日田行遺跡（第2次調査）

(1)はじめに (Fig.40)

'ヽ1迫跡は筑後,Ii大字常川?日廿111'730外に所任し、標似i7-8m位の低位段斤・トにある ，， 県‘営担Lヽ 手育

成貼盤整備事業に伴う筑後西部第2地区のt事によ って、雌蔵文化財が破壊を受ける部分について発掘

調肖を実施したし 今1111 は、 新設の追路 ・ 排水路の設胆予定箇所及び而T Lドによ っ て削 'l~ される部分を調

代対象範附として』;Ht区を設岡した。なお、調ft'11時は周辺で行われていた発掘調査を含めて 「常川迫

跡群」として実施していたため‘り追跡は 「E区Jと称し、辿構仮番号はS-JOOJ-S-1199を使川した。

調行而禎は約2,990m'で調脊は平成8年12月から平成9年2月までのIIり実施した。この間、考占学手法

にによ って表 I:除去 (1--1限会社福島建設に委託）、辿構検/1'i、掘削、実測、写真tft1彩等の作業を行った。

調査はfJIrj I 剛が担当し、大塚恵治 （現：八女市教委） 、柴 111 剛（現• イ）リテ里市教委）、野川洋チの協力を

得た。調行の結果、洲 .t坑・ピット等の追構が確認され、,;加tI: 器 ・ t師淵 • 陶磁器・行閤 • 鉄製品

等の迫物がIL¥1-. した。

以下は調森Iメ．．内で確認された-1~要な辿構や辿物について概述する。

ぃ L / ; . lZ J=・-=-_J=:--L I : I ~--=-~',-~-=='テ=--=---=-·-, ¥ .. ~ -=--:-t·-=-~ =r-==-_d..,-==-.,.}--~ — 
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Fig.40 常用日田行遺跡第2次調査地点位置図 (1/2,500) 

(2)検出遺構

溝

2SD1001 (Fig.41) 

A38地区とP46地区で検出した北西ー南東方向の滞である。まず、束側のA38地区で検tllした洲は約

14.0m分を確認し、幅は約0.70m、残絲約0.35mを測る。洲底はほぼフラットな状態で埋土は県灰色

Kであ った。一方、西側のP46地区では約4.5m分を確認し、幅約1.70m、残尚約0.25mを測る。溝底

からは埋土の異なった別の溝が確認されており、 ‘片溝までの残高は約0.42mを測る。上府にあたる溝は

掘り直しによる溝であることが考えられる。下肘で確認した溝の規校と埋 t-.からは束側のP46地区で確

認した溝と類似してしヽるため同一溝とした。 追物は弥牛・ヒ器（疵 • 壺 .I謁坪 • 片）、石器（黒曜石片・サ

ヌカイト片）がII¥土した。

2SD1022 

X16地区付近に位岡する南北溝で2SD023を切るように確認された。溝の西'It:部以上は梢しくも調行

区外へ展開していたため規校は把握できていない。 溝の東jj~は級やかに西方へ落ち込んでおり、洲底は
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常用日田行遺跡（第2次調査）

安定したlfiiと1111凸而が認められた。残此jは約0.60mを測り、辿物は弥't:.I粛月 (J「)、 K師器 (Jj,.)、染（寸

(n) が出上した。

2SD1023 (Fig.41) 

VJ6地l区に位訊し、 2SDI022に切られるように確認された。2SDI032に続く hV/と埓えられ、 1:JivJで

はレンズ状の堆-h'1上を惜し、砂/fiiの発述がみられなしヽことから流水は（半ってしヽなかったrrJ能件が考えら

れる。追物は弥生l:器（迎.)',)、須息mi(鉢）、上師花H(小Jlll. J 11・) が出 1-.した。

2SD1028・1030 (Fig.41、Pla.41l 

2SDI028はAJ4地区付近に位洲する束両溝である 検出時において束側は2SD1030を切るように確

認していたが、現時点では2SDJ022・ I 028・ I 030はその配i図状況などから一連の同一溝である可能

性が考えられる。2SD1028の日料は災茶色 I:(灰色 l・.il且じり）、下刑は黒色 I:+灰色ヒ＋茶色 1-.であり、

2SD1030の l:Mは灰茶色 I:、下）r'iはI火色 I・.の堆禎 tであった。2SDI028からの/!¥I・. 辿物は弥生上湘

（片）、須恵盟（）け、」：師器（牙）、染付（片）、陶閉~(片）、 2SD1030からの ll'i t追物は弥'F.I.:. 沿

（糀 .)'1・)、須恵器（）ヤ）、 I・. 師器（坪）、染付（片）、陶湘（片）、イ滑ri(石鏃 ・サヌカイト）ヤ）である。

2SD1031 (Fig.41) 

814地区から西側に展開した東西洲で、 lとさ31.5m分を検LJ¥した。束側がオ'fi: 湾JIitしており幅0.50-

0.75m、残翡約0.35mを測り、束端部はY字状に分岐する。黒茶色 Lを駐調とした埋 I:で、辿物は1；伽I=.

I: 器（甕・片）、須也湘（片）、 J-: 師器（片）、イ i湘（サヌカイト片 • 黒曜石片）が出 I:した。

2SD1032・1041 (Fig.41) 

2SOI032は816地区から西側へ展開した求西溝で、長さ33.5m分を検出した。幅は0.75-l.40m、

残研は0.38-0.65mを測り、溝底のレベルは概ね束邸西低である。洲の断而形は逆三角形状を唱し、黙

荼色粘買上を址潤とする雌上であった。なお、 2SD1032は途中南北溝の2SD1041と合流するが"1溝と

はりJり合っていなかった。調行の他8:I-: 束西洲をS-1032、i対北溝をS-104lと仮番号を仔えてヒ器収

集等を行った。一方の2SD1041はK17地Iふ．．から北側へ展開した南北溝で、途中は2SD1060を切るよう

に確認した。艮さ 18.5m分を検II¥し、幅は0.55-l.15m、残科は約0.25mを測る。溝底は多少凹凸は

あるもののほぼ安定しており、南北のレベル沢はほぱ変わらない。溝の断而形は逆台形状を ',1.し、凩茶

色 LをJJ調とする即 1-.であった。追物は2SDl 032で弥生 L湘{ (掘 • 片）、須恵器（甕）、 l湘Ji僻 (lTil. 

2SD1001 

慣高： 7.40rn 

a青 a

2SK I 044・2SD 1 023 

b 

2SD1032 

,,.,, 
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土層断面実測図 (1/60) 
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l 鍋）、陶磁滞 ( , l1磁）し• 白磁片）、イf製111111 (イi鍋片）を認め、 2SDJ 041では弥't1灌~(姫 • 片）、須恵

湘（鉢）、 I淘磁閤（鉢）、イi沿 (1111イi)、鉄製品（）｝）が，認められたなお、ヽ',溝の西側延長部は配ir'l状況

から2SD1023であることが拷えられる

2SD1058 (Fig.41 l 

B29地区から北西へ展開する洲で2SKI057を切るように検出した 長さは約 17m分を確泌し、溝0)

南束部は1術Jムで北西i附へ[i,Jかって縮小する 。i岡底は1111凸が片し く安定しておらず、追物は弥't:.r'. 降湘

（疵 .),·)、｛澤（イ~i柏・紺j錘 1j() が Ill I・. した

2SD1060 (Fig.41) 

Ll8地区から北部へ展 I片Iする ~j西ー北束方向の溝である。 ヽ t, 溝における追構の先後I~係（占一新）は

(2SK l 062-I 064・J 067・J 068)→ (2SD I 060) → (2SE I 035・2SK I 036・2SD I 041)である。

多くの追樅がりJ り合ってし）たため規校はイ~lり l 瞭な点が多しヽが、概ね長さは約 1 6.5m、幅は約0.95m 、残

1\けは約0.15m を軋lj る ~ .ttH 上は暗黒茶色粘 'tr L (淡荼色粒 fを少し含む）のりi.-Jl"'.'iで、辿物は弥生 I:湘

（甕 ．鉢 ・佑i坪）、イ澤（砥イ'i・サヌカイト）¥・ . 黒耀(jJ',・)がIII I・ した。

2SD1107 

B38地屈に位佃した束西溝で途t112SD100Jに分断されるc ↓とさ約 L2m分を検出し、幅0.45,....,0.95m、

残邸約0.25mを測り、溝底はやや11111'りが認められる。迫物は弥'I:I: 器 (J',・) が僅かに出 1・・.した。

2SD1123 

Q44地区に位閻した東西溝で、長さ4.35m分を検11¥し、幅約0.35m、残科約0.12mを測る＂溝底は

ほぼフラットで東西のレベル差は殆どない。追物は皆無であった。

2SD1135 

B40地I><:から南西へ延びる溝で途中は2SDI 00 Iに分断される。艮さ

6.0m分を検出し、幅約 1.20m、残科約O.IOmを測る。μ凡めて残仔状況

は悲く、湖底においても特しく I"間が認められた./I¥ 1-. 迫物はない。

2SD1140 

845地区から西側へ展開した束西溝である 長さ4.45m分を検出し、

幅0.55-1.05mを測る。溝底には6坑の述続したヒットが確認されてお

り、性格としては逍路状辿柚の可能性も考えられる。11I I. 辿物は皆無で

あった。

井戸

2SE1035 (Fig.42、Pla.4ll 

K20地区に位Viした杵i円形状のJF戸で追構の束部は2SD1060を切る

安全 k約 I.4rnを掘り下げたがJ氏部は認められなかった。 1-.Mではド位

Ji")に従って粘性が強くなっており、少r,tの炭化物も認められた。第3・4

/ftに追物説人が集中しており、弥生 l灌村（糀 .1:':! ・ 鉢 • 投弾）、 {j淵

（紡錘rlO が認められた このことからJI:巨としての機能が失われた後

に廃棄ヒ坑として使川された可能性も考えられる。

土坑

2SK 1002 (Fig.43、Pla.42)

Pl9地Iいこ位Viする。'I,:而フランは隅丸長方形状をほし、底而はほぱ

フラットな状態をぶす。咽面は直 Kし、規校は認l肌1.85m、短軸 1.08

m、残似jは約0.46mを測り、上軸はN-46° IQ'09"- Wを示す。埋

上は黒茶色粘四 kを駐調とし、追物は弥'I=.t附（班 ．）「）がII¥L: したぐ

2SK 1003 (Fig.43、Pla.42)

し 17地,~に位附する 。‘附面プランはほぽ隅丸長方形状を星し、南部は

2SD1032に切られる 。迫構内にはテラスが認められ、 中央部に1uJかっ
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゜
2m 

Fig.42 井戸 (2SE1035)

実測図 (1/60)
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て掘り込まれてしヽる。規模は長軸3.00m、短軋Ii1.65m、残贔は約0.70mを測り、主軸はN-32°37'

09" -Eを示す。埋七は黒茶色粘質土を基調とし、辿物は弥生上器（甕 .Jt)、 t師湘（片）、石器（サ

ヌカイト）ヤ .t.l; しll祉石片）が出 1こした。

2SK 1004 (Fig.43、Pla.43)

Wl2地区に位附し、平面ブランはl隅丸長方形状を浪する。残存状況は極めて悲く、底而はほぼフラッ

トで壁而は frT上する 。 規校は長軸 1.60m 、短tl~ll 1.J 5m、残佑iは約0.23mを測り、 t軸はN-9°43・

39" -wをぷす。追物は弥生 1-.器（迎• 上錘• 片）、イi器（軽イ［・サヌカイト片）が出 Kした。

2SK1005 (Pig.43、Pla.43)

Wl5地区に位附し、平而プランはイ湘整梢1-1-J形状を呈する。追構内の東部と西部ではテラスを認め、中

央部は更に深くなる 。 規模は艮）~lll.80m、短軸0.85m、残j塙は約0.25m を測り、心l軋はN-40° 54'
52" -Eを示す。 辿物は弥生士器（甕．鉢 • 片）が出 I:した。

2SK1006 (Fig.43、Pla.44)

Cl7地区に位囮し、平面プランは隅丸長方形状を呈する。規模は長軸1.95m、短軸0.66m、残悩は

約0.40mを測り、 主軸はN-36°15' 14" -Eを示す。埜面は直 lこし、底面はほぱフラットであるが

土J憎断面観察では長辺両端部底而が若下窪んでおり、土堀築にみられる小口板の痕跡とも考えられるこ

とからその可能性も捨てきれない。 追物は弥生 J::器（甕 ． 鉢• 片）、石器 (1111石・サヌカイト片• 県曜石

）ヤ）力l/JJtした。

2SK 1007 (Fig.43、Pla.45)

Al8地区に位四し、平而プランは隅丸長方形状を見する。底而は巾央部がやや邪んだ状態で準而はほ

ば直上する。規校は長軸1.63m、短軸0.69m、残悩は約0.51mを測り、キ．軸はN-4IO 59' 14" -E 

を示す。 辿物は弥生土器（甕 • 高坪• 片）、石器（サヌカイト片）が出上した。

2SK1008 (Pig.43、Pla.45)

E19地区に位岡し、平面プランは隅丸長方形状ないしは梢円形状を限する。底而は中央部が窪み、壁

而は緩やかに立ち I:がる。規校は長軸 1.93m、短軸0.91m、残閥は約0.41mを測り、主軸はN-29°

44'4211 -wを示す。 追物は弥1ミ k器（提 . )\·)、 石器（サヌカイト）ヤ • 県曜石片）が出 l: した 。

2SK 1009 (Fig.43、Pla.46)

El7地区に位附し、平面プランは桁円形状を展する。束fl!IJにテラスを認め、底面はほぱフラットであ

る。規模は長軸J.57m、短軸0.71m、残料は約0.42mを枇IJり、主軸はN-45°-Eを示す。追物は弥

生土器（甕・ 片）、石器（サヌカイト片）が出上した。

2SK1010 (Fig.43、Pla.46)

D」5地区に位阻し、‘町而プランは隅丸長方形状を里する。底面はフラットで壁面は直上する。規模は

長軸 1.39m、短軸0.81m、残高は約0.50mを測り、主軸はN-64°32' J 2" -Wを示す。埋七は黒茶

色粘fl土を基調とし、迫物は僅かに弥生 l灌月（片）が出」こした。

2SK1011 (Fig.43、Pla.47)

J J 2地区に位附し、平而プランは縦長の桁円形状を呈する。底面はフラットであるが一部の堅而は扶

れて袋状を哺する。規校は長軸 1.72m、短軸0.85m、残裔は約0.48mを測り、上軸はN-54°27'

44''-Eを示す。.l!R土は黒茶色士を基潤とした3刑に分/!!iされたが各肘からは散在的に炭化物が認めら

れた。追物は弥生上器（糊.J 「)、石湘（石庖丁• 黒曜石片）が出上した。

2SK 1012 (Fig.43、Pla.47)

H 1 2地区に位閥し、平面ブランは縦長のイ渭整桁円形状を 'r~する。辿構I村の南四部では浅いテラスを認

めたが、更に北束卜部の迫構底而に近いレベルからもテラスを確認した。北西部と怜i束部の壁而はピッ

ト状にオーバーハングした状態を示し、底而中央部にはその両ピットに挟まれた状態で別のピットが検

出された。規模は長軸2.76m、短軸 1.53m、残高は約J.14mを測り、 t軸はN-46°50'05"-Eを

示す。 追構の規校や状態から貯蔵穴として使)11 された可能性が考えられる 。 追物は弥牛土甜（盗 • 甕 ．

壺 . )',)、石器（紡錘車 ・ サヌカイト片 • 黒曜石）ヤ）が出 Kしたc
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2SK1013 (ドig.44)

.J 18地区に位判し、 -,~17rfフランは行'1 ド im~人をIItする 規校は1<11,1110.97m、知軸0.68111、残記iは約0.22

mを測り、 I柚 はN 46'23 50" -Eをぷす .lll'I・. は烈茶色枯灯,.を凡月とし、追物は弥'I:L淵

Ot・Hlかf侑力、に出 Iした

2SK1014 (Fig.44、Pla.48)

Ll9地区に位i11lし、 'I'而フランはtHl1J形状を 111する。底而はフラットで町(ffはほば11'1I・. にヽ ［ち I:がる。

規校はlと軸 I.51 rn、短軸089m、残此jは約0.37mをil[IJり、 l:11咄はl¥-51'20 25・・ Wをポす。雌 I・.

は淡！！、し茶色 I.をJ,品月とし、辿物は弥'I:I 湘~(地・ n·) 、イ i沿（サヌカイト）「）がIll Lした

2SK1015 lFig.44、Pla.48)

Cl7地11..に位沢した和奸IIf~ 状の I_J,tて、底面はフラットでりり川はほぼ11'1I: する 規校は行 1.26-

l .37m、残閥は約 1.14mを測る 雌 uよ枯性が強く 13/l''iに分II''/されたが炭化物は品められて tヽ なし¥)

辿物は弥'I:I・W.-} (迎 .,:':, . J'.-i、（澤（イi鏃 ・サヌカイト）j・) がII¥Iした

2SK 1016 (Fig.44) 

Ll2地l.i<に位洲した方形状の l)Aてある 底而中央付近に小ヒット 3穴を必め、規校は1計軸0.87m、

短傭0.77m、残仙は約0.40mを測り、 H叶lはN-38°39'35"-Wをぷす iり！卜は黒茶色 I:を J.~.淵と

し、迫物は皆無であった

2SK1017 (Fig.44) 

Kl3地IX.に位誼し、 'I~而フランはm1 11 m~人をりする ，底I厠はほぼフラットで、規校は1f0.76-0.86m、

残閻は約0.53mを測る 罪 l.は黒茶色 Jを凡淵とし、迫物は弥'I=.I盈i(姫 .}¥・)、{I沿（黒曜 (jJ',・) が

Ill I. した

2SK1018 (Fig.44) 

f: 15地区に位附し、平面プランはイ＜整桁111形状を 11tする ＿極めて残(i-状況は：患く、規校は長軸 1.66m、

短軸0.62m、残邸は約0.06mを測り. 1: 軸はN-34 12 5T -Eをぷす_Ill Iこ迫物はなし 'Q

2SK1019 (Fig.44、Pla.49)

19地区に位 ti'l したイ堺仰JJf;~人の J:!i(で、底riliはほぼフ ラットで咽而は 11'1I: する 規段は径 I.73--.. 

l.90m、残翡は約0.91mを測り、雌 I・は Fl11にしたかって粘付か怖くなり、辿物は弥'I:I 盟 （鉢 • 炭 ・

J ¥)、 I: 1~ ふ~1111 (紡錘 ,11.) 、イ i鼎 (Ii!\ ィ， · ;.~{B/11 イ I J ¥・)が出 Iしたし

2SK1021 (ドig.44、 Pla.49l

.19地 Iメに位ii'L し、 'I勺fli フランは閥丸l乏/jJf~状を堪する 北束部に浅いテラスを認め、規校は1<11~1 l.50 

m、短軸0.87m、残闘は約0.48mを測る l・. 軸はN-46°50 51" -Eを小し、弥11・.I岱（疵 ・片）

か僅かに出 J:したe

2SK 1024 (Fig.44、Pla.50)

Fl I地1人に位汎する.,r 1fli フランはイ~r.~m1リ形状を '1しし、迫構の lt-i束部は2SK1025を切る 1+-1東部

にテラスを認め、底部はほぼフラットな状態を示す，説校は比jqlJ2.29m、短軸 1.65rn、残高は約0.63

mを測り、 I: 軸はN-ss・ 1s・36" -wをぷす。辿物は弥'!:.l'. 僻（鉢 ．迎.J'r・)、.l少ふ品 (1-.錘）、イi器

（サヌ カイトJ¥・. !1しIll,'ィ1片）がIllI・ した

2SK 1026 (Fig.44、Pla.50)

G12地lメ．に位ii1lし、 'I;:而フランは縦長の+r・;I 1 I形状を',!する 辿構JJ、lは南部から北部にかけて段1平を'[.:_

じながらi'iiち込み、規校は長軸2.28m、知軸0.90m、残はjは約0.63mを測る 。 l: 軸はN-2 00' 

09" -Eをポすe 追物は弥生 」：盟（疵 • 、:,:~ . J'OがIllI: した J

2SK1033 (Fig.45、Pla.51l 

KIO地J.t.に位骰する 'I哺ffフランはイ河叶,・jド1形状を惜し、辿悩の先後1関係 （古ー祈）は2SD1031一
2SK I 033 •2SP1079てある し 底部は級やかに中央部か打んており、底I伽lからは廃屯された迫物が泌め

られた。規校は長軸2.26m、知軋Ii1.48rn、ク父似jは約0.73mを測り、 じ軸はN-44°0I'44" -I・: を示

す 迫物は弥't.l: 沿 （別 ・ヽ蔽 ．）｝ ）、 I: 製/1111 (I'. 錘）、 11盈i(サヌカイト）',・)かIllJ・ した
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2SK1038 (Fig.45、 Pla.51)

J 18地区に位ii1lする 'I勺面プランは咄丸長）'j形状を＼！し、辿構の先後関係（古→新）は2SKI 038-

2SD I 041である 追構内の束部ではテラスを認め、底I頂に近tヽ レペルの第5・6彬からは廃棄された追

物が集中して認められた 規校はli軸2.60m、短軸 1.33m、伐・::iは約0.72mを測り、 J:fijllはN 56° 

53' 19" -wをぷす<; 出物は弥'I~I閤（迎 . t:(. Jヤ）、｛澤({j鏃・サヌカイト），1..),1、しll!H{i片）がII¥I: 

した

2SK 1 039 (Fig.4 5、Pla.52)

1-120地Iメに位間する ,,,l 1fiiフランは縦l之(/)tf・jllj形状を＇せし、辿構の先後関係（占→祈）は 2SK1059

→ 2SK1039である 底rriiはほぼフラットてあるが、底血北西部から 1穴の小ピットが，.iめられた 規校

は比軸3.10m、短軸1.42m、残研は約I.OOmを測り、 L軸はN 44°01・44"ー＼＼をぷす。ju物は弥

) I: I: 器（迎• 泊f. Jけ、 I。製品 (I:錘）、イi沿（サヌカイト）「）がIllLした。

2SK 1045 Wig.45、Pla.52)

F17地l人．に位訳する ‘ド而プランは隅丸長/j形状を',!.し、検/111面は投乱を受ける 底部はほぽフラッ

トで煎IHIは紛やかにヽ'i.ち I:がる 規恨は1<刺11.55m、知軸0.81m、残l品は約0.31mを測り、 1ぅ抽はN

-s2・ 14・29" -wをぷすc 辿物は弥生 l盟 （ 甕 .J ,・)、イi湖（サヌカイト）「）が出 l・.した。

2SK 1046 (Fig.45、Pla.53)

F21地区に位間する ,y面フランは隅丸Ii形状を11tし、途中を2SKI043に切られる 底部はフラット

で咽而は11'(I・.する。規校は長軸 1.65m、短軸 1.19m、残闘は約0.99mを測り、 1漕11はN-36°36'

25" -Eをぷす。辿物は弥生 I.沿（鉢・ 烈.Ji・)、石沿 (.II{曜石）',・)が出 I:した

2SK1047 (Fig.45、Pla.53)

E24地区に位間し、,,,:而プランはイ丹登111形状を湛する。底部はやや北部がドがり兜liiiはほぽn'(I:する。

規校は径I.OOm、残似iは約0.45mを測り、辿物は各）1v/から散イo,りに認められた 。 追物は弥生上牝~(迎）

か/1¥上した

2SK1048 (Fig.45) 

E26地区に位府する。平而プランは隅丸長）'j形状を間し、追構l人）の北束部にテラスを，認める。怜i西祁

は更に一段深くなっており、長軸2.23m 、短·~IJ0.96m、残悩は約0.63m を測る 。 t軸はN-30° 57'

50" -Eをボし、迫物は弥生 1~監（毀）、｛隣 (I叩 i・イi:と）が111I: した

2SK 1049 (Fig.45) 

115地lメに位岡し、‘ド而プランは1叫丸1と方形状を情する。底1t1iはほぼフラットで中央部がやや代んだ

状態をポす 規悦は長軸 1.69m、短軸0.93m、残閥は約0.65mを測り、 杓抽はN-43°0I'30" - W  

を示す。迎物は弥'I:.I~ 樅（翌~.)'j) 、イ i湘（イ i庖「 ・ 黒llt,l{i)\-) が /11 I'. した。

2SK 1050 (Fig.46、Pla.54)

F14地区に位訳し、 'I~r面プランは隅丸Hli形状をりtする 。 辿 t'/Jの先後 1関係（占一新）は2SK1052·

I 053-2SK1050である 底而はほぼフラットであるが咽而は袋状をほする。規模はli柚2.50m、短軸

1.08m、残閥は約 1.15mを測り、 F軸 はN-42°46'08"-Eを小す。i'HI・. は黒荼色 I一．を基濶とし、

r汀・の炭化物も認められた。追物は弥生 l盟（蓋 ・甕.)',・)かII¥I: し、二次焼成を受けた河原イiも認め

られたc

2SK1051 (Fig.46、Pla.54)

Kl I地IX:に位訊し、平面プランは隅丸1~/j形状を ',tする J 追糾1J..J の南西部と北束部ではテラスを 1認め、

中央部は史に一段深くなる。規校は長軸2.53m、短軸 1.35m、残絲は約0.65mを測り、主軸はN-

34°59'31" -Eをぷす。埋 I・.は黒茶色 I:を括調とし、 部で店「の炭化物も認められた。辿物は弥'1:
l湘i(甕 .)「)、石沿（紺i錘*・サヌカイト）',・)が出 I・.した。

2SK1052 <Fig.46) 

F 1 5地 lメ．に位 i~Iする ， 南 'jt, 部を2SKJ050に切られ、底部は中央滞に向かって落ら込む。残翡は約

0.66mを測り、埋 I:は県茶色 LをJ,且調とする c 迫物は弥）•に上淵（災• 片）、イ［器 (~.I.しIll,!{ i片）が出 l・.し

た。
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常用日田行遺跡（第2次調査）
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Fig.45 土坑 (2SK1033・1038・1039・1045-1049)実測図 (1/60)
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常用日田行遺跡（第2次調査）

2SK 1 053 (Fig.46、Pla.55)

F l 4地区に位ii'l し、辿構の先後,~,係（古一新）は2SKI 053-2SK I 050・I 077である。規校は明らかで

なしヽが残存した辿構のl雑IIは1.95m、短軸J.44m、残点iは約0.82mを測る。 l:Jiql1はN-43°49'5I" — 
Wを示し、埋上は黒荼色 LをJ,閲澗とする。追物は弥'r-.I僻（疵 .J',・)、イ澤（サヌカイト）「）が11¥I.: した。

2SK1065 (Fig.46、Pla.55)

C25地lぶこ位附し、平面プランは桁11J Jf多状を情する 辿構内の南西部にテラスを認め、 lJ軸 1.30m、

町訓0.85m 、 残似は約0.28m を測る 。 1り胤l はN-52° 25'53 '' -Wをボし、迫物は i梢かに 1~Ji~1:. I: ;r,1 

（）＇，．） 力りHl: した。
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Fig.46 土坑 (2SK1050-1053・1065)実測図 (1/60)
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常用日田行坦跡（第2次調査）

不明遺構

2SX1111 

Q35地 lぶこ位岡した i留まり状の追構で束部から西部にかけて ~ij,JIムになり、西側は調住区外へ｝災I片lして

いたため規朕はイ~IIJ-Jである 。 辿構内の側） ，1培ilには幾つかの小ピットを泌めたが、配i代的には規則性はな

かった中央部はほぼフラットなrl!iを',{し、残科は似大で0.78mを測る 辿物は•JfJi'l: I: 閉H(J 11・）、釘i恵

湘（牙）、行牝8{サヌカイト）'1・) が：I¥ 1.: した

(3)出土遺物

溝

2SD 1001 (Fig.4 7、Pla.56)

石器

イi鏃 (I・2) Jは黒曜イjをイ［材とした挟りの浅い二等辺：：：rり形の石鏃である。完形で1玲iな二次）111工

整形を表災而に施す。inさは0.7gをftl:る 2はサヌカイト製で扶りの浅い二 、^序辺三角形を堪する。表面

のイi側脚部をク＜狽し、災而の中央部には剥片素材時のポジテイヴ1'1iを残すU 屯さは0.5gをfiる。

2SD1030 <Fig.47、 Pla.56)

石器

イi鏃 (3) サヌカイト製で挟りのない．．等辺二角形を惜する。 表面の中央部に求IJJヤ索材時のネガティ

ヴlfri、災而にはポジティヴ而を残し、周緑に一次）m 1: を施して刃部を作り出す。屯さはJ.2 gを凪る。

2SD1032 (Pig.47、Pla.56)

磁器

白磁

椀 (4・5) 4は11縁部の細）ヤで、索地は淡灰色の動質で0.5以下の白色微砂粒を含みきめ細かい。釉

は淡灰色の透lり1釉を施す。5は底部の細片で底径6.4cmを似原する。索地は淡灰色のli見行で0.5以ドの

!'I色微Ii少粒を含みきめ細かい。淡灰色の透lリ1釉を見込み、底部外而、,¥':;台存11外而に施釉し、 l碕台 11、J と 1',~

付け部は釉が掻き取られでぷ胎である。兄込みには櫛11文が施されている。

青磁

椀 (6) 底部を欠肌した紅llJ卜で「I 径 1 4.0cmを似原する 。 日縁端部は I~綽状を県し、淡灰色の索地にや

や青みがかった透IIJI釉を内外面iにJi/めに施釉する ，内外而には細かいl'f人が認められ、見込みは淋胎で

ある。

2SD1041 (Fig.47、Pla.56)

須恵器

捕鉢 (7) 底部の細片で備1i1i系と息われる。イ本部l人l而に 10本汁'1.位の櫛IIを施し、外底は未調整、その

他はヨコナデの調整である。

片口鉢 (8) 「l径27.7cm、底径9.2cm、閤邸 11.0cmを測る。 E緑状の11綽邪を惜し、 n縁部内外而はヨ

コナデ、 1本部と底部の内外r葡はヨコナデ後イ＜定方1t1Jのナデ、外底糸切り離し後ナデである。i本部l勾而 I:

位には粘 t紐痕が残り、｛本部1J..Jr而卜:.位から底部にかけては使用による磨耗痕が認められる。東播系か？

磁器

白磁

椀 (9} 底部の細片で底径5.0cniを復}J;tする。淡I火色の素地に薄いけ灰色の透明釉を内面と外面の K位

までかける 。釉は貫人を認め気泡が多く含まれる。体部下位と料台部は紺胎でヘラケズリされている。

見込みにはヘラによる片彫り文様が描かれている。

鉄製品

）］子 (IO) 表災l面は9りによる腐食が進行し、刃先と怪}j{.の両端部を欠狽する。視（孔乏は 13.2cm、最大

幅は2.5cmを測るc

2SD 1 058 (Fig.4 7、Pla.56)

石器

紡錘 I.ド(I1) イi材はJ',・岩製で最大径5.2cm、Jリさ0.5cmを測る。中央の穿flは表災iriiから穿たれており、

内fL径0.8cm、外イL径J.Ocmを il!IJ る 。 ~n さは23.0g 。
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常用日田行遺跡（第2次調査）
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Fig.47 溝 (2SD1001・ 1030・1032・ 1041・1058・ 1060)出土遺物実測図 (1/2・1/3・ 1/4)
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常用日田行遺跡 （第2次調査）

掻閉H(12) ファーストフレークを索材としたサヌカイト製の掻器で、表而のト・部と左側面部に大きく

「J然而を残す。表而上部にはネガティヴ而、裏而下祁にはポジティヴ而を残し、周緑に粗い二次加［を

施して刃部を作り出す 重さは20.8gをf1tる。

2SD1060 (Fig.47、 Pla.56・57)

弥生土器

班 (13・14) L3の底部は絞り込まれた平底を混し、底径8.8cmを測る,iJ、:1而はt具ナデ、外面は一部

で刷毛11痕を認めるが大部分はI粁耗のため調幣不明である。 14は口縁部とその下位に!!1り付三角突帯を施

し、口径は27.0cmを測る。l粁粍により調整はイ珊1である」

袖r(15) 口緑部の細片で鋤形のn縁部を'iし、口径22.4cmを復原する。口緑端部はヨコナデ、口緑部

外面はミガキ、口緑部l村而は1秤耗のため和明である。

石器

扁平片刃,(j斧 (16) 石材は泥•岩製と思われ、晶部と表而右側綿を欠肌する 。 断 l面形は長方形を呈し、

全面を研序する c 重さはI1.4 gを硝る。

土坑

2SK1002 (Fig.48、 Pla.57)

弥生土器

甕 (17) 底部の細片で底径7.55cmを測る。内而の底部日立は「．具ナデ、下位はナデ、底部外面は刷毛

目である。

2SK1004 (Fig.48、Pla.57)

弥生土器

裂 (18) 底部の細片で底径5.7cmを測る。底而の中央部に内孔径1.2cmを測る穿孔が両而から穿たれて

いる。附耗のため調整は不明瞭であるが、外而には僅かに刷毛LIが認められる。

2SK1005 (Fig.48、Pla.57)

弥生土器

Jfil (19・20} 19は口径26.0cmを復原する。11緑部とそのド位に刻H三角突楷を施し、口糸球部内外而

はヨコナデ、 1本部外而は刷毛l」、（本部内I前は指押さえの調整である 。20は細）ヤで「I縁部は如邸状を足す

る。口緑部下位には断而三角状の突帯をt!c'iり付ける。口緑部内外而はヨコナデ、体部外面は刷毛ti、9本

部内面はナデの調整である。

鉢 (21) 完形の小咆の台付鉢で「l径 l0.05cm、底径4.9cm、器悩7.4cmを測る。・（本部外而は刷毛IJ、そ

の他はナデの調整である。

2SK1006 (Fig.48、Pla.57)

弥生土器

甕 (22・23) 22は細片でn緑部とその F位に刻11三角突楷を貼り付ける。23は小型鉢の完形でn径

6.7cn1、底径4 . 6cm、 :>.:{i•.'1i8.45cmを測る 。 底部は平底で肩邪はややl人lfl:Ji し、口縁部はほぽ1 1'(1-:に立ち」：が

る。体部外面は刷毛目、その他はナデの調整である。

石器

敲石 (24) 石材は安111:岩製で表災面のほぽ中央部に敲打痕が残る。全体に二次焼成を受けており重さ

は299.5gを獄る。

2SK1007 (Fig.48、Pla.57)

弥生土器

糀 (25-28) 25・26は口縁部からイ本部にかけての細片で「I縁部とその下位に三角突帯を施す。25は

II径25.0cm、26は20.4cmを似/Ji(する。27・28は底部の細片でともに絞り込まれた上底を屋する。27

は7.0cm、28は6.4cmを測り、 27の外底には籾痕が残る。

2SK1008 (Fig.48、PJa.57)

弥生土器

批 (29) 如意状を足した口縁端部に刻日を施し、更に口縁部下位には刻「l三角突帯を貼り付ける。n
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常用日田行ロ跡（第2次調査）
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Fig.48 土坑 (2SK1002 · 1004~1008 · 1011) 出土遺物実測図 (1/2·1/3·1/4)
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常用日田行遺跡（第2次調査）

径20.0cmを復J;j{し、 11緑端部内外l面はヨコナデ、 II綽祁外而は刷 Ell、1人11mはナデで、 1本部外面は剥落

のためイ~rり1 である 。

2SK1011 (Fig.48、Pla.58)

弥生土器

低 (30) 11緑端滞は貼付による如意状11綽をf.Jし、端部に粗く刻11が施される f I径23.9cm、底径

6.0cm、器研24.8cmを測り、 11縁部内外rtffはヨコナデ、内而は［具ナデ、外頂i1-.'I', 部はMU毛11。 ド藩部

はナテの調幣であるこ

石器

石庖 r(31) 紐部からj)祁にかけて残仔した糾IJ',・ でイi材は片府製である m製の両｝］タイプでif（さは

1.1 gをMる＂中央邪2ヶ所に施された紐部の穿孔は両而から穿たれており、内孔径は0.5cm前後を測る。

2SK1012 (Fig.49・50、Pla.58・59)

弥生土器

蓋 (32) 天JI部から r1綽部にかけてはやや踏ん張った 「ハ」字状を閑し、口径26.0cmを測る。火）1: 祁

内外而はミガキ、 11縁部内外而はヨコナデである。

骰 (33--40) 33 ...... 35は口縁部とその卜位に三角突衛を施したII綽部から｛本部にかけての破片である。

n径の法lttは33は28.8cm、34は28.6cm、35は38cmを測り、このうち34と35は三角突術に亥IJ11を施す

36・37は1本祁から底陥にかけての般J',で 36は底径7.3cm、37は底径9.0cmを復原する。37は体邪が外

反しているため壺になる可能性も埓えられる。38は如忍状II縁を見し、 r1縁端部に亥IJt-1を施す。II径は

18.0cmを測る。39・40は底部の細片で中央付近にlサfLが1人）外而から穿たれている。 39は底径7.0cm、

内イL径0.4cmを測り、穿礼は焼成前lに穿たれてし Iる。40は底径6.2cm、内孔径 1.0cmを測り、焼成後に穿

孔を穿つ。

鉢 (41) 小型で口径9.6cm、底径4.8cm、r.i高6.5cmを測る。外底は 1魂．底で、 11緑端部l刈外而及ぴ底端

部はヨコナデ、その他はミガキである。

~ 地 (42--44) 42・43は口緑部の細片である →42は11径17.2cmを測り、 n緑端部内外面はヨコナデ、

n緑部1J、Irf1Tはナデ、口f球部外而は刷毛日である。43はn径20.2cmを似J屈し、 Id部外面に2条の沈線を施

す。11緑祁1J、]外而はヨ コナデ、 Jij部外面はミガキ、訂部l"lH1iはナデである 44は 1-.'杓部と下｀杓徹の個体

がli"i)ーであったので図面 t-.で接合したものである 。 11 径 1 6.8cm、底径7.9cm、腐f~26.0cmを復原する 。

11縁端部はややIJE!似させやや限めのVJ盤状の底部を tr!_する。11縁端部内外而はヨコナデ、 Ji=f部外面はミ

ガキ、 ｛本部から底部にかけての内外而はエ具ナデで、外底は木調整である。

石器

掻瑞 (45) イi材はサヌカイ ト製で長さ8.4cm、最大幅6.2⑰、屯さ77.2gである。表而のイi側）M縁部

とlて端i邪にl'I然而を残し、周緑部に粗いて次tJIIT. を加えてガ部を作り /l'iしている。表而中央陥にはネガ

ティヴ而、災面中央部にはポジティヴ而が大きく残る。

円盤状石製i'i,',(46) 石材は｝げ澤で全体は研Jflされている。最大径4.7cm、/1/. さ0.4cm、屯さ 16.8g

で、表裏而の一部は求IJ離している。

2SK1014 (Fig.50、Pla.59l

弥生土器

甕 (47・48) 47は「l縁部とそのド位に三角突術をl!i'iり付け、 11径29.35cmを測る。調整はJ丹耗のた

めイ澗II月瞭である。48は底部の細片で底径8.1cmを測る。 K底を限し、絞り込まれた底部の11'(卜．に IfLの穿

fLを施す。穿孔は焼成前に穿たれている。

2SK1015 (Fig.50、Pla.59)

石器

fi鏃 (49) 石材はサヌカイ ト製である。表而の左側JJ,脚を欠肌し、快りの浅い二等辺三角形を旦する，

表災而には二次加 lこ整形を施して恭J片素材時の面を綺廊に除去し、周緑にも刃部を作り I.I¥している。
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常用日田行遺跡 （第2次調査）
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Fig.49 土坑 (2SK1012)出土遺物実測図 (1/4) 

2SK1019 (Fig.50、Pla.59)

弥生土器

甕 (50-53) 50は口縁部とそのド位に貼付三fり突布を施し、口径 19.8cmを復原する。口緑部外面は

ョコナデ、口縁部内而は指押さえ、体部外而は刷毛11、（本部内面はナデである。51は底径7.0cmを測り、

底部中央付近に内外而から穿flが焼成後に穿たれてし 、る。52は平底を',lした底部の細片で底径は7.0cm

を測る 。 53は小咽迎の完形で n径8 . 5cm、底径4.65cm 、 ;f~高8.1cmを測る。1-::1縁部内外而はヨコナデ、
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Fig.50 土坑 (2SK1012・1014・1015・1019)出土遺物実測図 (1/2・1/4)
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常用日田行遺跡（第2次調査）

｛本部内I頂I:位はミガキ、（本部下位から底部の内而と外底はナデ、（本祁外,Mは削 LIiである-

土製品

紡錘巾 {54} 蚊大径4.3cm、I)、J孔径0.6⑳、 /'lさ1.0cm、i「［さ21.3gの:,辺形の I:製紡錘ti[である 色調

は暗茶褐色を'ilする口

2SK1024 (Fig.51、Pla.59・60)

鉢 (55) 11緑部にプ角突堺を施し、 II径24.0cmを似原する 体部外而に）面lj毛11.凋幣痕が残るがこの他

は原耗のため調整心リlである
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Fig.51 土坑 (2SK1 024・ 1 033)出土遺物実測図 (1/2)
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常用日田行ロ跡（第2次調査）
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Fig.52 土坑 (2SK1035・1037)出土遺物実測図 (1/2・1/4)
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常用日田行遺跡（第2次調査）

疵 (56----59) 56は底部をク(Hlした提で、口緑部にザり突術を施す。11緑滞外,,,,の一 .~~に煤が付杓し、

11径23.5cmをiUIJる 及而は｝秤托のため』割杓ド明である0 57-59は底部のI波片で57・58は I::底を＇立すろ

57は底径8.6cm、58は底径8.1cm、59は底径8.3cmを測る

士製品

投弾 (60) 長さ4.0cm、最大径2.5cm、iTfさ17.9gの完形の投弾で凋幣はナデである C,

2SKJ033 (Fig.5J、Pla.60)

弥生土器

斑 (61) ほぽ完形に近しヽ盤でn<i24.05cm、底ff7.85cm、闊·:s26.35cmを測る ~ r I緑滞とその卜•位に

こfり突堺を施し、 tiI・ 内側に突出する。 1 1 綽祁内外 ifliはヨコナデ、（本部から底部にかけての外訓は屈II~

H、内而はイ淀方Ji'rJのナデである 。

咄((62) 底径7.6cmを測る。（本部から底部にかけては籾やかにi舒111,し、底部は K底状を用する。澗整

は1人］外而ともにナデである

2SK 1 035 (Fig. 52、 Pla.60・61)

弥生士器

蓋 (63) つまみ部径は7.3cmを測り、 K端面は'li'.JIlである つまみと火） t-f111の間には三角突•印を施し、

外而は刷毛11、つまみ部I人j而及び天）隣畢l面はナデである "XJI: ~ 邪jJ、Jr併には煤が付ぷiする。

鉢 (64) 11縁端部の断而形は三角状をりtする.,11緑端部からJJ..J而にかけてはミガキ、 11縁淵｛外而はヨ

コナデである。

壺 (65-74) 65は門径27.6cmを似I泉し、 n縁部とその F位には :_rり突術を施すr- 66は口緑洲にやや

垂れドがった三角突術を貼り付けし、「I径26.8cmを似原する。67は11縁祁とそのド位に亥IJrI三角突柑が

施されるが、 l秤耗のため上位突術のみ刻11が行取される。68-71は底部の細片で68・71が,,,:底を堪す

る。68は底径9.8cmで外底には硲痕が残る。69は底径8.3cm、70は底径7.6cmをit!IJる_71は底部中央に

内イL径0.5cmを測る円孔が焼成前に穿たれ、底径は6.4cmを測る ,72は11縁部細片で端部に刻11二角突堺

を施す、突堺部はヨコナデ、「l縁部内而は指押さえ、 11緑端部内外l面は船l毛11である。73・74は大型迎

の「I緑部細片で74の11緑端部 I:ト端には亥IJIIが施される。

へ他 (75) 外反した11縁部の細片で11緑部の端部とI刈面はナデ、「 I縁部外T(ITはヨコナデ、「I緑部下位は

刷 r:r 1の調整である。

土製品

投弾 (76) J°r. 形で法t,1は長さ4.75cm、lrz大径2.8cm、爪さ26.8gである。色調はnit茶褐色を間する。

2SK1037 (Fig.52、Pla.61)

弥生土器

甕 (77-80) 77-79は11緑部の破）iで「I縁端部とその下位には刻II三角突船が施される 77は日径

34.6cm、78はn径33.4cm、79は31.6cmを似I原する。80は大咽提の口縁部細片で11綽端部の l:端部と

ド端部に粗L ヽ亥IJ~ I が施される 。

咄f(81) 底部の糾I)¥・で底径 11.6cmを測る。底陥l人）1(Jjは指押さえ、外面は 1:具＋デである

2SK 1 038 (Fig. 53、Pla.6l・62) 

弥生土器

捉 (82・83) 82は11縁綿の破片で、 II径26.8cmを測る 「l緑部とその下位に刻rl三角突常を施す。

83はイ本部から底部にかけての（波）「で底径7.4cmを復/Jばする。（本部 1-:方に l条の亥il[IJl. り付突術を施す。

石器

ィi鏃 (84-86) 84・85はともに快りの浅い一窃辺二角形を閉した完形で行材はサヌカイト製である。

僅かであるが表lfiiにはネガティヴ而、災而にはポジティヴ而を残し、周緑には二次）)II工を施してメ）祁を

作り出してし るヽ。84は項さ l.4g、85は0.9gを駄る。86は逆ペース形を1ttした県曜イ」製のイi鏃である。

表災而に細かな二次tJlll整形を施して剥片索材時の求IJ離面を綺麗に除去している。爪さは2.0gをlilるし

紡鐙II(87) l、半部を欠胆した）渭製の紡錘巾で、最大径4.5cm、Jりiさ0.5cm、ff(さI0.6gである。

穿孔は表災而から穿たれており、内孔径は0.45cmを測る。

-80-



常用日田行遺跡（第2次調査）
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常用日田行遺跡（第2次調査）

2SK 1 039 (Fig. 53、Pla.62)

弥生土器

捉 (88-90) 88はし Iわゆる段烈と称される 11緑部の細）ヤで、「l径29.5cmを復!Jilする 3 □緑端部は如

意状を~{し、 11綽部外而を JI印させて「l緑部 F位に突術を作り tiIし、 11緑端部とその下位に亥IJIIを施す，

11緑端部内外『ffと突柑部はヨコナデ、 n縁部外而は細かな刷r:11、r1緑部内1Iliは r.具ナデである 89は

「l縁部とその下位に刻II二角突術を貼り f,Jけ、n径24.0cmを測る。11綽部内外面の調整はヨコナデであ

る。90は11縁部のみに貼付―Jり突常を施し、 11径2l.Ocmを測る a (本部外11iiには細かな刷U Iが施される

鉢 (91) 11径26.4cmを復l泉し、 11緑端部はやや）11irll1しながら外反する。調整は原耗のため心IJJI脱であ

るが、 11縁部外lfliに僅かながら刷Ell調整痕が残るぐ

石器

イillll(92) ii さ 22.0cm、 t~ii'i l 5. 9cm、 1~1 さ 6.0cmを測l る C イ i材は不明で、及災而を砥而として使川して

いる 屯さは3.935kgをlJしる。

2SK 1045 (Fig.53、Pla.62)

弥生士器

糊 (93・94) 93はほぼ完形で「I径33.45cm、底径8.9cm、湘似140.7cmを測る c 「l緑部とそのド位に

=.tり突惜を施し、底部は ]-.底を堪する"'n縁；・tll内外而はヨコナデ、（本部から底部にかけての内而iはナデ

で外而は附耗のためイ-::rリJI脱であるが僅かに刷T;JI調整を認める 94はfI絲端部に＝．角突術を施し、 n径

24.8cm、底径7.6cm、 温・:s23.9cmを測る。「l縁滞内外i面はヨコナデ、｛本部と底部のI村面はナデ、（本部外

而は1贔IJ毛日、底部外而はヨコナデである。

2SK104 7 (Fig.54、Pla.62)

弥生土器

庶 (95・96) 95はII径32.0cmを復）J和する., 11緑剖iは鋤形をほし、 f本部外而に 1条の三角突堺を貼り

付ける。 体部は球形を情し、「l緑陥内外1f:1jと突堺部はヨコナデ、 i本部上位はミガキであり、その他はl秤

耗のため調整不Iり1である。96は大型庶で沿形は95と近似すると息われる。最大（本部径は55.3cmを測り、

「l綽端部JAJ外而はヨコナデ、「I縁部外面iはミガキ、｛本部ヒ位は闊毛II、体部下位は t具ナデであるが、

その他はJ評耗のため調整イ~IIJIである

2SK 1 048 (Fig. 54、Pla.62)

石器

イ澤 (97) {j材はサヌカイト製でつまみ祁の細片である。表面には叔JJ'i素材時のネガティウ而iを残し、

災面にはポジティウ而iを大きく残す。，nさは3.0gをl.1tる。

敲イi(98) 安111府製の1.11礫を利川したもので、表災I面のlド央部と表而れ側}.'ii綽部に敲打痕が詔められ

る。iT(さは350gをl,tる。

2SK1049 (Fig.54、 Pla.63)

石器

ィi庖丁 (99) 粘板料製の磨製ィ,1位rでfT'I':.,邪以 1-:を大きく欠似する。弔さは5.1gを1nる。

2SK1050 (Fig.55、Pla.63}

弥生土器

盈 (100) つまみ部径7.0cm、11径25.8cm、湘邸11.3cmを測り、 11緑端部は1111状を'/する。内外而の

調整はミガキでn縁端部はヨコナデである 。

甕 (IOI) 「l緑部とその F位に刻II二角突術を施し、 11径29.8cn1を測る。11緑部外而はヨコナデ、体

部外而は[具ナデであるが、内1niは）粁耗のため調整利リl。
石器

イi鏃 (102) サヌカイト製で表面のI憚 IJ}ヤ脚を僅かに欠似する。扶りの浅い二 芍；辺三角形でJ1l,jJfiiに

次IJII-Cを施す。用さ0.7gをIItる。
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Fig.54 土坑 (2SK1045・1047-1049)出土遺物実測図 (1/2・1 / 4・1 /6) 
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常用日田行遺跡（第2次調査）
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Fig.55 土坑 (2SK1050-1053)出土遺物実測図 (1/2・1/4)

2SK1051 (f.ig.55、Pla.63)

石器

紡鐙It(I 03J イi材は）t杓製で最大径4.2cm、/'}=さ5.5cm、if(さ16.9gである。q,央付近には仙i而から

穿たれた穿孔があり、外孔径0.7cm、内孔径0.4cmを測る。
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常用日田行遺跡（第2次調査）
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Fig.56 土坑 (2SK1073-1075)出土遺物実測図 (1/4・1/8)
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常用日田行遺跡（第2次調査）
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Fig.57 土坑 (2SK1074・1080)、表土出土遺物実測図 (1/2・1/4)
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常用日田行遺跡（第2次調査）

2SK 1 052 (Fig. 55、Pla.63J

弥生士器

甑 (104) n緑部に亥IHI三角突岱を施し、 II径 19.35cm、底径5.5cm、憐{j・,・;; I 7. 0cmを測る 。 併しく附

耗しているため潤整はイ~II)Iである

2SK1053 (Fig.55、 Pla.63)

弥生土器

梵 (105-1I 0) I 05・I 06は復）京時におt ヽて接点がなかったために個々の実測図を作成したがl•iJ 

個体と息われる。r1緑部とそのド（立に亥illI =.fり突沿を施し、底部中央には1人JfL径0.8cmを測る穿-flが焼

成前に穿たれている。 107は「I緑部とその下位に二角突術を施し、 11径24.2cm、I底径6.5cm、閤沿127.4

cmを復JJiする 。 調整は摩耗のためイ~11)1である 108は刻「Iを施した如意状11録を',1し、 11緑部下位には2

条の刻「I三角突帯を貼り付ける。11縁部外而はヨコナデ、「l綽部l大n面は指押さえ、イ本部内外面はエ具ナ

デの調整である。 109はn縁部細片で11縁剖Sとその下位に亥IJI]=J<J突帝を施す。 110は底部の細片で底

径7.2cmを測る -I 09・110の外l面には煤が付沼する<,

2SK1073-1075 (Fig.56、Pla.63)

弥生土器

咄i(I I I・I l 2) ともに2SKI 073 ...... I 075からの出 tl灌相で個々を接合し火測したものである。 lI l 

は11径 17.6cm、底径6.4cm、湘泊124.2cmを復原し、 /j'f部に2条の沈線が巡る。n緑部はヨコナデ、 M部

内而は指押さえとナデ、（本部から底部にかけての内而はナデ、 Jtl部から底；邪にかけての外面は刷毛II後

r: 具ナデである。 112は11径 18.6cmを復原する。 11縁部内外而は磨耗のためイ,1リl、Id部と（本部の内而は

[具ナデ、訂部と（本部の外面は柚Ju「l後「＿具ナデである

2SK1074 (Fig.57、 Pla.64)

弥生土器

捉 (113-I I 7) 1 I 3は大咽疵で「l径71.2cm、底径 l2.0cm、盟⑳79.8cmを復/J応する。「l緑端部は断

,,1r==. 角形状を h,1 し、「l緑部ド位に2条の沈線が施される 。 111軋名~It'I繍ドはややす（ままっており、胴部舷大

径は｛本部下位にある。Ill邦部liJ:)(径は58.8cmを復原し、底部は平底を社する。閉o'i而は著：しく磨耗しており

調整はイく明である。 I14はほぼ完形の甕で口径28.5cm、底径8.0cm、盟・.・:i2 7. 4cmを測る。如意状口縁の

端部に刻IIを施し、口綽[fl¥下位には亥1111突帯を施す。 「I縁端祁と突柑部はヨコナデ、体部から底部にか

けての内而はナデ、外rrnは縦方1,1)の「寧な刷毛nの調整である。 115・116は「l縁部とそのド位に=Jり

突堺を施し、 116には刻IIも施される" 115はn径25.0cm、 116はn径 18.0cm、底径7.0cm、W和匂23.4

cmを測り、口縁部外I面に煤が付柑する I 17は底部の糾l片で底径6.6cmを測る。

,M (l I 9・J 2 0) l I 9は 11 径 19.1cm、底径7.5cm、闊•,:i32.4cmを復Jtiiする Id部に2条の沈線を施し、

底部はやや]'/.めの円盤状を間する。n緑部内外,rirはヨコナデ、 Id部,,、1外而はミガキの調整であるがその

他はl評耗のため調整不Iリ1である。 120は胴部が球形を＼孔した勺：隠で底径 I1.9cmを測る。 （糾部"I位は磨耗の

ため調整イ,II)-]であるが、イ本部下位の内外而はミガキ、底部l人］面はナデ、底部外面は刷毛IIである。

土製品

堺台 (118) Ir]柱状を',tし、 ドm)径5.7cmを測る。 色謁は1り］梢荼色で胎 tは1・1色 ・亦色粒 fを少し含む。

2SK 1 080 (Fig. 5 7、Pla.64)

弥生土器

糊 (I2 1-123) 12 I は口縁部とその卜•位に亥IJI I三角突術を施し、 II径25.0cmを測る。n縁端淵iから突

術部まではヨコナデ、イ本部外l面はナデ、 11緑部内rfiiには指頭II痕が残り、（本 1・祁に煤が（寸灼している。 122

は「l緑部の細片で11縁部とそのド位に刻II三角突帯を貼り付ける。 l23は底部の細片で底径8.2cmをiJIIIる。

疵 (l24) 「I糸球部は大きく外J又し、 11径23.6cm、胴部最大径33.8cmを似l駁する。11縁端部と外而はヨ

コナデ、「l縁部内面と）汀部から底部にかけての外1f1iはミガキ、体滞JAi而はナデである。

表土採集 (Fig.57、Pla.64)

石器

イi鏃 (125・126) 125は小咽の烈II祉イi製石鏃で、元形であるがiむ11iのJi:側）｝賊I邪は短い 周縁に細
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かな て次）Jll l召．を施してメJ部を作り 1l¥し、災1fri,1, 央には求IJ片素材時のポジティヴlniを("11かに残す 弔さは

0.5gをhlる.126は（作かに先端陥を欠似する 」サヌカイト製でr「［さは 1.5gをl,tる 慨ね二等辺二角形

状を堪するが、両側辺部から1,t,fJJ辺部にかけては（侑かにJ,111111するe 表災而には こ次JJII:Cを施して求IJJ',索
材時の求lJ離lfriを除ムしている V

(4)小結

‘片調ff.I><怜j・1頌・部をrjI心とするやや小r',°:jし、地区からは弥'I;.時代1i1flUJ後'J',..._ tj I閲l1iii半に比定される t坑・
）炉、叫いの洲等の」関迫構を確認する ことができたが、その周辺部に 全つてはJII lftから近I町こかけて

の流路 ・溝吟が僅かに検出されるに ll・.まったc 周辺部において耕地利川のための人1船なf'jlj平を受けてLヽ

たためと息われる 。 弥屯時代の追構について 、 今次~~H-'f.は1次調代箇所の北側に隣接することからlti汀祓

穴から）発菜 U,tへと転川された上坑、多帷の石沿等、 1~11様の追構が確認されて t ヽることから同一集落と

して機能していたことが窟える。また、中lltの追構である溝の（召£は'V,該地区において盛んに上地利川

が行われていたことを示唆するものであり、 JlJ排水路や区画泄等の性格が埓えられよう -

追構の令体像については後屯において記述することとする
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常用日田行遺跡第2次調査遺構全体実測図 (1/300) 
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常用長田遺跡 （第1次調査）

3. 常用長田追跡（第1次調査）

(1) はじめに (Fig.60)

'ヽ,辿跡は筑後巾大‘図irn位 11rn fi665外に所任し、椋研6.....,7m位の低位段11:1-: にある V リ駐叫11し、y,fj

成枯盤整備Ji業に伴う筑後西部W2地区の」:9ドによ って、 JIU蔵文化財が破壊を受ける部分について発掘

調代を丈施した ＾ 今 111 1 は、新設の排水路，没1i1t 和E箇所及び而 r.·Hによ って削 'I~される部分を調代対象範

圃として調fil><.を設ii'{したしなお、調ft・1,時は周辺で行われていた発掘調代を含めて 「'iitJIJ辿跡群」と

して火施してし lたため ‘り辿跡は「Clメ：」と称し、迫構仮番~}はS-200-S-300を使）1-1したっ

調如面fi'lは1.225mで、瀾代は平成8年l2月に実施した， この11¥J屯機による 1<I: 除ム・（イi限会社福島

建設に委託）、辿構検出、掘削、実測、 'If真伽彩吟の作業を行った ， 1i問代は Ill 中剛、小林~(Iドが担‘りし、

柴IIi l剖I(視： fJりi虹 Ii教委）、野Iliff子の協）」を得た 調ftの結堤溝 .1: 坑・ビット等の追構が確認さ

れ、弥生」：器 ・｛澤等の辿物が出 I:した。

以下は調牡区内で確認された l:要な追樅や迫物について概述する

(2)検出遺構

溝

1$0300 

Fig.60 常用長田遺跡第1次調査地点位四図 (1/2,500)

A.15地区から西へ展Dりした南北溝で長さ約26m分を検II¥した。掘削は調印u1rm~·;; の制約により北部の

みを掘り Fげ、 I: 幅約5.0m、下1~Ml .7----3.0m、残研約 1.5mを淵11る。ii界の断lf!iJfクは逆台形状を~,tし、束

）怜には6本の丸fi(が穿たれており、更に溝底からは長さ約3m程度の丸太が確認されたが、各々の材質に

つし｀てはイ~ IV Jである 。 追物は弥,_I:. I: 淵（糊 .,:;(. J'r・}、uw器（片）、陶磁沿 (!Ill・椀 .)',・)、 {i甜（イiJ位

l・・イi斧｝等が出 I:したし

土坑

1SK200 (Fig.6J、 Pla.66)

18地区に位i~L し、‘白fii プランは縦長のやや笥1111 したイ渭整梢IJ.J形状をほする 。 底面はほぽフラットで一

部の煎面はやや輿まった状態をぷす。長軸約2.72m、短1!ql10.84m、残｛品は約0.57mを測り、 日訓は慨
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（甑 .Jヤ）、イi湘

常用長田遺跡（第1次調査）

ねN-54°27'44"-Wをぷす。l!M上は黒茶色粘質 I:を枯澗とし、迫物は弥'J-:.I僻

（サヌカイト片• 黒II祉石片）がIllI疇． したc

1 SK202 (Fig.61、Pta.66)

AES地区に位,?lし、平面プランは1叫丸長方形状を 11iする。底mi中央部付近にはイ湘整桁ILj形状のピット
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土坑 (1SK200・202・205・208・21 0・213・219・222・225・242)実測図 (1/60)
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常用長田遺跡 （第1次調査）

が検II¥され、長軸2.00m、知軸 l.06m、残似jは0.32-0.64mを測り 、 ヒ軸は慨ねN-64°54'59"

-wをぷす。辿物は弥'I=.闊:{ (甕• 片）、イ渭（サヌカイト）j1・)が111I: した

1 SK205 (Fig.61、Pla.67)

AC7地区に位附し、平而フランは梢111形状をばする。追構内の北西側面部は検ll'r部から約45cm袂られ

ており、長軋11l.47rn、欠(i.軸 1.05m、残料は0.97mをif!ilるぐ lこ:1lql1はN-44°23'55"-Wをポし、辿物

は弥牛 1-:?.H (迎.J'i ·) 、イ i甜（サヌカイト片• 黒IIM{iJ『）、種 f(イ;:rりI) がll'rI:. した。

1 SK208 (Fig.61、 Pla.67)

Y8地区に位附し、 'I勺面プランはI偶丸長方形状を＇化する 底lffiはほぼフラ ッ トであるがレペルは南部か

ら北部へ訓かって徐々に低くなる 長軸2.67m、短軸0.84m、残店jは0.22mを測り、 I漕1,はN-24°

54' 17" -Eをぷす。追物は弥'I::.I・. 器（慨•遥 . Jけ、石閤 （サヌカイト片）がtl¥Lしたc

1SK210 (Fig.61、 Pla.68)

X7地区に位叫し、 'Vftiiプランは桁l'l形状を間する。JSK2Jlを切り、底面は南西部へ向かって徐々に

深くなってしヽる。昆lnhl.04m、短軸0.73m、残似jは0.48mを測り、 じ哨!Iii、まN-7°58'10" -Eをぷす。

迫物ば罰I=.r. 附澤 • 片）、磁湘 （）け、イ澤（サヌカイト片• 黒11{~,(j)ヤ）がIll l: した。

1SK213 (Fig.61、Pla.68)

MS地区に位散し、西祁は恨乱を受けな底面は西mSと束部に分かれて深さが異なり、幅0.66m以 I:、

残科は0.15-0.20111を測る。追物は弥牛.I・. 器（熊 .}'.)、イi:lH (サヌカイト片）がII¥J: したc

1SK219 (Fig.61、Pla.69)

K9地IX:に位附したけIfll形状の Ui'Lである ，迫構内南西部にテラスを認め、幅I.50mrj"iJ後、残似iは

0. I 2-0.52mを測る。辿物は弥生」僻 {J't") が(、'Ji.かに出 J-.した。

1 SK222 (Fig.61、Pla.69)

09地区に{,'i.¥i'I. する。北'I¥部は撹乱を受け、 1SP223を切る"'I確ffプランは桁l'J形状を＇！！．し 、辿構内の

北束邪にテラスを認め、南西部へ向かって徐々に深くなってし Iる 長抽 1.78m、短軸 J.04m、残i団は

0.32-0.39mを測り、 lりIi川はN-52°00'05"-Eをぷす：追物は弥生 I・開i(嬰 • 片）、イi器（サヌカ

イト片 .),I、¥UM石片）がHII: した。

1 SK225 (l:.'ig.6 I、Pia.70) 

し7地区に位附し、平而プランは桁I」1形状を情する。南西部は撹乱を受け、底,mからは大小2つのピッ

トが検出された。輻 J.45-1.66m、残科は0.16-0.45mを測り、迫物は弥牛 I:湘（毀 • 片）、イi滞

（サヌカイ ト 片 • 県曜石片）がIII I・. した。

1 SK242 (Pig.6 l、PJa.70) 

08地いに位ti1し、,,,:面プランはl偶丸方形状を汎する 幅1.0l-l.03m、残闘は0.82mを測り、じに

坤 I.:は焦茶色粘釘上をJしし調とし、辿物は皆無であった。

1 SK247 (Fig.62、Pla.71)

W6地区に位附したイ湛定形な l:坑で怜i束部は瀾介悩外へ展開する。底而の北部はほぼフラットである

が、南西部は更に一段深くなる。艮軸3.04m、短軸 l.75m、残此jは約0.42mを測り、 じ軸はN-62~

31'32" -wを示す。 黒荼色粘質卜をJ~澗とする雌 I:で、辿物は弥生 I盟（迎 • 片）、イi湘（サヌカイ

ト）t・県II祉イj片） が出」：した。

1 SK250 (Fig.62、Pla.7J) 

S6地区に位汎した隅丸長）'j形状の上坑で 1:/i"l部は批乱を受ける。辿構内の東部にテラスを認め、西滞

の底而で多くの日格が集中的に認められた。 長軸2.05m 、短軸0.97m 、残;~~は約0.15-0.J7mを測り、

瑾はN-68°48'21"-Wをポす。 追物は弥't」：湘（甕 • 壺. Jヤ）、須恵湘（糀）、石H:{(サヌカイト

片） 力う;1111-:した。

1SK251 (Fig.62、Pla.72)

R7地区に位岡した桁円形状の 1-.坑で J--.f1"}部は祝乱を受ける 。長軸I.58m、短軸0.80m、残閻は約

0.18mを測り、主軸はN-25°24'28"-Eをぷす。底而からやや浮いた状態で多くの L器が集q1的

に認められており、弥生 I灌~(迎 ． 勺；倍 . J「)が出,-.した。
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常用長田遺跡（第1次調査）
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Fig.62 土坑 (1SK247・250-252・260)実測図 (1/60) 

1 SK252 (Fig.62、Pla.72) 

R7地区に位汎した桁lり形状の J:::l/Lで日付部は祝乱を受ける 認胤Jl.65m、短軸 l.l 3m、残研は約

0.15mを測り、 1-:: 軸はN-22°37' 12" -Eをぷす。底面からやや汗いた状態で I・.甜が散{£(1りに認め

られており 、弥't:.上描（慨 .J',・) ,.!.i磁（片）、イ澤（サヌカイト片）が11¥I: した。

1 SK260 (Fig. 62) 

AG9地区に位置した附f'I形状の I:坑である。残(j.状況は極めて悲く、幅0.56~0.70m 、残似i は約

0.05mを測る。III I・. 追物は皆無であった。

(3)出土遺物

溝

1 S0300 (Fig.63、Pia.73) 

弥生土器

糊 (I) 底部の糾J)¥・で、 I・: 底を'/し底径6.2cn1を測る 底部のくぴれ部と外底はヨコナデ、その他はナ

デである。

石器

h餡 (2) f i材はJ'1・f環で、長さは7.1cm、hり大幅2.9cm、rl1さは 16.7 gである。今阿はイj柏としたが

石庖「の木完成品の1TJ能性もある。

石斧 (3) 表面のIr:側刃滞の細片で現(f.の用さは47.0gをlltる。h材は砂界製行しくは泥料製のI秤製

石斧で刃部は蛤刃と思われる。

円盤状石器 (4) イi材は）',府製で最大径6.4cm、限さ0.8cm、[nさ55.5gである。紡錘iHの木完成111111と

も考えられる。

石庖丁 (5-9) 5-9の石材は全て片岩製である。 5はIM縁に粗く整形）~II I. を施した）JI I Ifi甜の~J片で

現("f.の屯さは IOgを凩る。6は周緑に粗く整形）JII工を施し、紐部の穿孔が表災面から穿たれている。内

孔径は0.4cm前後で、爪さは33.0gを1.tlる 7は表而のイ,'1'0部を欠似した求IJ片である。周綽に粗く整形}JII

Lを施し、紐部の穿flを表如而から穿つ l柑 L径は0.5cm前後で、現仔の屯さは56.2gを1-ttる。8は表面i

の条II:部から左端部を欠似する。紐；・11sは両而から穿たれており、内fl径は0.5cm前後をhtる。周緑に粗く

悠形hllT.が施され、現イiの重さは 102.0gをltlる。9は周緑に粗く招形JmTが施されたJIJJ「である ，穿孔

は穿たれておらず、現存の市さは176.6gを(t1る。

携高： 6.80m 
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常用長田遺跡 （第1次調査）
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Fig.63 溝 (1S0300)出土遺物実測図 (1/3・1 /4) 

土坑

1 SK200 (Fig.64、 Pla.73)

弥生土器

牲 (10・II) I 0は如意状「l綽を唱した「l縁部の細片である。調整はn緑祁内外而と体f'ill外面は細か

い刷毛11、イ,1.i1~I村而はナデである 。 11 は n縁部とそのド位に亥IJI I三角突船を貼り付ける。11縁部1J.1外頂i

と突術部はヨコナデ、 /,t;部外而は船l毛 II 、,~部 IF.Ji面は附耗のため閥幣イ~rリ l 。

鉢 (12) I I縁端祁は亥1l[I突船を施し、 11径24.8cm、底径8.3cm、？脳 14.5cmを復Ji;(すな「l緑祁はヨ

コナデ、その他の内外而はミカキで、底祁外rMの一部には I~具ナデと指押さえの瀾整が施される。

1 SK208 (Fig.64、Pla.74)

弥生土器

壺 (13) ll径15.0cmを似原し、「l縁部内外血はヨコナデ、頚部l人1外面はナデ、（本部外面はミガキ、休

部11、J而は指押さえ後 I~具ナデである 。

1 SK210 (Fig. 64、Pla.74) 

弥生土器

盗 (14) 絞られたつまみ部の径は7.4cmを測り、内面には煤が付祈する。つまみ部外而はヨコナデ、

）~nms外面は刷 1:: 11、内l而はナデの調招である。

烈 (15-18) 15は「l緑淵Sは女II忍l―l緑を 間し、その下端にはゴり突術が貼付けられるぐ11径は20.0cm

を測り、 l1 緑端部と -:~り突帯には「i郎な刻 II が施される ~ I―I 緑端部と外而はヨコナデ、 （本部 l刈而はナデ、

、（本部外而は刷毛［］の調整である 0 '本部外 1ffi には煤が （寸~·身fする。 16・17は底部の細片で平底を＇孔する 。

16は底径9.1cm、17は8.2cmを測る。 18は大咽糊で11径45.15cm、符1i似152.50cm、底径 11.85cmを復原
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常用長田遺跡（第1次調査）
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常用長田遺跡（第1次調査）
1SK221 1SK225 

(
l
ノ
）
＼
ノ

、

（

ノ

／

―
―
`
 

＼
ノ
ー

ー
ノ

＞

し

／

（
＼
ー
ノ
／
＼
／
ヽ

I
¥
l
 

勺1
し＼ノ(¥

□ J 

¥Jl, ロ
1SK224 

／
 

I
 

.I 

1
.
 ー

、．．
 

Fig.65 土坑 (1SK221・222・224-226)出土遺物実測図 (1/4) 
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常用長田遺跡（第1次調査）

し、「l緑部には刻 11 そ角突間が4条施される 。 11縁部 JJ..J 夕~lriiはヨコナテ、｛本部外而は l,1ilJ 毛 I I、i本部JJ..11頂

は「今具ナデの調整であるト外而の広い範11月で煤が付灼する。

1 SK213 IPig.64、 Pla.74)

弥生土器

拙 (19} 絞り込まれた底部に 1-:げ底を湛し、底径は7.95cmを測ろ 湘Jftiはナデ行しくはヨコナデの調

整である。

1 SK221 (Fig.65、Pla.74)

弥生土器

糊 (20) 復J以時は接点のなしヽ別個体であったが、 I叉l而 J:で復脱した。「I縁部とその下位に刻II__:_角突

堺を施し、口径28.0cm、底径7.0cm、闊',Ji29.7cmを復});iする。n緑滞はヨコナテ、 (t部外而と（本部から

底部にかけてのl相面はナデ、底部外面はヨコナデである 。 外曲には煤がi~り<I寸l1する。

1 SK222 (Fig.65、Pia.74) 

弥生土器

糊 (21・ 22) 21は小咽姫の底部で底径4.5cmを測る内而はナデ、外面は刷毛IIの調幣が施される。

22は「l径24.9cm、底径7.7cm、岱絲26.8cmを測る。11緑端部には2条の刻11ニ．角突術を施し、底部中央

には焼成後に施された穿孔が認められる 突術部はヨコナデ、内面は指押さえ後ナデ、外而は刷°E:11の

調整で「l緑部外而には煤が付滸する。

1 SK224 (Fig.65、Pla.74)

弥生土器

班 (23) n径20.6cm、底径6.3cm、器翡23.8cmを測り、口緑祁とそのド位には刻11三角突僭が施され

る 。 底部は平底を湛し、突俗部はヨコナデ、 1~部ヒ位の内外面は U!-ナデ、（本部下位の外而は ・c具ナデ

後机いミガキで体邪下位内面は調整不Iリlである。イ本部外r而には薄く煤が付沿する。

1 SK225 (Fig.65、Pla.74}

弥生土器

猥 (24) n径24.8cm、底径8.05cm、閥打凋25.15cmを測る 。n縁部とその卜＾位には刻「I三角突術が施

され、底部には焼成後に施された穿孔が認められる。突術滞はヨコナデ、（本部内而の I:(立は4行押さえ、

体部f.kJ而の下イ立はナデ、｛本部外面は刷毛11の調整である r I縁部から体部にかけての外而に博く煤が付

沿する。

1 SK226 (Pig.65、Pla.74・75)

縄文土器

鉢 (25} 斜II)11・ で外而 1~{立には刺突文が施される 。 外 r.rri下位は細かな刷毛 11 、 1人I I而はナデの調整が施さ
れる。

弥生土器

煕 (26・27) 26は浅形の疵で口径36.0cm、底径7.4cm、器閻25.0cmを復原する。底部は平底を堪し、

門緑部とそのド位には亥Jj「I貼付突帝が施される。突術怜ドはヨコナデ、内而はナデ、 1本部外而は横方向の

ミガキ、底部外而はナデの調整が認められる。27は11径27.45cmを測り、「l縁部とその下位には刻II突

堺が施される。突沿部はヨコナデ、 イ本部外而はt具ナデ、イ本部内I面はナデ後指押さえであるっ

1 SK231 (Fig.66、Pla.75)

石器

石鏃 (28) 五角形状を'.J.した扶りの深い1i鏃で未製品の可能性がある。如面にはネガティヴ而、公面

にはポジティヴ而を大きく残し、挟り部には力く1111-[が施される。ィi材は黒ll(l!{j製で項さは2.4gを11t

る。

1 SK243 (Fig.66、Pia.75) 

石器

イi鏃 (29) イi材は黒JI祉石製で JT: ~角形状を望した快りの浅い石鏃である。表而の中央部に「l然而を僅

かに残し、如面の下位にはネガティヴ而、災而の巾央部にはネガティヴ面を認める。J,'/J緑の一部に ー．次
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常用長田遺跡 （第1次調査）
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Fig.66 土坑 (1SK231・243)出土遺物実測図 (1/2・1/4)

加[を施して刃部が作られている。iTtさは0.9gをlitる＂

弥生土器

甕 (30-34) 30~32は底部の細片である .,. 30は Kげ底を情し底径は6.8cmを復原する。31・32は

平底を『}_し31は底径7.3cm、32は底径8.6cmを測る 33は11綽端部とその下位に断而三角状の約III突常

が施され、「l径は36.75cmを測る。突常部はヨコナデ、器面の内外面は1:具ナデの調整である。34は11

径26.7cn1、底径5.9cm、盟¥°,'i3J.3cmを復）原し、 日緑端部とそのド位に断而三角状の刻H突帯が施される。

底躙1,央には焼成後に施された穿礼が認められ、 11綽部付近の外而には煤が付桁する。磨耗のため調幣

不明な点が多い。
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常用長田遺跡 （第1次調査）

1SK245 
ヽヽ
~

1SK247 

0 1畑

Fig.67 土坑 (1SK245-247・249)出土遺物実測図 (1/4)

壺 (35・36) 35はfI径 16.55cmを似原する。td部から「l縁部にかけてはやや1J、1傾し、口縁端部は人

きく外反する 。 淵面は閉耗しているため調整イ~l!flてあな 36はイ本部から底部にかけての破片で、底径
8.0cm、般大イ本部径は24.9cmを復原する!)ft部卜位には1J..1{L径0.7-I .2cmの穿孔が認められ、焼成後に

穿たれたものであることがわかる。沿Hfiの内外而には横方1i,Jのミガキが施される s

1 SK245 (Fig.67、Pia.75) 

弥生土器

小鉢 (37) はぼ完形で口径7.8cm、底径3.0cm、器研6.1cmを測る。「l縁祁には焼成前に施された仏JfL

径0.4cmを測る穿イLを認める。11緑祁内外而はヨコナデ、 f本部内外而は削毛LI及びナデ、底部内外l而は

ナデの調整である。

批 (38) 11径11.5cm、底径6.9cm、闊碍17.6cmを汎ljる.- 11緑部は「くの'r-」状にJ:r!tJAし、端部は大き

く外J又する。胴部は球形状を旦し、底部はやや丸みを術ぴた、ド底を足する。II縁端部から外r葡にかけて

はヨコナデ、「l縁部から｛本部下位にかけての内而とJd祁から底部にかけての外而は刷Bl-I、底部ff.Jr簡は

ナデである。

1 SK246 (Fig.67、Pla.75)

弥生土器

絲Pf~(39) 脚部の細片で脚部径J7.0cmを復原する。脚部日立の外l栢はエ具ナデ、 ド位は縦方向の刷毛

IIで）批l部内面はナデ及びI凩lj毛l1、脚端部l人］外而はヨコナデである。

1 SK247 (Fig.67、Pia.75・76) 

弥生土器

蔽 (40) つまみ径は6.6cmを測り、つまみ部外而の中央部はナデ、つまみ端部外面はヨコナデ、天JI:
部外而は刷毛11、内而はナデの調幣である。つまみ部外面には僅かに煤が付沿する。

甕 (41) 11縁祁とその下位に刻H三角突術を施し、口径は27.Ocmを測る。突術部はヨコナデ、イ本部内

而はナデ、体部外而は瀾整イ澗lである。「I縁部外而には煤が付杵する c
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常用長田遺跡（第1次調査）
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一Fig.68 土坑 (1SK250)出土遺物実測図 (1/4) 

-103-



常用長田遺跡（第1次調査）

1 SK249 !Fig.67、Pla.76)

弥生土器

迎 (42) 迎のミニチュアで底部は J:げ底を間する。底径2.3cmを測り、内外而の調整は十デである し

1 SK250 (Pig.68、Pla.76)

弥生土器

姫 (43-49) 43は1-,縁部とその下位に l~り（寸こfり突俯か施され、「l径は29.3cmを復加する "I―I緑部1J、J

外 1(riはヨコナテ、その他は屈耗のため調照イ~HJIである<-44は11径2:1.4cm、底径7.6cm、W料:J24.I cmを復

l扇する 口縁滞とその下位に刻IJ二角突術を施し、底部は絞り込まれた I:げ底を情する ウ「l糸点部と突，：l} 

部はヨコナデ、 II緑部iJ、J而は指押さえ、｛本部から底部にかけての外Jiiiは/i1J1Jf: 11、その他は）科耗のため調

幣利り1である 体部外曲の一｛祁で煤が付がfする-45は「l 径23.4cmを復瓶し、 I―l縁部とその下位に刻 II ~

角突堺を施す。II縁端祁は平坦面を堪し、口緑端部と突佑部はヨコナデ、 11緑洲jJ..J伯iは指押さえ、（本部

外1friは縦方向の紅llかい刷 E:II、（本部I相(Ifはナデである （本部外而には（侑かに煤が付祐する 46はII径

20.0cm、底径6.3cm、開杯：i25.2cmを測る "I I緑部には刻11-:(り突帯、「I縁f邪下位には二fり突舟が施され、

底部はやや絞り込まれた 1-:げ底を堪する ＂ 料而外面には縦方 l••J の刷毛 11 が施されるか、内而ぱWi耗のた
め調整和肝である 47はJI径 16.0cmを測り、 11縁部には亥IJ11 ;_rり突常を施す。f本部 k位では僅かに縦方

向のI他l毛日を認めるが令（本的にl評耗しているためイ,,リJ瞭である<-48・49は平底を用した底部の細）ヤで、

48は底径7.6cm、49は8.25cmを測る。

壺 (50・51l 50は11径20.0cm、II屑部似大径32.0cmを似}Jj(する ） ,I部から 11緑部にかけては緩やかに

外反し、 Iij i'ill外而には2条の沈線が巡る 。11縁端部はヨコナデ、 n緑部外而は指押さえ、 n縁陥1J、lrftiは

横方 f1] のミガキ、 Jd部外面より下位はイ~}i:方向のミガキである。51は11径 18.7cm、底径9.4cm、閥if:i 

38.05cm、似）』胴部径36.4cmを復原し、 Jd淵SO)l~ 位と下位に各2条の沈線を施す Id部から 11綽祁にか

けてはやや肥/1)させながら刺J顔形に大きく外反する。JI岡部は仙球形を＇ ，！し、底部は平底を堪する I l綽

端部から外而にかけてはヨコナデでこれ以外は p紺なミガキが施されている

1 SK251 (Fig.69、Pla.76・77)

弥生土器

甕 (52-55) 52-54の11縁部とそのド位には刻1l _; fり突帯が施されてしヽる。52はn径21.4cmを測

り、 rI緑部内外而はヨコナデ、（本部内而はナデ、 i木i711外面は抽!Ellの調整である -55は底滞の乱IIJ¥-で底

径7.4cmをil!IJる。底部中央には焼成後に施された1J..JfL径2.2cmを測る穿flが認められる。

~(56) 「l径 18.0cm、底径9.4cm、閤{i¥'li32.0cmを復}Jjtし、 lri部から口縁部にかけては悧顔形に外｝又す

る ~ hi部外而には梨l脈状の沈線文を施しており、 K位には2条、下位には1条の沈線を巡らせている。附

而は杵しく附耗しているがIii部の内外而に横方向のミガキが冊かに認められる

1 SK252 (Fig.69、Pia.77) 

弥生土器

迎 (57・58) 57は 11 径31.4cm、底径9.0cm、~由沿38.4cmを測り、 11緑部とその下位には亥IJII三角突

堺が施される。端部の亥IJII突帯は内傾し、「I緑部からイ本部にかけては大きく膨らみをもったプロポーシ

ョンを堪する。n緑部と突術部はヨコナデ、（本部から底部にかけての外而は刷 fI l、内面は十デの凋整

である。58は平底を＼！．した底祁紅II/',で底径9.4cmを測る。

壺 (59) 底部紅un・ で底径9.5cmを測る

撹乱・表土採集 (r,ig.69、 Plo.77)

石器

{i鏃 (60-62) 601ま正二角形をばした扶りの浅いサヌカイト製の石鏃である）、~J縁には粗い ー．．次）JII 

tを施して凡部を作り出し、此(Jjには求,,J, 素材時のポジティヴ而を大きく残す"' iT( さは0.4g を ~l る 。

61は二等辺て角形を消した袂りの浅いサヌカイト製のイi鏃である。表災而に粗く 二次}JIIT.を施して幣形

するが、及l面の中央にはネガティウ而、災面の巾央ド位にはポジティヴ而を僅かに残す 屯さは0.9g 

を1,tる。62は縦kの素材を利川したもので表災而には細かな二次JJIITが施されている。周緑には刃部も

作り II¥されておりイi材は黒I@イi製である. ,r1さは2.2gをlrtる。
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常用長田遺跡（第1次調査）
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常用長田遺跡（第1次調査）

(4)小結

知lは束西に糸Ill 長し秋少な調 !"ti幻こもかかわらず束fWJ,~凋介Ix.では様々なプランを ',{した I:坑が確認さ

れ、出 I:辿物からは罰I=.時代1・,uw1後半......"沸1,w半に比ィぷされるものであった0 '11該期における追構は既

に常川長Ill迫跡第2次調酎箇所で竪穴(1:),t;、 I: 坑、裕等が嵐認されて tヽ ることが報告されて lヽ るが、辿

描の検川状況からは第2次闊行筒所を中心とした周辺部に '''r地は位Wtしてt'ることが想定される。

今r111確認された J・.坑のうち 1S K2 0 0・2 0 5・2 I O・2 4 7は I→．坑l村咽面の部が袋状を堪してしヽること

から貯蔵穴として使川された可能性が考えられるものであったが、その大平の Iこ坑からは多くの廃痕上

:r.{が認められたc 貯蔵穴仙用後に廃梨 I.坑として利川された11J能性が考えられる。

調査I><.中央では南北にt'lく流路 (JSD300)を検出したがその経路につしヽては不明である 。）,'.'J辺では

先述した常川11UI行追跡において ・・,該期の流路 {2SD1030)が確認されており 一述の追構である TJJ能

1tが推測される。JSD300は時間的制約のためトレンチ状の掘削に11:まったが溝がからは護rjt}Tlの丸杭

列や流木とみられる）(;jくが溝底から確認された。111J: 迫物からq・,世以陥に雌没した流路と想‘疋される。

［参名文献J

筑後内部筍2地(,<迅粉群 (¥1)J 筑紛Ii~化財潤介報如り布50虻 筑後•Ii教ff委U会 2003

s-吊乃 遥情Illけ 地J><.面り Jrllill切り合い f,',-・;'Ji) 紺行 、-lfrり 迅情柏り 地!~iiiり ll~WI り合い "りーrm 罰ゲ

200 ISK 2()() 18 230 ISP230 Jll::i 
201 1SK 201 、'¥GH 2:11 ISP 2:{I IK:l 
202 ISK 202 ¥J沼 2:!2 ISl'2:12 llC:1 
20a ISK 20:l 1¥(:9 233 ISD2:l:l tlll2 2:13-2:ltl 
2叫 ISP 20<t VlO 23,J ISi、 ~:M HB3 2'.33・234 
W5  ISK 205 t¥C7 23G JSP2:lu AV2 
2()tl ]Sil 206 YIO 2;li l!iP2:l7 W2  
207 1SP207 XHI 2:iiぅ IS£'>2J8 ,\U~ 
2()8 1:;K 208 Y8 23¥'l JSK 2'.19 ,, 「2
209 ISP 20~J X9 240 1sr210 ,¥S2 
2H) ISK21U X7 211・210 2・11 1sr:1,11 ,ゞ2
211 ISK 211 X8 211ー211l 24l ISK 2・12 08 
.112 ISP212 L9 24:J ISK 24:I ,'¥1',l,! 256・ ・243 
213 ISK 213 M8 244 ISK 2,14 l'fi 2~4·2~1l 
2Jc1 ISK 214 19 245 ISX 245 17 :&'15-・2・16 
215 1$t(215 llO 246 lSK 24tl Iii 245・246 
216 ISK 216 1110 2.17 ISX 24i ¥V6 
217 ISK 217 119 2,18 l ~K 248 F6 凶 4-・2<18
218 ISK 218 1ft 24!1 ISK 249 Fi :!5:i- -~49-:!2(i 
219 ISK 219 l¥!1 2SO !SK 250 泌
221 ISt.. 221 117 251 1Sli. 251 R7 
222 ISK 222 ⑲ 223・l22 公52 ISi¥ 25~ R7 
223 IS1'22:i ぽう 22:1ー22~ 25:J ISK253 F8 
224 ISX 224 F8 2邸 ISX 250 ,¥1.2 25fi-24'.l 
泣 5 tSK 225 1.7 25i ISP:!57 J8 
226 ISK 226 ド7 249---•226 2:,8 ISi>魯
227 ISK 227 Q8 227→ 228 25H ISK 25~1 t¥18 
228 l~K 228 Q8 :127-228 260 !SK 2改） ¥(,9 
22!) 1SK229 08 :ioo ISO JtJ(J ,¥.15 

Tab.3 常用長田遺跡（第1次調査）遺構番号台帳
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水田上平霊石遺跡 （第 1次調査）

1 . 水田上平霊石遺跡（第 1次調査）
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比咬的大規校の溝が2条と、 小規校なもの3条がある。,w者のうち l条は誰l介時まで機能していた用

水路の一部である。弥牛時代のものと、 ljt世以降のものがあるようである。

1 S0005 (Fig. 72、Pla.80・81・ 82)

調査IfのほぼtiI央を北北西から南南東に走る溝で、 1SD00lと概ね‘杓走する 。 士：軸の方位は N-

17°-wであるが、調行区の北端で屈曲し、以北はN-52°-Wとなっている 溝の幅は約0.8mで深

さは0.2mを測る，IM位は概ね、 日炉の灰褐色上と Ff[iのHi'i荼褐色上の2)1'!'/に分/f!iできるが、部分的には

般下/¥YIに荼黒褐色粘質上が認められる。

11¥上辿物は弥生 I:器（甕 • 大糀 . '箭 ・ 盗 • 鉢 ・ミニチュア）、 fr包丁（製品 ・木製111111)、黒II他！石（鏃 ．

剥片）、サヌカ イト （鏃 ・錐 ．剥）¥-)、チャート (JJJJ',ー） 、玄武府、安山府、片府がある。

1 S0015 (Fig. 72) 

調杏lヌの束寄りを概ね怜I北に走る溝で、 t軸の方位はN-06°-Wで、幅0.3m、深さ0.2mを測る。
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水田上平霊石遠跡（第 1次調査）
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Fig.72 溝状遺橋実測図① (1/40) 

I SD020・I SD025・l SD065に切られている。

廿¥l迫物は、弥牛'.,-_器（糊）があるが、小片のため~,示できないc

1 SD020 (Fig. 72、Pla.81.82.83.84.88)

調ff.Iえの束よりを北北西から怜i怜i束に走る洲で、澗filtを分断している現況水路の下Wi迫構にあたる

ものである。 現況水路を挟んで束側の、 ISD050 と l•iJ一の辿構になると思われる。 幅は 1SD050の束I「i

まで約4mで、深さ0.8mを測る。また、 lぴ胤Iの方位はN - 19° -Wである 。 Wi位は概ね 7)~Yi に分肘可

能で、下,~;に掘り進むにつれ粘性が強くなるM1,,1がある。

rn t辿物は、須恵器（提・ 片）、上師湘 (till.、JI(・I・.鍋 ・」こ雁）、瓦樅 (/iti鉢）、陶湘（椀．捉 .J',・)、

磁器（碗 . )~·) 、粘 l:.塊、炭、梢イi、 fi炎釘女 1 11 府、蛇紋岩、硬砂料、 frli岩、片府、黒II祉イ i (剥片）、サ
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水田上平霊石遺跡（第 1次調査）

ヌカイ ト （求II}「）がある

1 SD025 (Fig. 72、Pla.84)

調杏区の県岱りを北北西から怜憎洒に走るi蒋で、 ISD020の西側に'f,tする 幅約 1.5m深さO.lmを

測り、 F軸の方位はN-19" - Wである。 )f!i位は Kド2/r'Jに分Wi可能であり、 しF/lYiともに淡J火黒茶色

粘質 I:で下府は11{1紺茶色粘質 I:(地1l1)粒fを含んでしヽる。,;1甜ft!ん北端近くの a-a・ では 51(1に分削

11f能であるが、他の 1・.Wi観察畦の j. Jiviと整合件が乏しく、 f,i]列には扱えなし、

11¥ L氾物は、弥'I:I灌:{ (姫）、 uw:r,i u11 L ・ 迎 ．椀・イ~ ,りj)、i儲Ii(鉢）、炭がある c

憬高： 7.300m 
9 ● ●●’ 

a 
a・-

R 
,＇ 

／

ー

／

／

＼

＼

＼

，＇

ー

一゚゚

D
 

s
 

ー

憬高；亭m
b 

b'一: 
憬属： 7.300m 

d'一c'一

＇ ヽ..-•..•.•. '、'......,.'.... ヽ●..... , ., ... .._. 
•'~··' . .. , ..  ● ●●● "●  • I••• 0••• ●,n● ● 9● ... 
● ● ●●●'J""亀,.. ., ... 鼠......,,. ... 
. . ..  置● ● 
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。

h'一

溝状遺構実測図② (1 /40) 
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水田上平霊石遺跡（第 1次調査）

1 SD045 (Fig. 72、Pla.85)

調杏区の東奇りを北北西から南南西に走る溝で、 ISD050の束ll!IJに平走する。Ill/ti約 1.5m深さ0.lmを

測り、じ軋lJの方位はN-23°-Wである一府位は」：：下 2Wiに分JM可能で、ともに淡灰褐色粘質上である

が下肘には暗貨茶色粘質」：（地111)粒 fを含む-

111 1-. 辿物にはヒ師附 (Im・提 ・t鍋・日"i. J け、陶沿 （糀） 、磁僻 （碗• 染付け碗 ．迅泉窯系,'f磁碗）、

黒II祉イj(求I]片）、)¥・ 岩（剥片）、安1!1料がある。

1 S0050 (Pig. 72) 

調杏．区の東端を北北西から怜ii泊西に走る溝で、 1SD020と同一の洲であろう 。幅約0.5m深さO.Imを

測り、 l漏lの方位はN-19・-Wである。}(!}位は黒｝火色粘買 l-.のりt—埋 I:であった。

出 1-。追物には l湘Ii 堺 （」行 ・ J',·) 、 ll~澤 （姫 ・ 鉢 • 片）、染付 (J',・)、プラスチック怠紺、サヌカイト

（求lj片）、安山岩（桑lj片）、娃府（刹片）、ガラス瓶（）＇［）がある 。

1SD001 (Fig.73、Pla.80・81・ 85・86)

調杏区のほぼ,,央を北北西から 1対南西に走る洲で、 1~,1約 1. 5m深さ0.5mを測る 0 lぅI軋lの方位はN-

17°-Wである。）付拉は大分類で3J1Yi、細かく兄れば最大で7fMに分妍可能である。また、 ISDOOJに

は関連迫構と思しき l:坑がイi-イ［する。 JSK035・l SK060・ 1 SK069・J SK070・I SK075等がそれで

あるが、 lSK003・I SK004・I SK007もその可能性を捨てきれないぐ

II¥ I::. 追物には弥生上器（甕 • 大批 ・ i龍 ・ 鉢• 悩 ・ミニチュア）、思II仙イ'(鏃 ．求IJ}'i')、サヌカイト

（鏃 ・ドリル ・渕JJ',・)、石lt!l,丁（未製品） 、PIJみィ・i、玄武府、安山岩、チャー ト (,f;JJ片）がある。

土坑

t坑には、先述したように、 ISD001I~ 連の l・.坑、 JSDOOJ関連の可能性を否定できないt坑、その

他のt坑がある 。 報告にあたっては、 この11~·1 に従っているので留意されたし \0
1 SK035 (Fig. 7 4、Pla.80・88・89)

lSOOOl関連辿構と思しき I・.坑である。 ISDOOJに付属する形で、調.ti区の中位に位¥i'_Lする。南北約

1.5m束西約 I.Om深さ0.3mを測り、 t軸の方位はN-os・-wである。

出上迫物は、弥牛 Iこ附（猥 • 片） 、 ｛習石、黒11,'dれ（鏃• 求IJ)「）、サヌカイト（剥）¥・)がある。

1 SK069 (Fig. 7 4) 

これも、 JSDOOI関連辿構と息しき J:坑である,. I SDOO lに付｝属する形で、，淵代区の中位に位開する。

1t.i北約0.9m!,j!西約0.9m深さ0.4mを測り、 杓胤lの方位はN-17°-Wである 。

出 I'.辿物は、弥生 I灌:{ (糊・片）がある U

1 SK075 (Fig. 7 4) 

これも、 ISDOOJ関連辿柚と思しき I:坑である。JSDOOIに付属する形で、調査似の中位に位四する。

南北約1.3m束西約0.8m深さ0.4mを測り、 t軸の方位はN-18°-Wである。

出 1こ迫物は、弥生上器（提）があり、底部に籾)£痕が認められる。

1 SK060 (Pig. 75) 

これも、 lSD001 I関連迫構と思しき I:坑である。ISDOOlに付属する形で、調介区の中位に位限する。

南北1.3m束西0.9m深さ0.4mを測り、 lり抽の方位はN-11・-Wである。

出,-.辿物は、弥生 I・.器（甕）がある。

1 SK070 (Fig. 75) 

これも、 ISDOOI関連迫梱と思しき lヽ．坑である。 ISDOOIに付｝属する形で、調査！もの中位に位ti1tする。

南北0.8m束西0.3m深さ0.3mを測り、 t軸の方（立はN-70°-Eである。

出上迫物は、弥生 l渇~(片）がある。

1 SK003 (Fig. 76、Pla.89)

これは、 JSDOOI関連となる可能性を否定できない上坑である ISDOOIに付｝成する形で、調在区の中

位に位附する。ただし、 lSK035等と異なり、 1SDOOJを切る形で検Illされた。長軸約0.9m短軸約0.9m深
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水田上平霊石遺跡（第 1次調査）

a 
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c ， 
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, .,., .. , ●●●'" ..... . 

.,  ..... ● "●  ..  
....  ●I 

”亨脚
-
A
 

す

2m 

゜

さ約0.3mを測り、 l.:1IQIIの方位

はN-20°-Wであると

11'i I: 迫物は、弥牛 I:盤（裂2)

がある。

1SK004 

(Fig.76、Pla.90・91)

これも、 JSDOOl関述とな

る可能性を否定できない t坑
である。 1SDOOIに付属する

形で、調査Iメの中位に位i?lす

る。 1SK003等と l,iJじく、

lSDOOlを切る形で検出され

た。艮軸約l.2m短帷約0.9m

深さ約0.3mを測り、 l叶：軸の

方位はN-24°-Wである。

出 I・.辿物は、検出面で弥生

l叶桐（盗）が、半裁時には弥

'I=. I: 器（甕 ・盗）が、 TMか

らは弥生 I藩i(甕） • 石英釘

安111:nuヤ）が、 llWiからは

弥'J::I: 器（糊） ．烈咄石（求IJ

片）が、旧lf"iからは弥生ヒ器

凜・蓋）がある。

1SK007 

(Fig. 76、Pla.92・93)

これも、 ISDOOll即辿とな

る可能性を否定できない土坑

である。 lSDOOIに付属する

形で、調在lふの中位に位iiりす

る。 ISK003等と同じく、

ISDOOIを切る形で検出され

た。艮軸約l.Om短軸約J.Om

深さ約0.4mを測り、主軋1の

方位はN-25°-Wである。

/I¥ L: 辿物は、半裁時には弥

生上器（抱）が、 l /1沼からは

弥佗上滞（甕） ・サヌカイト

（求lj片）がある。

1SK006 

(Fig.77、Pla.91・92)

調粁区の中央北寄りにi1'i.itl

していて、 1SD005を切って

しヽる 。 長軸約 l.Om~itlql1 約

I.Om深さ約0.4mを測り 、主

1SD001関連土坑実測図① (1/40) 
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水田上平霊石遺跡（第1次調査）

、
．
 

．
 

a
 

＠ 

b
 

。
2m 

a ＇ •• 一

軸の方位はN-73° -Eである。

11 I I: 辿物は、弥'J-=.I壻甘（糊 ・,Ml . サ

ヌカイト（求IJ)ヤ）がある。

1 SK011 (Fig. 77、Pla.94)

調i'i.lX:のほぼIJ央に位閻して tヽて、 I: 

坑m:の中では北束隅に位附する U 辰軸約

1.6m短削l約0.8m深さ約0.3mを測り、

l・：軸の方位はN-ss・-Eである。

111 l: 迫物は、 IMからは弥'I-=.l僻（大

迎・迎 ・盗 ・1i'1() が、 IIJ1viからは弥牛 L

僻 ('II() がある

1 SK012 (Fig. 77、 Pla.94・95)

調介1;1._の巾央怜i奇りに位Viしている 。

誌li!IJ約 1.5m短軸約I.Im深さ約0.3mを測

り、 朽I軋JO)方位は N-62• -Eである

111 l-: 辿物は、 IMからは弥牛 I・.附

（掘 .J',・) . 黒曜イj(鏃）が、 ITJr'iから

は弥't=.I: 器凜 ・壷）がある。

1 SK023 (Fig. 77、Pla.96)

調代区の巾央やや北西奇りに位判して

しヽる 1雑11約0.9m短軸約0.9m深さ約

0.3mを測り、 t軸の方位はN-44° ― 
Wである。

出 I:迫物は、 I l1"iから1加t=.l淋:{ (痰）

がある。

1 SK024 (Fig. 77、Pla.96・97)

調ff.I文の中央やや北西奇りに位閻して

しヽる 。長軸約0.8m絨 Jqll約0.8m深さ約

0.2mを測り、 ~ 軸の方位は N-43°-

b
 

Wである。
Fig.75 1SD001関連土坑実測図② (1 /40) 

Ill ,-. 迫物は、弥'I:L沿H(翌Elがある。

1 SK027 (Fig. 78、Pla.98・99)

調fflメ．．の中央やや南西脊りに位,i'lしている。長軸約J.lm短軸約 1.4m深さ約0.2mを測り、上軸の方位

はN-74°-Wである。

1111 I追物は、 'I環時には弥1:1:l僻澤）が、 I 11'りからは弥生 Ul:-1Uヤ）が、 II/(1からは弥牛 I:湘（片｝

が、 IUW/からは弥牛．上滞（掘 ．）ヤ） ・サヌ カイ ト （求IJJ',・..非多久廂）がある。

1 SK028 (Fig. 78、Pia.99・I 00) 

調宵 I~のやや西奇りに位ti'tしてし、も長軸約 1.4m短軸約I.Om深さ約0.2mを測り、 t軸の方位はN-

23・-wである 。

/11 I: 辿物は、平裁時には弥'1.:l沿甘（捉）が、 JIMからば罰I=.I・. 湘（糊 .•,i'i( . 爺）が、 川形からは弥I~
l盟（提 • 片）がある。

1 SK029 (Fig. 78、Pia.I 00・JO I) 

闘肉区の中央やや北西がりに位附している .U軸約 I.7m短抽約 1.2m深さ約0.3mを測り、 t軸の方位

はN-as・-wである。

出 I:辿物は、 L・.f!lli憐'i(不IリUu'il ・ 磁鼎（染付碗）がある。

-114-



ゴ

水田上平霊石遺跡（第 1次調査）
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~ 憬高 ・1.謳 m

1SK003 

2m 

序..
● ""  ... , ....' 

9』●●><<O•ro.•·• 會• I••" • ● .... , ..  .. ●嶋..... .... ● 、.........~....... 
鴫● ●●●●● 9、,.,,, ● r● 

...  囀●..  1. .. ● ● f, ....... 
• •><II• I 
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1SK007 

a ... 

叶
ー

q

。

もl軋lの方位は N-

（鏃）

土坑実測図① (1 /40) 

1 SK034 (Fig. 78、Pia.IO I・I 02・J 03) 

調査区の怜i西に位汎している。長軋11約 1.3m短軸約0.8m深さO.Imを測り、主軋Iiの方位はN-36°

Eである。

出 l泌i物は、 1~Ji牛上湘 (1!~) . 黒曜イ；（鏃）

1 SK036 (Fig. 78、 Pla.102・I03) 

調f'f.区の西窃りに位骰している 。K軸約 1.4m短軸約0.8m深さ 0.2mを測り、

46°-Eである。

II-\ ヒ追物は、-~裁時には弥生上器（糊 ．蓋）

-115-
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・サヌカイト (;pjJJ',・) がある。

（幾 ．哨D1 Wiからは弥生 I涸が、
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水田上平霊石遺跡（第1次調査）
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水田上平霊石遺跡（第1次調査）
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水田上平霊石遺跡（第 1次調査）

がある。

1 SK037 (Fig. 79、Pla.104)

調i"f.Ii. の南西に位jil{している。長伽約 1.8n漁I.軋l!約 I.Om深さ0.2mを測り、 I囃lの方（＼［は N -62 • -

Wである

/I¥上辿物は、 'I.'.:.}戎時には弥牛 I:器 （望E. 片） ・県II祉イi(鏃）が、 I }¥''iからは弥'I:I堺i(捉・女脚）

i紅が、 II Jr-/からは弥生 I:沿（疵 ・ ヽ載 • 益 ・支脚）か、mr,,v1からは,;:1,'I:_I閤（迎 ・¥i'Ji:. 盗） ・サヌカイ

ト（琳V「) • 安山府(}';)が、IV/fiからは弥生上堺 （迎） ・粘 l塊がある。

1 SK039 (Fig. 79) 

調介:Iメ．．の中央部南岱りに位骰してしヽる っ長軸約0.8m短軸約0.8m深さ0.3mを測り、 H4bの方（立はN-
02・-F. である。

/ IJ l.: 追物は、 I淘湘 (J1,.) がある。/UJ: 迫物からみて、このuんだけは時期が随分と新しくなりそうで

あるので注意されたい。

1 SK040 (Fig. 79、Pia.I 04・I 05) 

調 fl:似の1t1央部rH奇りに位附している。比軸 1.7m短軸 I.Om深さ 0.3mを測り、 t1l間の方(iJ.はN-

24°-Eである

出I:辿物は、'I':故時には弥牛 I灌}} (糊） ・サヌカイト（求1JJ1r・)が、 I /1'1 からは弥生 I沿~(甕 ． 蓋 . ,]',() 
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ー一- 凛高： 7.300m 
• 一

憬高 7.300m I二一
言 標高： 7 300m 

• 一，．

I -'0,"''" ,, .•......• ,, .. 亀...... , . ・・・"'●'...... ．．．冨a重● グ―一”“
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I I 
一 標墨ユ;300m
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Fig.79 土坑実測図④ (1/40) 
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水田上平霊石遵跡（第 1次調査）
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水田上平霊石辺跡 （第1次調査）

る。3・4は底部の資料で、 3は平底、 4は上げ底状のI氏滞となる。5はサヌカイト製の鏃である。多久廂

の石材を使Jtjし、ほぼ足形である

1 S0020 (Fig.81、PiaI 09・l J Ol 

6-I Iはll&ll!//11I: である。6・7は屯泉窯系の行磁碗で、 6は「IH部で外反する「l縁部を特徴とする。

7は体部外而に鉛辿弁を施してしヽて、内底見込みには ［州?1!1J閤？ 三」の印亥IJが認められる。7は、 ]-

5・cの碗に該当するか.8・9は 1→．師W砂の I・.鍋である 。いずれも口縁｛邪は 1洸糾状である 。9は「l縁部1JヽJ

而に刷1:11が認められる。 10は 1消11叫の上錐である。IIは、摺イiとして使川された安山府で、 11T,j面に擦

痕が認め得る。
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Fig.81 溝状遺構出土遺物実測図① (1/4・2/3・ 1/3・1/2) 
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水田上平霊石遺跡（第 1次調査）

12-14は1111"/II¥ J・ である 12・l3は t帥沿のUllで、しヽずれら底tfriには糸切り船が，認められる 14は

」．帥淵の I鍋て、 9と1111じく 11条点滞l人間に刷!;llが必められる

15は、/¥'iから ll'r上の;!'i忠、沿の乱て、 fI綽部は折り辿して丸くおさめ、 I沫糾人をいして tヽろ

1 SD025 (F'ig.81、PlalIOl 

16は且船の拙鉢てある 11緑部は代かに内訥した端部のク庫jfl!IJをrfti取りしたような形状で、内面には

碍闇ながら-m11が残る ， 17は 1イ1,11器の1111で、底部は糸切り般が残る 18はお弾き状の I:製晶で屯Irしは

1.4gである

1 SD045 (Fig.81、 PiaI IOl 

19・20はH磁の碗である 19は似祁外面に鉛述弁を施して lヽる 21はばtli瑞の椀てある，及而は1倍

滅か激し lヽ 22は ばIii閉砂(})J・. 鍋である 11絲部内 111i に /r~IJ (.11カ・，ぶめられる

I 
.. ..、 1 ヽ、 ,, ¥、 I ,, 

、こJ;l/4)¥J1711/4) ill,:., 
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下 三ご1/41 =-ーニ
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Fig.82 溝状遺構出土遺物実測図② (1/4・1/3・1/2) 
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水田上平霊石遺跡 （第1次調査）

1 S0001 (Fig.82・83・84・85、PiaI I O・J I I・I 12・l I 3・ I 14) 

｝認IJり時廿II: 迎物と IIMからIll}¥Yiまでのドi別の/1¥J・. に分けられる 以下、1戎割り時、 I I仰 ll/1ii、III

/JY/の順に報代する。

I -35は、故割り時：I¥ l: 追物である。 1-8は弥'l:l沿甘の甕である -Iは、 11緑部を外）りに折り 1111げる

狩料で、 /JI岡部に凸堺を 1条J!ri付ける。,11,mに刻IIは認められない C 2は、 11緑部に三角凸術を貼付け、

l濯．而が水平になるものである。胴部の凸術は認められな tヽy 3は、「I緑部と /JI料滞に1祈[(Ii二角形の亥IJ「l凸

術をt!1り付ける類型である へ4は、 11縁部にtin鉾状断面の凸帯を貼(、Iけ、胴滞には三角[1111席を 1条貼付け

てtヽる。いずれの凸術にも刻IIは認められなLヽ。5は、 11縁部を外方に折り 1川げてから三fCJ1111f1}を貼付

けてしヽる ~ )111~部にも凸帯を貼付けるが、いずれの凸帯にも亥IJIIは認められなtヽ。6-8は底部の白料であ

ふ 7は、上げ底状となる底部をイiする。9---I Iは低である 。9・10はつまみ部の賀料である 。llはII

綽部の狩料であるが、端部は僅かに跳ね上げて丸くおさめている。 12-14は硝tである。 12は11綽部の

資料で、 n緑端部にIIJJ瞭な而を持っている。 13は、粘 I:の接合痕からは判然としなかったが、形状から

見て底部円盤接合の痕跡を留めた類型ではないかと思われる 。 14は、外Jiに折り 1111げる 11緑部を特徴と
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Fig.83 溝状遺構出土遺物実測図③ (1 /2・2/3) 
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水田上平霊石遺跡（第 1次調査）
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Fig.84 溝状遺構出土遺物実測図④ (1/2・ 1/4) 
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水田上平霊石遺跡（第 1次調査）
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Fig.85 溝状遺構出土遺物実測図⑤ (1/4・2/3) 

し、やや古相を展する。 15は、）湿である。11縁部には明瞭な而を形成し、そのピド1,l,j端に亥IJIIを施し

てしヽ る。また、 Ii綽部IJ..J11liに凸堺を貼付けてしヽるが、その凸帯には刻11は認められない 16・ 17は、弥

'I:. I滑村のミニチュアい悩である 。 16は純で、 17は並である 18は、片府製の紡錘11(禾製品である。 19

は、片府製の石包丁未製晶である。20・21は安山岩の敲石である。ともに複数箇所に打限痕が認められ

る。22・23は、ともにJJ要岳能の県II祉イiを使川した鏃である。22に比して23は脚部の扶りが深い。24は

桁り石である。表災両而と）卜側面に使JTl痕が認められる。

25は敲イiで、迫物4の一群に含まれていた。表裏両面と側而にも打撃痕が残る。26は迫物2に含まれ

ていた弥牛:I灌砂の甕である。底部は("t'iかに上げ底状としている。27は辿物2に含まれていた弥'1=.I: 附の
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水田上平霊石遺跡（第 1次調査）
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Fig.86 土坑出土遺物実測図① (1/3・1/4) 

迎である 。 n糸球部は一見強く折り ll!J げて成形したかに見えるが、火際には断伯i方形の刻 I—l 1』'dlfを貼付け

ている。胴部には三角凸帯をllli付けるが、亥IJJ-1は認められない。27は辿物3に含まれていたI例i'I-:t:IB私の
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‘ヽJ位である.29は辿物 4 に含まれて l ヽた •J,1/L I降抄）虚である。26とliiJ様、底;HIは仰かに上げ底状である ，

30-35は、辿物6としてまとま って1111,. した一｛作である 30-33は弥牛 I・ 料の迎である :• 30は底部

の狩料で、 26とIii'!様、底邪iif1'iかに,-.げ底状である 31・ 32は休部の狩料て、 32は/JI粒lS111滞が2条泌

められる 」いずれの狩料も｝保滅が激しく、 1111術のイi無は判然としなし、 33は「I緑部の狩料で、 11縁部は

「く」の字状に折り ,u,げて端部に而を形成する 。 lllt~部には 一:_f(J1111m: が 1条以 I・.lli'1付けられるが、「l緑部お

よび胴部叫加の刻11の行無は判然としない 34・35は弥'I:1-JHのりII(底部である C 34は底部lり盤接合の

印象を残してしヽる 。 35は、 26の提,,~様に、底部をf梢かに l:げ底状としている

36-38は。/¥'111I l追物である 36は弥'I:.I: 附の低である V r l縁部には小さな1111・岱を貼付けて亥りIIを

施している.37・38はサヌカイ l、製の鏃である.,37のイi材は多久雁と思われるが、38は多久以外で/l信

出したものと考えられる 3

39---4 Iは11ifりll'rl・_である 39は弥生 t湖の壷である。底部はr・,1かに I・.げ底状を間する 40はサヌカ

イト製のイi刃であろう 。イi材は多久itiiで、 J,閥部はク,Jilしている"41は!Hllr¥/1iの鏃である 腰岳y伶のイi材

をmい、 JI砕部の扶りは比較的深し 1

m 1r, からは、 42----51の1；加t=.I湘｛がIII I: した ，42-45は盟である。42は口緑部とJ屈il部に 1条ずつて角

,"r術を見i(寸けたものであるが、 11縁部の凸術は大咽である ，1111常にはともに刻11が施されていたようで

ある 43-45は底部の賓料で、 43·45は 1→．げ底の ,·,·,•jしヽ底部を持つ" 43·44 は焼成後穿孔が認められる

が、 43は木貫通である。 また、 43には内面に炭化物の付桁が認められる。46は益のfI縁部の狩料である。

端陥に而を持つが、而は接地しない。47-51は前tである。47は小泊tで、籾やかに外反する 11綽部を特徴

とする。48はイ本部の細片であるが、（木外而に線刻で屯弧文を施して lヽる。厄狐文は3本で構成され、 K 

部は3条の沈線、下部は2条の沈線で1:i<:11111されている。49...... 51は底邪の賢料である。50は小壷で、 1り盤

接合の名残りを留める。51は中咽のもので、底部は（侑かに l・.げ底状となる e 外曲にJ杓きが認められる。

1 SK035 (Fig.86、Pia114) 

いずれも 11杞iII I I~ のすり石である" Iは安111府、

2は砂府であるでしIずれも f1[1j面に使川1aが認めら

れる

1 SK060 (Fig. 86、Plal14) 

3 は弥'~: I潔がの別である 。直線的な（本部と、 II

縁部に）Kり付けられたやや小振りな,"灌を特徴とす

る。凸術の I:部は水平で、亥IJIIは認められなし¥

1 SK069 (Fig.86) 

4は弥'I=.I盟の甕である 。分l収い底部を特徴と

する

1 SK003 <Fig.87) 

いずれも弥'I:.I.:.~ の烈で、 1は'l's故時IllJ: の底

部である。分/flい底部が特徴である 2はVI1i"'i /]¥ 

KのII縁部糾IJ',・ で、 fl縁部と胴祁に凸常を貼付け

るが、 J朕滅が激しく凸術のイi無は判然としなし ¥0

1 SK004 (Fig.87) 

3は'I',裁時のII¥1-. 晶で、 ·J~Ji'I: I沿せの盗であるが

疵の底祁かも知れない。つまみ滞は中央を快った

ような形状である。4・5は川)¥viからの出 J-.である，

4は•J/Ji'I=.」灌Hの別である 。 5は粘上塊である 。

1 SK007 (Fig.87) 
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水田上平盟石迫跡（第 1次調査）
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一6は、 II IM から出 L した弥i'~ I淋村の壷である 。

船1((JはJ咽滅片しく、調整は利リlである。 Fig.87 土坑出土遺物実測図② (1/4・1/3) 
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水田上平霊石遺跡（第1次調査）
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Fig.88 土坑出土遺物実測図③ (1/4・2/3) 
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水田上平霊石遺跡（第1次調査）
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Fig.89 土坑出土遺物実測図④ (1/3・1/4・2/3) 

1 SK006 (Fig.88、Pial 14) 

lは弥1-1:_」滑器の蓋である。調整は、湘而のJ病滅が激しく llJ然としない。2は弥生 L淵の掘である。n縁

部は如忍形を＇立し、胴部には 二角凸帯をHrり付ける。11縁部およぴ凸帯には刻日は認められない。

1 SKO 11 (Fig.88) 

3 は、 ,,~裁時出 I・.の弥't上r.liの幾底部である。底部には、焼成後に内外両l而から穿孔を施している。

1 SK012 (Pig.88、Pla.l14) 

I Iは IJe'f /1¥ Lの鏃である。腰岳）!Jiと思しき屈II祉石を川いている。8・9はfl}約から出上した弥生上堺で

ある。8は並である。頚部の段は完全に失われ、頚部と胴部の脱界は極めて不明瞭なものとなっている。

「l縁部は僅かに肥/l}~ しつつ小さく外反させ、底部はIJ.J盤接合の痕跡を招めている。9は、甕底部である。
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水田上平霊石遺跡（第1次調査）
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水田上平霊石追跡（第 1次調査）
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Fig.91 士坑出土遺物実測図⑥ (1 /4・2/3) 

底而には、焼成後に内外両而から穿孔が施される。 10は、勁の「l縁部の賢料である。11緑部と1伽l部に凸

帯を貼付けるが、亥IJJ Iは施さない。n緑部の凸術は臼弱で、下方に帷れ下がっている。

1 SK023 (Fig.88) 

12・13は、弥牛 I:器の糀である。12は、口緑部と}Jfiil部に 1条ずつ凸術を貼付ける。胴淵n,術には刻

LIが施されるが、 n緑部凸帯はJ保滅枠しく判然としない。13は、直線的に開く器形が特徴的である。「l

-131-



1 $8030(1) 

水田上平霊石遺跡（第 1次調査）

1SB030,d --~ □召9、

゜
1知，

Fig.92 掘立柱建物出土遺物実測図 (1/3)

縁部には小さな叫堺が貼付くが、玄1111はt認められな lヽ，t: llliは強し、横ナデが施されて lヽる

1 SK024 (Fig.88) 

14は、弥'I:I堺林の別である。11綽部には小さな亥IJIIr'り帯が貼付< I. 而には 1SK023のJ3l1iJ様、強し 1

横ナデが施されている

1 SK027 (Fig.88) 

15・16は弥'I::I: 器の低である。 15は）fr 11¥1/「段迎」であるが、 r111術は見‘りたらな tヽ ただ、 n.滅が激

しく 、求IJ離紺か，＆識できなtlのかも知れなし、＾

1 SK028 (Fig.88) 

17は、弥'I:.I僻の迎である 底部は作かに l~げ底状を II~ する。 L8は，｝加1:.I一沿の壷底部である この打

料の底部も（侑かに tげ底状を Ll!.する

1 SK029 (Fig.89) 

lは、 l:fllli附のイ珊1111111である 沿咽がJ1・・,:j:;にI'/.tヽ 2は染付け碗である 3は'I'・瓦である 側端部は上

面側を1(1j取りしてある 4(まば,~nの和IJ1i'11'1 である ！：削i盟としたか、 I舟Ii淵の範鮎に含めて良いもの

か疑IIりが残る。一見すると埴輪のようにも見えるか、令（本的には近111・の水111統に酷似した印象を受ける。

外而には刷毛11がIIJ-1瞭に残り、焼成もn.Hである 内而側はJ保滅か竹し<iJM r.{は判然としないものの、

外r面と圃様の舶l"Ellが（侑かに観寮できる

1 SK034 (Fig.89、Pla115)

5は、阿蘇，，Pの黒咄イiと思しきイ，材でつく った鏃であるQ 先端部と）｝脚端を欠mしている ＾

1 SK036 (Fig.89、Pia115) 

6-9は、弥'I=.濯である。6は盆である 7は掘の底部であふ外底1l1iには机成後に穿イLを試みた跡が

あるが、その深さは3mmほどで廿然木貫辿である。8・9は壷である.8は、級やかに外9又するn粒滞で11

悸祁は丸くおさめる。9は、きつく折り 1111げた「l緑洲で、端滞に比較的IIJlllf.fな而を持つ類咽である。1L 

は、サヌカイト製の鏃であるが、イ i材は多久以外の11'~11\ と息われる

1 SK037 (Fig90、Pla115)

lは、半裁11.'f/l¥ 1:. の鏃である。JJ恢岳産の県ll{i!イiを使Jr!している。2は、 I lf"]ll¥ Lの女111府製の1代1りがで

ある ”仙i而に即II狽跡が残る

5-13はIDMIi¥ Iこ辿物で、すべて 1；が生 J.沿である 5は盗としたが、迎かも知れない。つまみ部の{;I部

は[Iりませている ，6---12は災である 6は、「I緑部に凸堺を貼付けるが、 r'り術の断而はIIり角形であるC {本

部は直線的な印'{~を受ける 7は、「 く 」 の‘囚~に外J又する 11舷部を持ち、 胴滞に 2 条の凸•閲を貼付ける a
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Fig.93 柵列出土遺物実測図 (1/3)

「I緑部にもII岡部凸帯にも亥lfflは施されない。8・9は、強く折り 1111げる「l緑部を特徴とする。10は、三角

凸帯をn縁部に貼付ける。11縁端部の11、11町側は、強い横ナデによ って 1ー：端部がつまみ出されたようにな

っている... 11・12は底部の資料である。 13は壷の底部である 。
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水田上平霊石遺跡（第 1次調査）
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Fig.94 その他の遺構出土遺物実測図① (1/3) 

1 SK040 (Fig. 91、Pia!15・116) 

すべて弥生 l滑甘である。1は、半裁時出 f・.の猥である ,I I糸球部および胴部には、 =_fC11n1 ,:t}を各 l条Wi

付ける＾服1部の凸術は極めて貧Ji>Jである。口綽祁凸術には亥IJ[Iを施さないか、 jj岡i約",・n:: には刻「Iを施す。

2・3は IM/1ほ迫物である。2は純の11縁部である 。日縁部と胴部に 1条ずつ凸?,汀を）!, り付けるが、刻

11は認められない 3は盆である。II緑端部には不明瞭ながら而を形成している．、

4~7は lJl lf"i ti I上迎物である。4-6は視である。4は、 11緑部とllf1iJ部に 1条ずつの亥IJII凸帯を貼付ける。

n緑部凸帯の!・.而は、強い横ナデが施されている"'5およぴ6は、口緑祁と胴部に西沿を貼付けるものの、

刻Ilは認められない，7は鉢である。小さく外方へ}1:1!tlllする 1・1緑部を特徴とする。外而には一f邪刷r:l=I 
が認められる。

1 SK075 (Fig9 I、Plal16) 

8は、弥生 l灌村の提底祁である。底lfllは J-.げ底状となってしヽる。

1 SK083 (Fig.91、 Pia116) 

9は、サヌカイト製の掻料である。イi材は多久廂と思われる 。10は、弥生,.. 淵の迎底部と忠われる 。

底面は Kげ底状を閑してしヽる。

1 $8030 (Fig.92、PiaI 16) 

1 は、柱穴 (f) 出上の J: IW質イ~,リl晶である。1J、J1fiiには箆11tき沈線で格千I」がある h 2は、柱穴 (d) 出

tの道泉窯系のけ磁碗で、体外面には鉛迎弁が施紋される。

1 SA002 (Fig. 93、Plall6・117)

lは柱穴 (b) 出 I・.の l:f!iげi不明品である I SB030/J¥ I-: のIとrri]じく、 I人II面には総淋き沈線で格-fI I 

がある 。 2~4は ft穴 (a) から出 I·. した。2・3は1社Lである 2は全而をナテ調幣するが、 3は外而側に

/iillJ毛fIが認められる。4は、サナか fC徳の小片であろうと思われる。全而にナデ調整を施し、片而に煤

の付沿が認められる。

1 SX014 (Fig.94、PiaI I 7) 

l は J: n雨四ィ~ I I)lr'11'1である。内而はlililJ毛rIを施し、外而はナデ調整によっている 。払II前の格-f状の沈線

文が特徴的である。ITJ形と思しき透かしが 1ヶ所誌められる。焼成は良好で堅く焼き締り、赤茶色を閑

する。
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一Fig.95 その他の遺構出士遺物実測図② (1/2・1/3・ 2/3) 

1 SX026 (Fig.94、PlalI 7) 

2は 1湘Ii 釘イ~,リi品である。95-1とl1iJ様に内rfiiは刷印 Iを施し、外而はナデ調整によっている。内而の

格 f状の沈線文が特徴的である。このfi料にも 111形と思しき透かしが 1ヶJiJi、認められる。焼成は良好で

咆く焼き締り、赤茶色をせする。

1 SX047 (Fig.95、PlalJ 7) 

凝J火店製の fi.綸塔の破片と思われる。火綸の残欠であろう し

1 SX095 (Fig.95、PiaI I 7・I 18) 

2は、白磁の三足水itである。「lのい創に 2ケmの剥離痕が認められ、 Mらかの装飾があったことが

想像されふ 3は、 1:糾料の益である。返りから1人）側は紺胎である。4・5は l・.flili質の型である。

1SX100 (Fig.95、Plal18) 

6は、安111岩を利川した1111み石である。表災f1l1j而に（史）11痕が観察できる

表面採集遺物 (Fig.95、 PlalI 8) 

サヌカイト製の鏃である。先端邪と片脚端部を火1J-lする 石材は多久沌のものを使mしている
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(4)小結

今'"'の』,¥Il"'tで得られた1'11i報に i',I ー•の考察を加え、 1/ll題点の1幻用を行うことでまとめとしたし、。 以 F 、

辿構・辿物の顛にISi11を収り Kげる

大溝 (1SD001)と関連土坑

淵1.tlメの東r.fりを、北北西から怜itt.i東による ISDOOIは、出!・辿物から1加I:時代前‘「,~の大i杓てある

と考えて大過なかろう tJiviの.lftfi'i状況を観察すると、常時多r,tO) 11<か流れる流路とは考えにく lヽ む

しろ、や節によって流 1,tが大きく刑減する川水路のような性格を勺えた j'jが的確かも ~IIれな l I • •Jf'. 火、
I SDOO I <l)fll1jiドの辿構 rfli は慨ね ,,~jllで、 ISDOOIか人 r.rr-1に掘込まれた洲てあることは容易に即解され

るー fl然流路であるならは、 1,LJii'の追構I川は流路にJiりかって徐々にドがるか、以貞によって初Jii~n 1c状
の形状を',tするはずたからである ＾

では、 ISDOOJを伽ii'ilJした II(Iりは (nJであろうか~ 11f能性とし ては、巣沿外J,',J あるしヽは集沿l村の 1-<111q溝

の11J能竹と、水利l施必のuJ能t'lの1,1』i方を捉小することができる それぞれの11J能性について検，;Jfをぷみ

てみることにする

まず、 lべ1111;溝として検証する 辿構全体1,cii'r'.W<I (ドig.97) を見ると一[11脱然であるが、 ISDOOlの西

側には l!j( をはじめ、 1；年生時代の迫構かIJ~llりするか、末側には叫It以l孫の追構しか(!(1 しない この点

からすると、集落の束辺を似切る溝である 11f能性がある ，ISDOOIの西側に}Jけ開する1加1:_時代の辿構を

見ると、 J免菜 i:坑をq,心としたものであることが判る 竪穴式n・J,りやり孤ヽ、1:杜建物は見‘りたらず、 I: たる

J,•t住空!Illてはないことが理解できる

弥生時代比浴内の‘ヤ1/IJ領域には、 g(l:区域• 作業j.(域.I印祓l,c域 ・廃東lメ域・塙域・祭礼区域かあり、

それぞれが市複しながら巣落といし Iう'l}:1/IJを形成していると Aftr.• は埓えている。さらに、集浴外にも股

耕I-<域吟が述紐するのは~然と，，える ーこの埓えに｀りてはめるならば、 ISDOOI西側の廃東」)/((りは廃

梃区域である 以前に下者か指摘したように（，注 l}、このJ允東 I坑もlti馘 i.くからの転川であるならば、

1r; 蔵区域と＇「［複するものとして刑解すべきであろう 。とすれば、 じたる /,•HI 区域は別に没定されるべき

である

弥生時代り瑶浴の1:(,f. 像が11/J らかになった 1渭例としては、佐買県打野ヶりぼi跡の~f例かある ロ リふ名規校

が大きく異なるため、そのまま ''1てはめることはできなしヽが、概観してみたい 怜iへのぴる低lで陵の尾

恨上に、内環壕にII廿よれた I:たる J,•Ht区域が常まれてし I る その北側のJri恨線上には裕域が設定され、

肌Ii硲ゃ2ダIJ罪作の提棺経がある 北側以外には科)+;介Jrliをはしめとするlti"J淡区域となって tヽる 外肉

Ji~ の外側には水mも確品されてしヽ て、）：叫Jt区域として機能していたと，iえる

占野ヶ 'H辿跡の 'l~例では、貯,;糾域は lたる）,If (t区域よりも外側に記i'lされてLヽ ることになる これ

を‘り迫跡に ''1てはめてみると、 lti蔵 .)ft梃1人域は北沿の外縁祁に近い位間に没定され、その外側は,:im
似域等、出洛外にあたる可能性が⑬しヽ ・JI"火、束filll200mにあたる水IllI・. (. 良葉追跡第2次J.1ftでは、

弥牛時代の辿構は確，忍されてし、ない。この点も考廊すれば、 ISDOOIは巣洛．の束側をI><切る洲である可

能性が似iし、へじたるJ,t}fl: 区域はさらに西側に展開する 11f能性が砂tヽとも 11える たたし、集浴•'ド1111の構

成状況について、 •JfJヽ 'I:.時代における‘り地域の集落構込が判然としない以,-.、区域の設定は推論の域を出

ないことをお断りしておきたい。

次に、水利施設として検証する 1SDOOIを水利施設と考えた均合、 郎11,f-をひくのは ISD005の（パ£

である ,"J,'Jff[和の1H洛りでISDOOIと合流する糾0.2mの小浙てある 底川iの水祁をMffすると、 Jy,J北方

1111には概ね水平であり、水流のIi』lきは・1i1J然としなし、 一方、 JSDOOIは底lfJiの傾斜を見る限り、 IY:I側が

,・.・:; く北側が低くなっている。その点からすれば、水の流ド方向は1柑から北Ji,Jきであるとはえる そうし

た場合、 IS0005はISDOOIから分較して北流していることになり、分助点はISD005への取水場所と

なる。ただし、周辺の現況地形（ほ場整備前）を見ると微科地の南斜面にあたり、（・'((かに南に向かって

飢斜している もちろんJ'[然流路ではなく人-u内に掘込まれた洲であれば、i'I然地形と流下方向に整合

性がとれなくとも、なんら ~,n·するものではな tヽ
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さらに典味深いのは 、ISDOOIに附随する形で掘込まれた K坑群である ,. ISDOO 11関連」：坑に

lSDOO lと関連する可能性のあるものまで人れると合,1-1-7駐の I・.坑がある りj合い l~lf系の矛府はあるもの

の、いずれのいi'LもlSDOOJに接続する形で{i-在していた IiJ能性がある 良く似た'H例は、八女HIの閻

•島辿跡で確認されている似j島迫跡の 2 次調ft (itl: 2 lでは、 SD-OJに取り付く形で 17J店の上坑が検

出されてしヽ る。調ft']'1初、調ftを担‘りされた大塚氏は収水をIIflりとした I:坑と即解し、 「取水げ釦とい

う名称設定を行ってtヽる。）ぐドの J:坑は、溝に接続しつつも底而は接絞せずに独立し、溝の水9立がドが

った時にも水が 1一)/(内に留まるような構造である ＿しかしながら大塚氏は、 「Y1まとめ」の中で、 「最イi

)Jな11J能性として、 I塁業及び化活Ill水としての貯水施設を考えてし、た」が、「収水 I蠍 I作が、収水後のir;=

水を11的にしていたのではなく、 一11.1的に辿水してその後は放i刊され、乾躁状態が長栂JIIHにわたってい

た」ことから、 「堅果類のアク抜き」のための施設またはそれに祁じる機能を持っていた可能性を指摘して

いる

構造面からもう少し比較を試みるため、溝と I・.坑底面の関係に注11してみたい 悩島追跡の J:坑群は

底rfliが泄と接続しないものが大勢を占め、 SK-09のみ底lfl「がそのまま溝に接続している 。一方今I叫報

告する ISDOOIと関述 J::坑底而との関係は、全ての L坑が、似)l,'.'; 迫跡SK-09の iド例とJu]様に底而がそ

のまま溝に接続する形態をと っている。 1SD001の水位が下がった時は、 l・. .lli内の水も無くなるような

構造である 。 したがっ て、 i',',•j島迎跡 2 次調代の >11 初に、大塚氏が想巫した lti:11< r I n<1の I.:.坑と認識するこ

とはイ勺可能である堅果頬のアク抜き等に利川する、水さらし場の可能性が科かろう 。これについては

ISD005との関連もあるが、それは後述することとしたい。

以 L:、長々と検証を試みたが、総合すると、 ISDOOIはIX:11tii溝と水利施設の性格を合わせ持ったもの

であると捉えたい もちろん、ひとつの迫構にりtーの機能のみをりえる必要はないのであるから、これ

は無耶のある .Vt~解ではない。いま一歩進んで数賎復几を試みるならば、集落の東辺をIx:切る溝を利川し

て堅呆類のアク抜きを行っていたのであろう 。

さてここで、 ISD005との関係を整理したt• o I SD005は調代区の南符りで ISDOOIから分岐し、北

流していた可能性が似jい その分岐点はISDOO Iの幅員が拡がっている箇所であるが、分岐点のすぐ北

側の幅貝を減じた箇所に堰状に削り Illしたテラスが認められる。此処を1射切ればISD005への',{/.;Jくに好

郡合だと考えられるので、 1J:水施設とみてよいと考えている。周辺の調介成果と照らし合わせても、今

回の調杜lヌ以北には、 JAf1:IX:域があったとは埓えにくく、北流する ISD005は、 q:_活川水路として考え

るには無理がある。また、1SD005は北流したのち西奇りに流 F方向を変えている。本辿跡の西側には

低湿地帯が拡がっていることからも、水Illを巾心とした1塁耕区域が{/.在することは想像に難くない。 し

たがって股業川水路であった可能性が閻い。

これは、 ISDOOIに付属する I:坑群の利JTJI」（内を考える l:でも典味深い。 ISD005がJ塁業川水路、そ

れも水ITIへの将水をl」的としたものと仮定しての話となるが、 ISD005へ羽水JjIは分岐点のすぐ下流で

ISDOOIを堰き切ったと思われるため、以北の lSDOOIの水位は下がることになる。すると、 I・. 坑のrJ1

の水(,'r.も激減する 11J能性が研い I: 坑群を咽果類のアク抜きのための水さらし辿構と名えた場合、水杖

が不足し、その機能を果たし得ないと埓えられる しかし堅果類の採集は晩秋に行われ、水さらしは晩

秋から冬にかけて行われたとみるのが妥‘竹であろう 。 IS0005が水rrrへの羽水施設と考えた場合、甜水

の必要があるのは朴から秋にかけての期間に限られる。 I~を果類の水さらしに,I-II, りの水凩が必要な時期に

は、 1SD005への祁水がないため、水さらしはその彩褥を受けずに行うことができるのである 。使川す

る季節に相追があるため、併fr-することに矛府はない。

今同は、複数の状況から ISDOOIと1SD005、それに ISDOO I [即述の」サA/-t靭の使用方法について、以

上のように復元モデルを提ぷした。季節によ って利川方法を変化させつつ、通年にわたる複合的利用を

実施していた弥't人の英知に学ぶぺき）、し（は多そうである c

廃棄士坑群

今1111の潤社では、I 2J, 砂のJiけ縦 1-.坑と思しき I:坑を確認した。これらも常川l乏ru迫跡や常川lllllfi迫跡

で確認された（註 3) ように、貯蔵穴からの転用である 11T能性を埓えている c ただし、これらの.,~例と
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比して規校か小さしヽ傾向がある 'lii'llll.::111辿跡で,m恥＆されたJた!'.ftI ! んは、）＜小さまさまではあるがlilJ.:. 
で4.6mXl.7m、J立小で 1.1mX0.9mであった l流をなすのは20mxJ.Om程疫のものである 今juJ

O)Jl.~ffで確，必されたらのは、 I .2mx0.8m相度のものが大勢を1りめろ

今1111確認された IJ, しのうち、 1SK012は政面が検II¥1ffiよりも大きく、 /1/r11¥1/袋状 l)j(の特徴をhする。

袋状 I)/し1:l:、一般的にJrj・I磁穴によく川しヽられる形態で、 lriサ祓穴転JI!と考えて1111題なしヽと息われる もち

ろん. lk如 IIに供する U/cとして．意識して穿たれたらのら含まれていることは否i.i:しなしヽ (,14)が、

lti蔵穴として利川してし Iたらのを廃菜川に転川することは省）j 化の点からら令 ~l~-i,然である

さて、 1SK039や ISK040の I僻の出 I状況を観寮すると、飩昧深Lヽ ことに気付く ISK039は廃渠

時に投げ込まれたらのである 11[能性がi泊し Iが、 ISK040の伶lヽ ［した姫は疑IIりが残る 常HI1< Ill追跡

2SK0363の1噌l(.,J 3)では、知辺側に地111削り出しの棚を形成してし、て、 Ii(部を打ち欠lヽ た地を倒ヽI

させて制えて l ヽた •Ji例が確認された。 今J11J の 1SK040の 'H例は I !Aの底rrtiでのIll1-. であるが、＾代者とし

ては倒t,:させて据えていたものと解釈したい 廃束11.'jに投げ込まれたものであれば、 )l'(lfliに1合も据えた

かのように倒 i'fしてti¥I. する 11J能性は仰めて低いと考えるからてある ーこのIllJ: 状態の解釈や心義づけ

についてもサ紀論じた (,;t4・"rs, ところであるか、今回の'llfりIJも1111仙であろうと./if寮する 祭祀の

内容はfi料不足の感が否めず視(1論考する環殷になし Iが、生l栢或いは集I・りの維持にかかる祭祀Cl)11f能n
を提ぷしておく ） ,liの批判叱山を乞いたし、

また、水111 ビl心Hi迫跡第 2 次，凋代の汁1~·;て廃免 u,しのダlj状配ii'いこ論及がなされてし Iて、検，11Eが4ゞ報

~·f に拓されている C:l:6l のて論及したい その中でも触れられているとおり、今1111の瀾介小およぴ水

111 1-.'IなM(i追跡第2次，凋代の，淵fi・11時、ほ悶祁備のixI ,~J ぎに ('I' って廃免 l..l:A と思しき I.坑が1,t,1,J1 fi Ii< 

の周辺まで列状に伸ぴているのを確認した-1合もWtY県の I仔野ヶり！追跡の姫棺経の列状JIil拌のように見

えたのを心t心（している

では、梨棺煤I詳か!L'tli:経を心誠して袋迫に沿って配ii'lされたように、ここでの 1・.lj(lllら一定の制約を

受けてりlj状に配ii1lされたのであろうか＾先述したように、今1111の，J,11ilぷの束側には.,,,; 亥191のリ瑶ヤは拡が

らず、 ISDOOIが概ね集落の末端を区切ることになるようである その lドで、貯蔵川或し I はlit~訓lに穿

たれる l・JJしがJr1Hl=区域のすぐ外側に配ii'lされたと即解している ltr蔵JJ.:域の設定にあたっては、 l'I周

形 ・ 屈蹄}[~ ・/'j)fJなとの各頷咽があるが、しヽずれもり滋ら1人）における逝地によってその延Kゃ幅はl人々と

なる 。 このことから、今 r111 の •Jr例は歪んた馬蹄形杓しくはlV°j形の区域，没＇ぷが行われたが、その幅が狭

くなったものと狸f/JI(したし、 夕~J状に配iif/する時は辿路に沿って IJ,'(が穿たれ、辿路に制約された配汎と

なるべきてある し しかし今1111の配ii'tを見るに、制約のJ、tたる辿路を I・.l:1tlttのljIに設＇追することは困難な

状況である 』したかって、ダIJ状に配?tする忍l又1はなく、区域設定の都合 1-.糾11~l ヽ範 11~ に分(Iiすることに

なったと見るべきであろう J 以 I・.のような状況から、澗 ff 報内を行って l• る現段階では列状配ii'lとしヽ う

k視はJI)lヽ ないこととする U

弥生土器

今In!O) ,i11 ftでti¥I: した弥'I=.I沿lttは、 ruノ'I'式 I沿の範貼に人るらのであろうが、貼付け凸術に刻11

が施されなtヽ ものか附え、以西地域の城ノ越式 I.沿に融合されていく過作のものてあろう ・/jり111.dll迫

跡第2次調fiでは仮1:1式 I堺社から城ノ越式 ,.~:i を中心に出 I: したが、特に1iill叩l段階v)ものが 1・.体であっ

た したがって、ここで報布するものは 一段階新しし 1時期のものとはえる 今r,11別に¥fl:1i・ されてlIる常

Jill乏rII辿跡の第 1次；J'~i'tや、 'ii~川11ITI U辿跡でもlnJ様の傾向か見られる これらの l附の変化をIm昧す

ろと、常川地域での!l.!落は党川1<111辿跡の第2次凋介地、点が発粁地となり、その後・.:;¥・川」と111辿跡第 1次

,:,,,,!~ 地），＇．＼や、常川II I I If i辿跡、水111I:'1'<.1..i. イ1追跡:ff,に移動したと見てよかろう

不明土師器

今j111の湛Jftで、川途心リlの J:削叫があった 79-1・79-4・72-I・73-1・7 4-l・7 4-2が、それであ

る 。 いずれら焼成は良好で、 'i~< 燎き締ってしヽる - .. 見、小咽の'V且か 1↑"fのようてあるが、 I t;"iであ
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れば内而側、平瓦であれば I:而側には、櫛II様の節明な刷毛11が施され、箆，りきの深い沈線で斜格 fが

拙かれている。その所為で斜格 fの,11¥分で1111れているものが多く見られる。また、 74-1・74-2ではlり

形と思しき透かしが，認められ、 K狩や 'T~瓦として使川するには少々具合が息孔ヽ＾ しかし、櫛II様の鮮lリl
な刷毛11や施11fきの深い沈線による斜格 f-からは、こちらの而がKではないかととも杵えられ、『l筒状

の製i11'1であるかどうかもl祈定できない，
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2 1SA002 S-lのTh'湿構 12 52 Q9 

3 ISK003 13 53 (~9 

4 ISK004 H2 54 PB 

5 IS0005 J3 55 ISD055 AIO 

6 lSK006 LIO 56 Q2 

7 ISK007 112 57 R2 

8 KIO 58 Iも， D4 59 S2 

lO G7 60 1SK060 J7 

l I 1SK011 L7 61 S2 

12 LSKOl2 M5 62 S2 

13 H7 63 S2 

14 1SX014 H3 64 R7 

15 1SD015 D2 65 l SD065 A7 

16 ISXOl6 H2 66 L7 

欠番 67 1$0067 A6 
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48 PIO 98 ISD098 C9 

49 R9 99 87 

50 ISD050 S-20と同一？ 84 lOO lSXIOO 撹乱 B9 

遺構番号一覧Tab.8 



水田上平霊石遺跡（第3次調査）

水田上平霊石追跡（第3次調杏）1 . 

(1)はじめに

水IllI・:'I梵益石追跡第 1次澗介を行ってし、た折に、調印人のMl間では、は場整備の1(1jT.-'J~ が行われてい

た ,~Iドは ·l!Jt作地の表 I 剥ぎを行ってし Iたのであるが、設壮協議の際に合意した深さよりもやや深く ii

われていた そのため迫構が鉗出し、その一部が破壊される恐れがあった~ , 1iJ父r.'H側と協議して、表

tを戻す際に似接迫構のヒをiTr機が走ることがないようにして、追構の（呆{i-をはかることとなったc し

かしながら、釦I¥した辿構のうち純棺追構につtヽ ては既に破壊は免れな tヽ と判断し、緊念に4乱打tを実

施して品録保{iの措,rlを講ずることとした。

1-: 記のような経過で本調杏を火施したのが、ここに報化する水 111 上平·~,.汁イi第3次調代である。謡l杏箇

所は筑後rliJぐr常1rn:1かに開{iI 424- 1 で、糊柏経のみを謳J1i対象としたため、澗杏 I~は特に設定しな

かった。調代は永見秀徳が担‘りした。

II 
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水田上平霊石遺跡（第3次調査）
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N. まとめ

今1111の瀾杜成県を振り返りいくつかの項11について記述する ，

1. 弥生時代

(1)竪穴住居について

常J.IJ11 lflU辿跡（第 1 次瀾査）からは2•1iFの咆穴住J,1; (I SI040・I Sl050) を検l廿した。平而プランは

何れも「'I形状行しくは桁円形状を·.~しており、 lSl040=直径6.J 5 m 11•i 後、 ISI050= 直径4.85-5.45

mを汁測するものであったが、追構の残{i-状況は栢めて悪く、辛うじて）相而部以下の1艮跡を残している

状況であった。この状況は後世に受けたlり1J平によって大部分を泊失していると思われるが、このことに

ついては以前永見秀徳によって論考されているところであり、また本旨から外れるのでここでの言及は

避ることとする。

さて、今 I川は円形竪穴住J,1}の規校について他の 'J~例も含めて概観してみたい。w,辿跡周辺では南西部
lll 

に位ti11する常J~JM I II 追跡（第2次調 ft) からも 51lif の l 'J 形竪穴住居が確認されており、 他に6軒の方形隆

穴ftWもあわせて検出されている (Tab.9).Tab.9の仕）,'fー買表を元にドJJf~{t}, りにおける面柏比から住

居の復J原直径をt'(/.きだしたものがTab.IQであるが、 ,1,表からはJ,1}住面禎20-40rrl (復J刷IL径5.0......,

7. L m) にピークを認めている状況が窺える。 また、参考として方形竪穴住屈におし Iても示したところ

40m'以下の}!}住而柏で集巾してし Iることがり~1 らかになった 。 平 rrli形状におし Iては時期によって円形から

方形へと転訛することは周知のとおりであるが、両表がぷすデータは竪穴住屈の平而形状変化に関わり

なく、屈住スペースを20-40m'とした建物が椋準であったと解されるのではないだろうか。この状況を

勘案すると、今l・"'大咆翌八住屈として認識される2SI2300と2Sl2330につし Iては），片住スペースとしての

特異性が考えられることから活/TI.f史川方法等の異なる t要棟であったtrf能性が推測される。参考弔例
"2 

として八女di「一竿辿跡」で検11',されている円形幣穴住J,1}を紹介する。一竿追跡で確認された円形竪穴

住）舌は常}1-J迫跡群の時期に相当すると息われ、住屈内部の構造は何れも巾央に浅い J:坑をイ［し、それを

迫跡名 迫構吊号 'Iり面フラン 屁軸 1ml 短軸 1m1 桟秘 Im/ 血訊 (ntl 備考

常用l」1H行迫跡 ISI040 111形 6.15 •一 0.47-0.54 29.7 

（第 1次調査） IS1050 楕ILJ形 5.45 4.85 0.06 20.8 

常JTJ長LIi泣跡 2Sl2300 tr11'1Jf~ 9.00 8.40 59.4 

（第2次調.J't) 2SI2310 tf'Wllf~ 5.80 5.00 22.9 

2Sl2320 桁円形 6.:'30 6.00 29.7 

2SJ2330 tfllillf~ 7.50 7.00 -- 41.3 

2SJ2340 円形 6.00 •一 28.~ 

2SI0606 iい方形 6.20 4.10 0.10 25.4 

2SJ0608 艮）了形 6.00 5.10 0.20 30.6 

2Sl0609 艮方形 6.20 5.70 0.10 35.3 

2$10689 方If:多 4.30 4.20 0.20 18.1 

2Sl0750 艮方形 4.90 3.70 0.20 18.1 

2Sl2350 艮方形？ " 2.60 0. lO ●● 

Tab.9 常用日田行• 長田遺跡竪穴住居一覧表（法屈）

/;rf!t1f1i[('! 111形ft屈復11;1,m令 ('Jt均値） I該ヽ '¥(l:J.,:<l'llf~ ・桁lりJ杉） 該''ill:屈 (/;)杉.il方形） 備杵

50-60m 7.9-8.7rn 2$12300 

40-50111' 7.1-7 9m 2$12330 

:30-401ri 6.2-7.1 rn I Sl040・2Sl2320 2SI0608・2SI0609 

20-30ni 5.0-6.2m 1$1050・2Sl2310・2Sl2340 2SI0606 

:com・ 水泌 5.0m,1吋慎 2SI0689・2Sl0750 

Tab.10 常用日田行• 長田遺跡竪穴住居一覧表（面積別）
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中心にti穴が配されたものであることから柚辿的にも姐似したらのと捉えることかてさる 報 ~II ; りによ

ると勝パ"/,•; のI「I抒は IOm frり後 J if!F、7mi'1ii後一5りI.5m前後一 I11叶か検出されており 、これを1(11h'l; 科
に換})すると lOm1ii1iな 78.5m、7m前後 38.Sm'. Sm前後一 19.6mとなり、 11'(r'f.7 m I rii後 (38.5ml

の'W/dlJ,,; が集中してIi・{fI認されてlヽ る状況が明らかてある ．つまり、常川I1111行 ・l,dll追跡で確認した

憬準タイフの竪;尺(lいと比較するとほぼ,.. r、りの J,•Hl-: スベースを確保した什),りであったことが窺える

おわりに J,•Hl. スヘースにつし、ては、現(I()), 求lせ建染と 111!しようにti:屈か込設される以前からそこにJ,•}

"する{I人か受ける閑坂によ って大きく 1,{ Iされるものてある り該期におlヽてもl11lf,kの印悦条件が‘り

然の如く (J・fl:してし、たことはIIJIらかであり、集落の地域性 .~\l J!ll fl・・家族栴成 ・（如ll11 tド）窃、あらゆる

状況下によって祝雑てあり ttI迎して lヽ たらのと予測される 今[111は住)1}の規校につlヽ て慨賎したが、 fi

科の裕hしを,.. tつて今後も種々の角疫からのアプローチを，汰んて lヽ きたい．

(2)土坑について

今l『"14訊した各迫蹄からは多帥の[-!んか検出された ''i追跡に限らず、これまても •t,.: 灰期における一

般的なU漁治辿跡からは殆どのケースで u;しか検Illされており、様々なタイフの U;しか報 :•j· されてしヽ る。

しかし、 I)/[の性格を(,'f.ii't付けを行うにあたっては、ある程度の），.iUIIはできてはしヽても1妍定できるfせの

,;,E拠がイ；卜分てあるなどの郎1J1から、殆との均合てii'i怜！的な判断や保仔lかなされていることが現状のよ

うである 'it者もこの状況に関してはl11J仙に凶l俎している 一人てあるか、今後の凋fi・研究をする Kて

この『l]油をどう解釈し、対処してしヽけばよ tヽ のかか課題として残っているのではないたろうか そこで、

今1111はその第一歩である括本的作業として I.!j(の形状や内部構辿についてii11し、以ドのような分煩を

ぷみてみた

分類にあたっては、まず1(1;,(.分として①町(ii形状を3タイフ (/¥-C群）とし、 中区分として②切面形

状を4タイプ (I--IVW)、小区分として③底I面形状を2タイプ (I・2類）として分頬し、 lサA分類校式

図はFig.IOIに反Iぶした。また、この分成を屈こ今1111,1ヅ［中に掲載した I!iし•乾長をTab. I Iに、各分煩

における比較表並びにグラフは 153具 (Fig.I 02-I 08、Tab.12・13)に小した。なお、各煩咽は史に

糾1分可能であることを追i出しておく

①平面形状 (Fig.IOI)

A群 、 1~lfli形状が）'j Jf幻または1~/j形状をりtするタイフで原則としてコーナーの形状が隅丸を 11lするもの

ら含まれる

B群 、Vrfli形状がI'I形またはft'll'I形状をばするタイフてある？

C群 灼(IJ形状がイ汲定形状を＇仕するタイフて A・Bltr:に含まれないものをCl抒とした。

②立面形状 (Fig.I Oil 

l類 迫11'1,検II¥而から底I前へかけての咽1(11が、恥1'(またはtJ、1池へやや傾斜したタイフである。

II類 I J:l'iの逆のタイプで、辿構検II¥而から底面へかけては外）'jへ傾斜または袋状を '1吋する

Ill類 迫柚検出血と底l頂までのi町(tiに/1111111かみられるクイフであり、坑IAIの I:(,'1. や卜:{if などイ~{~;J,, りに付

すものか見受けられ、史に紅II分化できる余地を残している U

IV類 辿構検/l¥而と底lfITまでの1111でテラス状の施設がvmえられて いる。内部に恨数(f.{1:しているらのも

あり、史に乱II分nf能とぢえる

③底面形状 Wig.IOI)

1類 追構底部に施没を1iしていないタイフて底計iはほぼフラットな形状を吊する

2類 追構底部に施必を行するクイフて底lfllに小ピット咋が必けられたものである 底l前に複数の1111み

が認められるものもこれに含まれる。
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,1)平面形状

o

o

 

Aft

暉

C群

R立面形状

I類

③底面形状

1類

二[II類 Ill類 N類

2類

Fig.101 土坑分類模式図

以 J::の内容から各区分 (Tab.12、Fig.I 02-104)を眺める。平而形状 (Fig.I 02)におしヽ てA群及

ぴB群の各群は全体の4割程litを占めており、ここではAl作と B群の比較差はあまり感じられない結呆と

なった。 しかし、 A群と BI作の合計は全体の8;11,1程度を占めることからその標部性が窺われる。続いて立

而形状 (Fig.I 03)では 1類.LV類が突wしてみられる。各類は全体の4祁J程瓜、合節すると約8割を内
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Tab.13 土坑分類形態別比較表

Fig.102 平面形状別クラフ"'..''...',, __一

Fig.104 底面形状荊グラフ
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Fig.108 土坑分類形蠣別グラフ
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B類 「I緑部ド位に沈線を施しているものでア）レファベットに続く数字は沈線の数を衣すc

C類 n縁部下位に断而m三角状の！！！り付凸席を施すもので、数'r-は沈線の数を表す。

③口縁瑞部の形状 (Fig.I 09) 

• 如意形口縁 (I ・TI頬）

a類 端部に沈線が施されてtIないもの"

b類 端部に沈線が施されているもの。

．貼付突帯 (ill・IV類）

a類 断而m-=.角状の！！！り付突，:t}を施すもの。

b類 a類のタイプに突帯L端部が而をなすもの。

c類 貼付突堺の断而が台形状杵しくはIIり角形状をりlし、やや堆れドがり気味に施されているもの。

d類 c類のタイプに突堺 I:端祁が而をなすもの

~1=~~ ニ.. ~ 『―早二:--J二
Ill頚 IV頃

A類『 一旦ー『□□竺―『==竺-『主旦ー『竺旦ー『：：

I這"irーロ『-
111・N類

主 ← 翌――― 旦—← d類一

『『『『
Fig.109 甕形土器分類模式図

以 Kの分類内容に枯づき、本文掲載のg研~ I灌｝について分類 (Tab. 14) を行ったところ、各追跡には

地域性による特徴が行収され、頂11によっては将来更に細分化11J能な場而も (f.在するようである。なお、

Tab.15はTab.14を几に分類別における全体の割合を概観しようと作成したものであるが、データは選

別作業段階から抽出されたものではなく、担％者による任慈のデータであるので取り扱いには允分にrt
意をしてし、ただきたし ¥0

さて、 Tab.l5を迫跡別に概観する

・ ·,:;~m n n1行迎跡 (I次）一 l頬5.0%・ll類4.0%・ffi類75.0%・N類16.0%

• 常IllFl Ill行迫跡 (2次）ー ！頬6.7%・ll類8.9%・lll類37.8%・N類46.7%

• 常ITl1訓 l辿跡 (I次） 一 l類4.5%・11類0%・m類4.5%・IV類90.9%

• 水ITIヒ，1外rJ.石迫跡 (I次） 一 l類16.7%・II煩6.7%・lli類50.0%・IV類26.7%

この結果を受け、 nl・IV類とした貼付突閤タイプの甕咽 1:-.lt:iが大部分を占めて tヽる状況にあることが

判明し、筑後1理紐i部の特色をクII実にぶしている傾向が窺えたといえよう 。
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Tab.15  甕形土器分類別集計表

2)土錘について
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常川「 1 111 行追跡 （第 1 次調ti ) からは中央滞に穿fl された 1渭． 製,•,;•,が出 I:している (Tab.16)。この I:

製品は本文巾において K錘の可能性が考えられる辿物として報告したところであるが断定までには全っ

ておらず、今一度この上製晶について概観しておきたし 'o

まず、今1111確認された I:製品の特徴について整理してみる 。 上製 111111 の ,·rui形状は長方形• 分銅JfJ、断

面形状ぱPlJfj・m1r1形・方形をり！．し、表ll'fiのほぼ中央部には内イL径1cm前後の穿孔が施されてしヽる。更

に 1-:端而ではl叫l状を凶するタイプと '(Z.J-1!1面をなす2タイプが認められ、中央部穿孔と l哨犬上端部とのI具l

係は[I'(行又は同位のタイプがある。また下端部では平らなタイプと挟られたタイプがUfrしていた

以卜の特徴から下品の分類を試みた。

①立面の形状 (Fig.l LO) 

A類 如fri形状が長方形状を浪するタイプのもの。

B類 ▽而形状が分銅形状を'.立するタイプのもの。

②断面の形状 (Fig.I IQ) 

l類 断l面形状が円形状又は桁111形状を閲するタイプのもの。

II類 I類に対し断而が方形状を＇古するタイプのもの 。

③上端面の形状 （ドig.J 10) 

1類 I: 端而は凹状を湛し、 ij1央部に穿イLされた方向とfnJ位のもの。

2類 l類に対し、 中央部穿孔と直行するもの。

3類 J渭．端而が'I'・坦なタイプのもの。

④下端面の形状 (Fig.I I Ol 

a類 下端部"I央が快れているもの。

b類 F端面が平阻をなすもの。

以上の分類を川いてタイプ~jlJ にぷしたTab. 1 6を眺めると 、 今lnJの l '.阻射伯については様々なパリエーシ

ョンで構成されている点が注11される この状況は9吏川/1J途に応じて様々なタイプをを備える必要性が

あったものと推測され、今Iリlの位附付けに大きく /_i.(,されるものと埓える。
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Fig.110 土錘分類模式図
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Tab.16 土錘分類一覧表

さて、この t製M,は周辺辿跡である常川長111辿跡 (2次）で111I: 例を認めるもののこれ以外の近隣で

は""(t者が散見する限り煩例を見tヽII¥し得なtヽ。ただ唯一、近似例として1認められる小例としては「笈ィ

カズラ縄JIJ千:L't1 i」（香川県）や「シルチャーイi」、 fイカシ」（以上沖縄県）があり、 f11Iれも漁労具とし

て使NJされる {i製 I'.錘である この近似例はT者が今'"'I.:鋒として報告してきたE肛lのひとつであるが、

t錘以外の11f能性も考えられるので今後it意してti料収集に努めたい。

2. 中世以降

~ 該地区では弥牛．時代以降、集格が終屈してからは殆どイ,Iリlな状況が続き、この後は中世を待たねば

ならない。中1止の辿構としては常川llfTI行追跡第 l次調代区から l:Jll船＆が検出されており、更に第2次il/61
ff.rlからはJlj排水或いはII111ti性を持たせていたと考えられる数条の洲が確認されているが、現時点では

訂料イ＜足の感は否めない ‘り地区は中llt4rL~il として形成された 「安楽、't-領水 f11 ;If:」の領域にあたること

が史実として明らかにされており、 111llt以降、視代に全るまで股耕地 として I:地利JIJが行われていたこ

とが窺えるc

[、!JI

l. (筑後,,り部li'l2地J.,<.,i.1跡肝 （＼り） 筑後ti戊化IYJ.'IM糾'i,'f第50り！ 筑後,,,敦(1委U会 200:l 

2. r→.1，辿粉Ill 「八幻I• 文化財，~~rem;'ぃり沿59集 ／＼女'"教fl委U会 2000 

:i. r~ り/JitCill跡J f)L州横断fr.!Iii/II道 IIIJ係坪蔵文化U心Ht船';t31J ti.II品m 教fl委ll会 1984 

，1． 匂収i跡J 「h州罰ぽn鉦11泊ll!J係Jll'蔵文化l!l,J.1J'l: 報!',(5'1)』 I{,, 岡県教n委U会 1999 

!'i. l'(鍋窮fr : 弥'L・i'itn時代の劇111り地/ji!)漁業 「瀬1 ' IAfi紺附史民俗 Vi料館紀•;_lf\111 1 1995 
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V. 総 括

1 . はじめに

平成8- 1 0年度の約3年間に実施された県;t均担い F育成基盤整備 • Jf業筑後西部第2地区発掘調杏．成果の

報告は今1111をも ってン・.:s結することとなる C tヽ わばオり｝はその集）＜成ともしヽうべき切場にあるが、時間と

紙而に制約があることと担‘り者の乏しい力1,1の関係から、この章ではこれまでに報告された発掘調代成

呆を時代別に概説することでまとめとしたい。なお詳細については各々の報化"ぼを参照されたい。

2. 各論

(1)縄文時代

'ヽ1区域で縄文時代？期の迫跡が最もU訓 lしていたのは志地区である。 この志地区の北隣に位閻する

「災111辿跡」 （筑後diJc'f'. 1-: 北島）は筑後rliイi数の辿跡として片名であり、ここからは縄文時代り1期の炉

糾（又は放fj) や押型文 l滋H. fl襲イi閤 ・{i鏃等の追物が認められているっ

さて、今 •Jり業で行われた一連の発掘潤匠のうち、ぷ地,~に点{£する 「志西野々迫跡」及ぴ「志涌m辿

跡lからは 「災111辿跡」で確認された炉糾と同様の構造を鳩していたとされる {i糾み炉が検出されてお

り、 III上辿物から縄文時代叫Plに比定されている。更に「ぷ西Ill迫跡」）文ぴ 「志野添辿跡」からは浴と

し穴状辿構も検IH(この他水ttl1:: 仁良虻辿跡でも確認）され、周辺の状況からイi斎[lみ炉とほぼrriJじ時期

が想定されている。認められた辿物の大半は包含Jriからの採巣辿物であるが、 Uiしやビットとし 1った辿

構からも僅かながらII¥I: しており、 .l::>.H類では山形文 ・柏Pl文・格-f11文が施された押咽文 I.器が似も

多く、｛惰かに無文 I:堺が含まれてしヽる。 またイi附類ではじとしてイi鏃が多く、掻甜 ・削器 ，尖頭湘^ 、平も

認められている。

昭和41年に「如11辿跡」の調代慨要が報告されて以後、今'H業の発掘瀾代によ って投111辿跡周辺での

新知見を得られたことにより新たな展測が期待されつつも現段階では木だ解UJjの絲l?<'.1を兄Illすまでには

令ってし Iなし 'o

(2) 弥生時代

この時代の迫構は本文中でも報告した常JlJ地区をはじめ、 l11.i:. り、水111、志、）山島地区の全区域から検

II¥されており 、検出辿構では竪穴住屈、掘v:柱建物、）J:'i、貯蔵穴、廃菜 I今．坑、 K坑、滞等の一般的な

集浴跡にみられる辿構が 1::・イ本的に確認された。 これ以外では、他棺煤、 J渫舷苫等の堪煩や周洲状辿構等

の特殊な辿構も確認され、検11¥辿構からは穀しいlitの追物がII¥I: している。IllI: 追物においては」堺ふ

イ i 器、 4澤＾、序が認められて t ヽるが、割合的には点沸具である梨形 l: ;ri~ が圧倒的に多く、その使川頻度の

I凶さを物詔ってし心そこで、ヽ'1J亥区域で出 I:した迎If;J-. 湘の沿形について時期別に概観すると、 1'11iJg] 

ではUII忍形「I緑の板付系 L湘や11緑部に断而二．角状の亥IJII突術を施す(D.ノ川式タイプの I灌lれが認められ

ている。中IYJでは11縁部に断面三角状のWi付突僻を施す城ノ越タイプの I:甜や逆Lrr-状「l緑を閑した領

久式または黒裟系の I渇甘がII¥l: しており、後期では「<1字状11緑を間する似i二i猪式タイプの l灌甘等、

各期に代表される日格が散在的に認められている状況である

ここで、‘佑核期集浴を時期別に概骰する。現時点でいち早</II視する集落を確詔するのは前期中紺～

後半(.:J~ (本をおく 「常川長川辿跡」であり、 1り形の竪穴住屈や多くの貯蔵穴等が検出されてしヽる。常川

長III迫跡の北束部に展開する「1訂lJ11 11 1 行辿跡」は本文中でも報~1j- したように 1)り閲l木-1 J1 JP1 初頭に比定

される集格で、その内容からは常用長111辿跡に継続された集洛であったことが想定できる。常111迫跡群

のIY渇澤に位,i!J.する 「帷,:.~1111 ヶ町迫跡」 では中期 ij伐～後半に比定される集浴跡で掘立柱建物等が検出

されており、 iIt ,I泣1111ヶ町追跡の西側に隣地した「tiし島北イ"i伏辿跡」 からは後期に比定される竪穴住屈と

掘立柱建物が検111されている 。参 序 J-S:例として 1[漏亥区域周辺に転じてみると、常川辿跡群の北東部に点
lfl 

任する f水III杉J元辿跡」と「水m111o遺跡」では多数の U/Cと伽位柱建物が検IMされており、中）リ1を
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Fig.111 筑後西部第2地区遺跡群発掘調査地点位匹図 (1/10,000)
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Tab.17 筑後西部第2地区遺跡群発掘調査一覧表
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(4) 奈良 • 平安時代

'ヽ1該期の辺物は「必 t:婦，廿辿跡」の溝内からBC涌'l.<.tflの I閤が僅かに出 I:してしヽるのみであり、この

後はljI litを待たねばならない。なお、「志西l[l追跡」の表 L採集辿物として丸柄石術l点が確認されてい

る。特殊辿物であるにもIiiわらず伐l述迫構等は確認できておらず、現段階では資料報告にII:まっている

状態である

(5)中世以降

叩 II:以降の追構';叫物はほぼ全域で認められると， iっても過言ではなかろう 。(I[し、それは「水llI Jご
に良疫（第l次調1t)」より検出されたJl:1i21Jと「常m111u u追跡」で検1nされた l:坑硲を除いては集

落迫跡にみられる生活の匂いを感じさせる追構ではなく、その大平は溝状追構（区Jillj溝・流水路等）の

股耕地関連の追構であることが特徴的である c その大きな理由としては、この時期に社、『府領を中心とし

た中世荘園が発達し、それをJ店盤にした社会が形成された背ほにある っ'.1'1該l:i<:域は「安楽年領水 llJ~.i: 」
の領域にあたることからその先進地として中世以陥盛んに L地利J「lが行われてきたことが窺える。

3. おわリに

昭和から平成へと時代が変わり、日本の経済が絶ffi期を向かえたバプル翡lに伴って急陪した緊怠刑蔵

文化財発掘調杜もバプル経済終馬後は落ちつくかに息えたが、予想とは災lluに削Iiにおいては民梢l開発

や公共1ぼ業の発掘調査が現在も切れ1-1なく行われている状況である。

さて、こういった状況下で実施された今l『• I の巾業は、その関iIll」からも解されるように辿常の期間より

も短期間で行われてきたものである。そのシワ寄せとしてはT.'ド関係者のみならず、ヽ1,然の如く文化財

保護部局側にもあり、 fT!念な対応が望まれた。そこで、関係者との1瑾J協議においては発掘調介低減措

Jiflとしてできる限りの文化財保護を提言したところであったが、梢しくもTab.J7にダIJ記された迫跡につ

しヽてはエ事によって1:1i実上消滅したことは残念である -しかし、考占学的手法による記録保仔を似低限

実施できたことで新たな釘料を裕梢できたことは今後の文化財保護のI洛発や研究に生かされることであ

り、評価されるものである。今後も文化財保護 ・,;埒発に努める次第である。

WJ 
l 筑後 1fi11,J.il1~·/lf lll」 I1il脳t,i:. 化財関介悧作り第44!J:J筑後,1;教fi委u会 (2002)

2 I筑街w直~l!i!J J r筑後巾・文化111J1 ,, ffi ;•,, ↓ゆ33集筑後rli教ff委U会 (20011

3. fl/ii6U滋J 「筑後d』文化財~i'f報竹，り」筑後巾教f1 委 tl 会 (19921

4 fir々 料布彦 間i見貝塚りく）llrl以化財．閲l'iffl:',,%12船Jk/11巾教ft委U会 (19941PP71-75 

5水見秀徳 ’筑後西部第2地I遺跡llf.国 ） 「筑筋Ii文化財潤代佃';,'f~50應筑後th教fl 灸L1 会 12003> PP188-18~l 

6水！昴徳 f筑後西部第2地l心迫蹄訂 IVI) 「筑後,1以化財;:ilii't報l'r,'f筍50集J筑後巾教fl灸U会 (200:l)pp 189-191 
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PLATE 

凡例

迫物の写真右下の番号は、以下のとおりである。

10-08 

Fig番 号 逍物番号



常用日田行遺跡（第1次調査） Pla.1 

調査区遠景

（南から： 空中写真）

調査区全景

（南から： 空中写真）



常用日田行遺跡（第1次調査） Pla.2 

調査区全景

（左が北： 空中写真）

調査区北部

（左が北： 空中写真）



常用日田行遺跡（第1次調査） Pla.3 

1 SI040 

（上が北 ：空111写真）

1 S1050 

（上が北：空中写真;)
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常用日田行遺跡（第1次調査） Pla.5 

1 SK003 (北西から）



常用日田行遺跡（第1次調査） Pla.6 

1 SK023 (~ ヒカ)ら)
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常用日田行遺跡（第1次調査） Pla.10 

1 SK060 (南西から）
.,. 



常用日田行遺跡（第1次調査） Pla.11 
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常用日田行遺跡 （第1次調査） Pla.14 

1SK140 (~t西カヽ ら）



常用日田行遺跡（第1次調査） Pla.15 

1SK145 (東から）



常用日田行遺跡（第1次調査）
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常用日田行遺跡（第1次調査）
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常用日田行遺跡（第1次調査） Pla.18 
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常用日田行遺跡（第1次調査）
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常用日田行遺跡（第2次調査） Pla.41 
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常用日田行遺跡（第2次調査） Pla.63 
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常用長田遺跡（第1次調査） Pla.65 
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常用長田遺跡（第1次調査） Pla.67 
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常用長田遺跡（第1次調査）
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常用長田遺跡（第1次調査）
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水田上平霊石遺跡 （第 1次調査） Pla.78 

調査区全景 （上が酎）

調査区全景 （南から）
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水田上平霊石遺跡（第 1次調査）
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水田上平霊石遺跡（第 1次調査）
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水田上平霊石遺跡 （第1次調査） Pla.83 
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水田上平霊石遺跡 （第 1次調査）
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水田上平堂石遺跡 （第1次調査） Pla.108 
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東上空で発生した竜巻き (1998.7.28)
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水田上平霊石遺跡 （第 1次調査） Pla.109 
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水田上平霊石遺跡 （第1次調査）

ai-, 饂疇口

.. 
4
 

.~ 
・・

，可

•, ... 
•,. 

董ゞ,・.~ ・. ~ 

炉 マ・;,i;i<、ゞ:..:ぶ応~--・％ふ’亨．碕-
咋迄唸土芯~蝸予J

81-15 

8J-18 

81-19 

81-20 

Pla.110 

81-22 

82-2 

82-3 



水田上平霊石遺跡 （第 1次調査）
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水田上平霊石遺跡（第 1次調査） Pla.112 
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水田上平霊石遺跡（第1次調査）

85-39 

85-40 

85-41 

85-43 

Pla.113 

g
 

85-44 



水田上平霊石遺跡（第1次調査）
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水田上平霊石遺跡（第1次調査） Pla.115 
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水田上平霊石遺跡（第1次調査） Pla.116 

92-1 

91-6 

92-2 

91-7 

93-2 

91-8 

國ヱ
-'.,-;, 

→ヽ`
91-9 93-4 



水田上平霊石遺跡 （第1次調査） Pla.117 
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水田上平霊石遺跡 （第1次調査） Pla.118 
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水田上平霊石遺跡（第3次調査）
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水田上平霊石遺跡（第3次調査） Pla.120 

甕棺検出状況 （北東から）



水田上平霊石遺跡 （第3次調査） Pla.121 



水田上平霊石遺跡（第3次調査） Pla.122 

甕棺掘方土層断面 （南束から）

写真撮影風景

平霊石 （ほ場整備施工後 • 南から）



水田上平霊石遺跡（第3次調査）
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